
先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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情熱教師 F i l e 2

今月の表紙　山口県・私立野田学園中学・高校　髙
た か

田
た

裕
ゆ う

治
じ

先生

生 徒 と 紡 ぐ

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

　　　みんな、いよいよ卒業だね。高校最後のクラス
はどうだった？
　　　私たちのクラスは団結力が強くて、体育大会な
どで好成績を収めてきましたし、ほかのクラスの人か
ら「みんな仲がいいね」とよく言われていたんですよ！
　　　実際、とても明るいクラスで、先生も教室に行
くのが毎日楽しみでした。体育大会や文化祭では、「自
分たちでやると決めたことは、自分たちの責任でやり
抜こう」という意識をみんなが持っていたから、先生
はただ、頑張るみんなを見守る日々だったよ。
　　　確かに先生から「こうしなさい」と指示される
ことはありませんでしたが、「これ、やってみたら？」
とチャレンジを提案されることはよくありました。私
の場合は、英語のスピーチ大会への出場です。内心、
興味はあったけど、一歩を踏み出せずにいました。で
も、先生のひと言で大会に出て、それがきっかけで、
いろいろなことに挑戦するようになったんですよ。
　　　私は志望大学の相談をした時、想定外の高い目
標を「力があるのだから、挑戦してみたら？」と勧め
られました。先生と話すうちに、「可能性があるなら

……」とやる気になったんです。その大学には合格で
きなかったけど、自分とは無縁だと思っていた未知の
世界を垣間見られて、挑戦してよかったと思っています。
　　　若い君たちには、自分では気づいていないけど、
先生だからこそ見えてくる可能性が秘められていると
思うんです。その可能性に気づかないまま高校生活を
終えるのはもったいないよね。生徒一人ひとり、可能
性の種類は違うけど、それをちゃんと見つけて、伝え
ていくのも先生の仕事だと思っています。
　　　普段は、私たち一人ひとりのことをじっくり
見守りながら、くだらないおしゃべりの輪にも笑顔
ですっと加わってくれる。髙田先生は、「みんなの先
生」であり、「私の先生」でした。先生がいなかったら、
高校時代、いろいろなことにあれほど頑張れなかった
かも……。「頑張れ」と言われたことはなかったけど、
先生がいたからみんな頑張れたんだと思います。
　　　みんなが頑張る姿を見て、「よし、自分も頑張
ろう」とパワーをもらっていました。だから本当に、
みんなとの時間が楽しかったんだよ。先生からもみん
なにお礼を言いたいです。ありがとう！

髙田裕治先生　教職歴15 年。同校
に赴任して14 年目。進路指導課長。

山口県・私立野田学園中学・高校　全日制／普通科／共学／１学年約 300人／2017
年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、大阪大、山口大、九州大などに67人が合
格。私立大は、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ243人が合格。

「頑張り合い」が生まれたクラス

生徒

生徒
生徒

生徒

先生

先生

先生

先生

T o u c h e d  M y  H e a r t

壇に立っているのに、生徒は誰一人教科書を

出さずにこちらを凝視するだけ。教科書を出

すように指示しても従わない。無言の静寂が私を孤

独に追い込む……英語教師として初めて臨んだ授業

は砂漠のような風景でした。今思えば、その異様な

雰囲気も、若輩の私の手並みを試すたわいないもの

だったかもしれませんが、未熟な私にはどう対処す

ればよいか分かりませんでした。次の授業も、その

次の授業もひたすら私を凝視するだけの生徒たちに

なすすべもなく、底なしの泥沼に陥落していく自分

に嫌悪しました。その一方で「 教壇に立つ以上は泣

きごとは言えない 」と力みばかりが増して、次第に

学校へ行くのがとてもつらく感じられるようになっ

ていきました。

週間ほど経ったある日の職員室で、英語科の

先輩に「しんどいことでもあるのか？」と声

をかけられました。周囲を気にして「何もありません」

と答える私を、先輩は「うちに来なさい」と自宅に

招いてくれました。夕食をともにし、いろいろと話

すうちに、私は教室での出来事も打ち明けていまし

た。夜を徹して語り合う中で、先輩からもらった言

葉が、教師としての私の根幹となった「教育は人
づくり。人づくりには時間がかかる」でした。

　「生徒は無視や反抗をしているわけではない。君の

出方によっては君を受け入れようとしているのでは

ないか」「英語が嫌いな自分たちとどう向き合ってく

れるのかを問いかけているのだ」と先輩は話してく

れました。確かに私は、生徒の英語学力を高めよう

という気持ちを強く持ち、英語を教えることが自分

の存在意義なのだと思っていました。先輩は「成績

を伸ばすのも大事だけれど、それは教育の一部であ

り、目先の成果なのかもしれない。目の前にいる生

徒たちに必要なのは、もっと別のものではないだろ

うか」と私に問いかけました。

日、出勤する私の心にはそれまでにはなかっ

た余裕が生まれていました。いつものように

教科書に目もくれず私の顔を見つめる生徒たちに、

「僕の顔に何かついているかなあ？」と初めて笑顔で

返したところ、教室に笑いが起きたのです。それは、

ちっぽけな変化ですが、「生徒に合わせて授業をしよ

う」と私が決意する大きなきっかけになりました。

初任校は専門高校だったため、授業の導入で専攻に

関連する英語を教えるようにしたのもその１つです。

そうした私の変化に応じるように、生徒も少しずつ

集中して授業に臨むようになりました。生徒が必要

とする学びのあり方を教師が理解し、実践すれば、

生徒は学びの意欲を持ち、学習への取り組みの姿勢

も変化することを、私は生徒から学びました。

　今日まで私は、様々な学校で様々な生徒と出会っ

てきました。英語が苦手な生徒が突然「先生、教え

て！」と言ってきたり、卒業生が「先生のあのひと

言で人生が変わった」と告白してきたり……自分と

は違う人生を生徒を通して生きている、そんな感動

を覚える瞬間が何度もありました。「教育は人づくり」

という言葉には、生徒が教師である私を育ててくれ

るという意味もあるのだと思います。

No. 002
兵庫県立播磨農業高校　

丸山正人先生
まるやま・まさと

◎教職歴 37 年。同校に赴任して８年目。
進路指導・人権教育部副部長。英語科。 

兵庫県立播磨農業高校　全日制／農業経
営科、園芸科、畜産科／共学／１学年約
120 人／ 2017 年度進路実績（現役のみ）：
進学は、高知大など４年制大 10 人、短大
２人、大学校７人、専門学校 31 人。就職
58 人。
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「探究学習」開発・推進　追跡リポート

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

教師を育てた言葉たち

VIEW’S REPORT

Reader’s VIEW

指導変革の軌跡

「学校教育デザイン」を描く❶

これからの
学校教育目標のあり方

探究学習・ＡＬを検討する中で、
これからの教育という問いを立てる

３年生　夏休み前
弱点克服シート

 20 公民
  石川県・国立金沢大学人間社会学域学校教育学類
  附属高校　前田健志
  生徒に絶えず問いかけて発言をつなぐことで議論を活性化し、
  教室全体で思考を深めていく

 24 数学
  大阪府・私立近畿大学附属高校・中学校　芝池宗克
  生徒自身が作った問題の解説を通して議論を深め、
  真の理解と協働する力の育成を目指す

 40 専修大学　ネットワーク情報学部
  実践的な問題解決を通して、
  実社会で求められるスキルを段階的に学ぶ
 42 就実大学　経営学部
  ４か月間のインターンシップ・留学を経験させ、
  学び・考え続ける力を育む

  「教育は人づくり。人づくりには時間がかかる」
  兵庫県立播磨農業高校　丸山正人

  2018 年４月、横浜市立大学に学部新設予定
  ビッグデータ時代に注目の学問
  「データサイエンス」とは？

 28 石川県・私立鵬
おおとり

学園高校
  基礎学力向上
  組織的な授業改善とＩＣＴの効果的な活用で、
  学びに向かう生徒を育成

 32 大阪府立枚
ひら

方
かた

高校
  進路指導・大学入試改革への対応
  ３年間を見通した指導で、
  生徒の学習習慣の定着と進路意識の向上を図る

 4 次の学校を創るための学校教育デザイン
 8 「学校教育デザイン」の第一歩、学校教育目標の策定
 10 実践事例１
  教育活動全般で育む資質・能力を明示し、
  生徒に高い自己肯定感を醸成する
  山梨県立吉田高校
 14 実践事例２
  教育スローガンを掲げ、学校内外への浸透を図ることで、
  目指す学校像を実現する
  埼玉県立宮

みや

代
しろ

高校　　
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チャンスは、この１年
◎５月に文部科学省から「高大
接続改革の進捗状況について」
が発表され、改革の着実な推進
を実感された先生も多いと思いま
す。高校教育は、2020 年度の
「大学入学共通テスト（仮称）」、
22 年度の新学習指導要領の実
施と、大きな変化が続きます。新
しいテストを受験することになる
生徒が入学する18年度まであと
１年。実はこの１年が、次の自校
の姿を学校全体で腰を据えて考え
られる重要な期間となります。そ
こで、弊誌では今号から４号にわ
たり、次の自校を創るための「学
校教育デザイン」と、それを描く
ために必要な視点や具体策を発
信していきます。ご期待ください。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

特別リポート

  「SGH甲子園2017」開催！
  全国から84校が参加し、情熱をかけた研究の成果を発表

50

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  自由な対話の場をつくる方法
44
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「学校教育デザイン」を描く❶

これからの
学校教育目標の

あり方
高校教育は、2020 年度に現在のセンター試験に替わる「大学入学共通テスト（仮称）」の実施、

2022年度からは新学習指導要領が年次進行により実施と、大きな変化が続く。
今後、育成が求められるのは、各教科等の知識だけではなく、

その知識を活用しながら思考・判断・表現する力や、
そのような力を身につけるために学びに向かう力といった、資質・能力だ。

自校では、生徒にどのような資質・能力を育み、どのような教育課程を策定して、指導改善を図っていくのか、
その一連の過程をカリキュラム・マネジメントを通じて考え、実践することが、学校、教師に求められる。

本誌では、それを「学校教育デザイン」と名づけ、
その構築の提言と実現のポイントを４号にわたって発信していく。

１回目の今号では、「学校教育デザイン」とは何か、
そして、その構築の第一歩である、学校教育目標のあり方について考える。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

山梨県立吉田高校

埼玉県立宮
み や

代
し ろ

高校

2 June 2017
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O v e r h e a d  V I E W

学校教育に求められるのは、
これからの時代に必要となる資質・能力の明確化と、

それを育成する指導の確立

激変する社会環境・教育環境

2020年度・22年度に向けて学校全体で今から取り組んでおきたいこと

学校教育目標の確認と見直し、共有・浸透

◎ＡＩ（人工知能）の進化等による自動化・機械化、グローバル化、少子高齢化等の社会環境の急速な変化
◎それに伴う教育改革・入試改革の進展（2020年度「大学入学共通テスト（仮称）」の実施、2022年度
からの新学習指導要領の実施）

❶学校教育目標（生徒に育む資質・能力）の確認と見直し、共有・浸透
❷育成を目指す資質・能力との関係を明確化したカリキュラム（教育課程）・指導計画の作成
❸教育課程・指導計画に基づいた授業・指導の実践
❹授業・指導の評価・検証
❺評価・検証結果に基づいた授業・指導の改善

学校教育目標（生徒に育む資質・能力）は、
◎学習指導要領を受け止めつつ、校訓・校是、建学の精神、学校や地
域が創り上げてきた文化（校風）など、教育の根幹である「不易」の
視点と、社会の変化や地域の実情、生徒の姿といった「流行」の視点
を踏まえて策定する。

◎管理職などの一部の教師だけでなく、全教師がかかわりながら策定し、
それを学校全体はもちろん、地域や保護者とも共有する。また、多く
の人が共感するようなメッセージ性を持ち、かつ、具体的で分かりや
すい文言にする。さらに、策定した後も、生徒や地域、社会の変化を
受け止めた不断の見直しが必要となる。

「カリキュラム・マネジメント」を通じて、❶～❺のプロセスに繰り返し取り組む

「学校教育デザイン」を描くための第１ステップ

求められる視点 実践事例

この営みを「学校教育デザイン」と名づけ、４号にわたって、
それを描くために必要な視点や具体的方策を発信

【P.4～7】

【P.8～9】

山梨県立吉田高校　【P.10～13】
教育活動全般で育む
資質・能力を明示し、
生徒に高い自己肯定感を醸成する

埼玉県立宮
み や

代
し ろ

高校　【P.14～17】　
教育スローガンを掲げ、
学校内外への浸透を図ることで、
目指す学校像を実現する
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い
る
。

そ
し
て
、
今
後
も
、
予
測
困
難
な
変
化
を

社
会
は
遂
げ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
生
き
る
生
徒
が
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
、
学
校
教

育
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

が
、
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
明
確

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
す
な

わ
ち
、「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
」「
未

知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」「
学
び
を
人
生
や
社
会

に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」
だ
（
図
２
）。

　

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
は
、
こ
れ
ま
で

の
学
校
教
育
で
育
成
し
て
き
た
力
と
は
異

な
る
、
全
く
新
し
い
力
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。た
だ
、こ
れ
ま
で
は「
何
を
学
ぶ
か
」

と
い
う
、
学
習
内
容
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
に

注
目
が
い
き
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」、
す
な
わ
ち
、
資
質
・

能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成
と
い

う
視
点
で
、
教
育
活
動
を
営
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
に
必
要
な
の
が
、「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
だ
。
そ
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
も
全
く
新
し

い
学
び
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の

学
校
・
教
師
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
様
々

な
工
夫
を
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
変
化
す
る
社
会

の
文
脈
の
中
で
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能

力
や
そ
れ
を
育
む
学
び
・
指
導
を
捉
え
直

し
た
り
、整
理
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図1　　今後の職業のあり方に関する予測

2011年にアメリカの小学校に入学した子どもたちの65％は、
大学卒業後、 今は存在していない職業に就くだろう。

─ニューヨーク市立大学大学院センター教授キャシー・デビッドソン氏

今後10年～ 20年程度で、半数近くの仕事が自動化される
可能性が高い。　 ─オックスフォード大学准教授マイケル・オズボーン氏

2045年には人工知能が人類を越える『シンギュラリティ』に
到達する。　　　　　　　　─アメリカ人発明家レイ・カーツワイル氏

学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン

次
の
学
校
を

創
る
た
め
の

高
校
現
場
は
今
、
大
き
な
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
大
学
入
試
改
革
、
次
期
学
習
指
導
要
領
、

そ
し
て
生
徒
た
ち
が
生
き
る
社
会

│
す
べ
て
が
密
接
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
時
を
、

次
代
の
要
請
に
応
え
る
学
校
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
弊
誌
で
は
、
各
学
校
が
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
、
伝
統
を
土
台
に
し
な
が
ら
、

自
ら
未
来
を
切
り
拓
き
、
家
庭
や
地
域
、
世
界
の
期
待
に
沿
え
る
人
材
を
育
て
る
次
の
学
校
づ
く
り
の
視
点
を

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
と
名
づ
け
、
今
後
４
号
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
具
体
を
読
者
の
先
生
方
と
と
も
に
考
え
て
い
く
。

自
校
を
再
構
築
す
る

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

＊1　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や
情報収集などを行うこと。
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た
だ
、
教
育
活
動
の
捉
え
直
し
は
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
で
は
な
い
と
は
言
え
、
一い

っ

朝ち
ょ
う

一い
っ

夕せ
き

で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
高
校

教
育
は
、
２
０
２
０
年
度
に
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
実
施
、
22
年

度
に
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
と
、
大
き

な
変
化
が
続
く（
P.
６
図
３
）。そ
の
た
め
、

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
を
受

験
す
る
生
徒
が
入
学
す
る
18
年
度
ま
で
の

こ
の
１
年
間
は
、
自
校
は
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
生
徒
に
育
み
、
ど
の
よ
う
な

教
育
課
程
や
指
導
計
画
を
策
定
し
て
、
ど

の
よ
う
に
授
業
や
評
価
方
法
を
改
善
す
る

の
か
を
学
校
全
体
で
考
え
ら
れ
る
重
要
な

機
会
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
弊
誌
で
は
、
学
校
教
育
目
標
か

ら
教
育
課
程
・
指
導
計
画
の
策
定
、
授
業

改
善
・
評
価
方
法
の
確
立
と
そ
の
実
践
・

検
証
ま
で
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
が
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
実

現
さ
れ
る
も
の
を「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

と
名
づ
け
、
そ
の
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

今
号
か
ら
４
号
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い

く
（
P.
７
図
４
）。

　　

で
は
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
16
年
12
月
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら

公
表
さ
れ
た
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学

習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な
方
策

等
に
つ
い
て
（
答
申
）」（
以
下
、
答
申
）

と
現
場
の
高
校
教
師
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

基
に
、
弊
誌
で
は
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
を
描
く
プ
ロ
セ
ス
を
、
次
の
５
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
整
理
し
た
。

❶
学
校
教
育
目
標

　
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
の
最
も
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
学
校
教
育
目
標
の
策
定

こ
そ
が
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
構
築

の
第
一
歩
と
な
る
。
自
校
の
生
徒
に
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
を
明

確
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（
詳
細
は
、

P.
８
〜
９
）。

❷
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）・
指
導
計
画

　

一
般
的
に
、
各
学
年
で
ど
の
よ
う
な
教

科
・
科
目
を
そ
れ
ぞ
れ
何
単
位
で
履
修
さ

せ
る
の
か
を
表
形
式
で
示
し
た
も
の
が
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
、「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
」、
す
な
わ
ち
、「
自
校

で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
＝
学
校
教

育
目
標
」
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
化
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
が
求
め
ら

図2　学習指導要領改訂の方向性

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新
設など

◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない

◎生きて働く知識・技能の習得
など、新しい時代に求められ
る資質・能力を育成
◎知識の量を削減せず、質の高
い理解を図るための学習過程
の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

答
申
と
現
場
の
声
を
基
に
描
く

５
つ
の
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
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れ
る
。
そ
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育

課
程
）
に
基
づ
き
、
教
師
が
い
つ
、
誰
に
、

何
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
を
示
し
た
指
導
計
画
を

策
定
す
る
の
が
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

の
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

❸
授
業
・
指
導
実
践

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）・
指
導

計
画
に
基
づ
い
て
、
教
科
の
授
業
を
始
め

と
す
る
各
教
育
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
時
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、
各

教
育
活
動
の
目
標
（
資
質
・
能
力
の
育
成
）

を
達
成
す
る
た
め
の
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
だ
。
単
元
や
題
材
の
ま
と

ま
り
の
中
で
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
実
践
の
蓄
積
を
生
か
し
て
授

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎
ど
の
よ
う
な
問
い
を
設
定
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
育
つ
の
か
を
考

え
る
こ
と
が
大
切
。

❹
評
価
・
検
証

　

各
教
育
活
動
の
目
標
が
ど
の
程
度
達
成

で
き
た
の
か
、
校
内
で
し
っ
か
り
と
振
り

返
り
、
評
価
・
検
証
し
て
初
め
て
次
な
る

改
善
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

誰
が
、
い
つ
、
何
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
評
価
・
検
証
す
る
の
か
を
明
確
化
し
、

実
践
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　

◎
生
徒
が
自
分
の
変
容
に
気
づ
け
る
よ
う

な
、
自
己
評
価
の
場
面
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
。自
己
評
価
が
習
慣
化
で
き
れ
ば
、

自
分
で
よ
り
深
い
問
い
か
け
が
可
能
に
な

る
。

◎
評
価
す
る
た
め
の
材
料
（
レ
ポ
ー
ト
、

態
度
、
小
テ
ス
ト
な
ど
）
を
整
理
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

◎
目
標
準
拠
型
評
価
の
指
標
を
作
成
し
、

生
徒
と
教
師
で
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
。

❺
授
業
・
指
導
改
善

　

振
り
返
り
・
評
価
を
し
た
結
果
を
今
後

の
授
業
・
指
導
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、「
学

校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル

の
最
終
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。
最
終
ス
テ
ッ

プ
と
は
言
っ
て
も
、
こ
こ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
再
び
学
校
教
育
目
標
や
指
導
計
画

に
立
ち
返
り
、
時
に
は
目
標
や
計
画
自
体

の
見
直
し
も
図
る
な
ど
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
絶
え
ず
回
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎
一
度
決
め
た
目
標
・
計
画
に
こ
だ
わ
り

す
ぎ
ず
、
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
で
改
善

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
事
。

◎
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
小
さ
い
修
正
を

容
認
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
、
小
さ

い
振
り
返
り
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
で
、

う
ま
く
進
む
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。

図3　　高校および大学入試にかかわる教育動向

教育課程の
見直し

「高校生の
ための学びの
基礎診断
（仮称）」の
導入

「大学入学共通
テスト（仮称）」
の導入

告
示

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
17
年
度
）

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
18
年
度
目
途
）

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」
の
予
告

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た

「
実
施
大
綱
」
の

策
定
・
公
表

「
実
施
大
綱
」
の
策
定
・
公
表

（
19
年
度
初
頭
目
途
）

確
認
プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施

（
19
年
度
目
途
）

周知・徹底 教科書作成・検定・採択・供給

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
の
実
施

新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
テ
ス
ト
の
実
施

新学習指導要領
（年次進行で実施）

※できるだけ早期に認定の基準等を策定し、2018 年度中に認定制度の運用を開始することを目指す。

２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

「
実
施
方
針
」
の
策
定
・
公
表

（
17
年
度
初
頭
）

現
場
の
声

現
場
の
声

現
場
の
声
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以
上
の
❶
〜
❺
の
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
上
で
求

め
ら
れ
る
の
が
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
視
点
で
あ
る
。「
答
申
」

で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
は
、
次
の
３
つ
の
側
面
が
あ
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の

関
係
で
捉
え
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え

た
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
、
そ
の
目
標

の
達
成
に
必
要
な
教
育
の
内
容
を
組
織
的

に
配
列
し
て
い
く
こ
と
。

（
２
）
教
育
内
容
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
の
姿
や
地
域
の
現
状
等
に
関

す
る
調
査
や
各
種
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、

教
育
課
程
を
編
成
し
、
実
施
し
、
評
価
し

て
改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
こ
と
。

（
３
）
教
育
内
容
と
、
教
育
活
動
に
必
要

な
人
的
・
物
的
資
源
等
を
、
地
域
等
の
外

部
の
資
源
も
含
め
て
活
用
し
な
が
ら
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
に
お
け
る
❶

〜
❺
の
サ
イ
ク
ル
が
、
ま
さ
に
右
記
の

（
２
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、（
１
）、（
３
）

を
踏
ま
え
て
❶
〜
❺
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
、
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
学
校
教
育
デ

ザ
イ
ン
」
は
完
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、
学

校
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
必
要

に
応
じ
て
教
科
の
枠
を
超
え
て
教
科
間
・

教
師
間
で
学
習
内
容
や
指
導
に
お
け
る
連

携
を
し
た
り
、
地
域
や
保
護
者
等
の
外
部

資
源
を
活
用
し
た
り
し
な
が
ら
、
❶
〜
❺

の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
回
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎
単
に
、
異
な
る
教
科
を
融
合
し
た
授
業

を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

教
科
の
枠
を
超
え
て
、
社
会
に
出
て
か
ら

役
立
つ
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
。

◎
同
じ
教
育
目
標
を
達
成
す
る
わ
け
な
の

で
、
教
科
横
断
の
問
い
の
開
発
も
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。＊

　

次
ペ
ー
ジ
よ
り
、「
学
校
教
育
デ
ザ
イ

ン
」
の
第
１
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
学
校
教

育
目
標
に
つ
い
て
、
各
校
の
現
状
を
踏
ま

え
て
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
視
点
で
学
校

教
育
目
標
を
策
定
し
、
そ
れ
を
学
校
全
体

で
し
っ
か
り
と
共
有
し
て
、
日
々
の
指
導

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
２
校
の
事
例
を

基
に
、
学
校
教
育
目
標
の
策
定
と
そ
の
共

有
・
浸
透
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
も
示
し

て
い
く
。

12月号

実践事例から「学校
教育デザイン」の実
現のポイントを考え
る

10月号

目指す資質・能力を
育むための各教科等
における授業改善と
評価のあり方を考え
る

８月号

学校教育目標達成
のための教育活動
全体のカリキュラム
と指導計画のあり方
を考える

６月号

今後求められる「学
校教育デザイン」と
その実現の第一歩で
ある学校教育目標の
あり方を考える

図4　　学校教育デザインと弊誌・特集テーマ

2017年『VIEW21』高校版・特集・年間テーマ「2020年度・22年度に向けて『学校教育デザイン』を描く」

学校教育デザイン

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

４月号

「学校教育デザイン」
の基盤となる次期学
習指導要領の方向性
を、答申から読み解
く

特集
テーマ

月号

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

現
場
の
声

学
校
全
体
で
回
す

学
校
づ
く
り
の
サ
イ
ク
ル
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学
校
教
育
目
標
と
そ
の
策
定
は
、
次
代

を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
学
校
づ
く
り
の

視
点
で
あ
る
「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」
を

描
く
上
で
の
出
発
点
で
あ
り
、
最
も
重
要

な
要
素
の
１
つ
で
あ
る
。「
答
申
」
で
も

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
教
育
目
標
は
、
自
校
が
生
徒
に
ど
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の
か
を

明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、
学
習

指
導
要
領
を
受
け
止
め
つ
つ
、
校
訓
や
校

是
、
建
学
の
精
神
、
学
校
や
地
域
が
創
り

上
げ
て
き
た
文
化
（
校
風
）
な
ど
、
教
育

の
根
幹
で
あ
る
「
不
易
」
の
視
点
と
、
社

会
の
変
化
や
地
域
の
実
情
、
生
徒
の
姿
と

い
っ
た
「
流
行
」
の
視
点
を
踏
ま
え
て
考

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
学

校
教
育
目
標
は
、
管
理
職
な
ど
の
一
部
の

教
師
だ
け
で
な
く
、
全
教
師
が
か
か
わ
り

な
が
ら
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ

う
。
策
定
し
た
学
校
教
育
目
標
は
、
学
校

全
体
で
共
有
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
や
保
護
者
な
ど
と
も
分
か
ち
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
教
育
目
標
の
あ
り
方
、
策
定
の
流
れ

を
ま
と
め
た
の
が
図
１
で
あ
る
。

　

共
有
を
図
る
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
学

校
教
育
目
標
は
校
内
外
の
多
く
の
人
が

共
感
で
き
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ

り
、
か
つ
理
解
で
き
る
、
具
体
的
で
分
か

り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
で
は
、
現
在
、
各
校
が
掲
げ
る
学
校

教
育
目
標
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
学
校
教
育
目
標
が

実
際
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
傾

向
を
示
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。
公
立
・

私
立
と
も
に
、
多
く
の
高
校
の
学
校
教
育

目
標
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
、「
自

立　

自
主　

主
体
性
」「
心
の
教
育　

豊

か
な
心
」
と
い
っ
た
言
葉
だ
。
そ
れ
以
外

に
も
、「
人
間
性
」「
社
会
性　

協
調
性
」「
学

力
向
上　

学
力
定
着
」「
基
本
的
生
活
習

慣
」「
自
ら
学
ぶ
力　

自
己
学
習
力
」
と

い
っ
た
言
葉
が
、
公
立
・
私
立
と
も
に
上

位
に
位
置
し
て
い
る
。

 

一
方
、
公
立
・
私
立
で
異
な
る
点
は
、

公
立
が
「
地
域　

郷
土
」
と
い
う
言
葉
を

多
く
盛
り
込
ん
で
い
る
の
に
対
し（
公
立：

51
・
８
％
、
私
立
：
15
・
８
％
）、
私
立

は
「
国
際　

国
際
社
会　

グ
ロ
ー
バ
ル
」

と
い
う
言
葉
を
多
く
盛
り
込
ん
で
い
る

（
公
立
：
32
・
０
％
、
私
立
：
53
・
７
％
）。

さ
ら
に
公
立
高
校
を
学
科
別
に
見
て
み
る

と
、
総
合
学
科
・
専
門
学
科
が
と
も
に
普

通
科
と
異
な
り
、「
基
礎
・
基
本
」「
社
会

規
範　

き
ま
り
」
を
学
校
教
育
目
標
の
中

図1　これからの学校教育目標のあり方

「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」の
第
一
歩
、

学
校
教
育
目
標
の
策
定

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
学
校
づ
く
り
、﹁
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
﹂
を

描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
最
初
の
一
歩
が
学
校
教
育
目
標
の
策
定
だ
。

不
易
と
流
行
の
視
点
を
踏
ま
え
、

全
教
師
が
か
か
わ
り
策
定
す
る

地
域
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
、

生
徒
の
現
状
、
伝
統
が
基
に

8 June 2017

社会の変化 流行

不易

地域（保護者）
の実情・ニーズ

次期学習指導要領（資質・能力の育成）

上記の観点を踏まえた学校教育目標を、
管理職だけでなく、全教師がかかわりながら策定し、

それを学校全体で共有する

学校や地域が
創り上げてきた文化（校風）

校訓・校是・建学の精神

（目の前の）
生徒の姿

学校教育目標
（資質・能力ベース）
学校教育目標

全教師が共感できるような
メッセージ性があり、
かつ理解できる

具体的で分かりやすいものに
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に
盛
り
込
ん
で
い
る
学
校
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
な
観
点
か

ら
盛
り
込
み
、
学
校
教
育
目
標
を
策
定

し
て
い
る
の
か
を
現
場
の
教
師
に
聞
く
と

（
図
３
）、「
地
域
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
」「
生

徒
の
現
状
」「
伝
統
、
文
化
」
と
い
っ
た

観
点
が
基
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

推
察
で
き
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は
図
１
で

示
し
た
学
校
教
育
目
標
の
あ
り
方
と
重
な

る
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
学
校
教
育
目
標
」
に
関
し
て

は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。本
誌
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト（
図

３
）
や
現
場
の
教
師
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
、
学
校
教
育
目
標
の
理
解
・
共
有
の
課

題
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

①
目
標
が
抽
象
的
で
分
か
り
に
く
い
た

め
、
教
師
に
よ
っ
て
理
解
度
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
る

②
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
教
育
目
標
へ

の
意
識
が
薄
く
な
る

　

前
述
の
通
り
、
学
校
教
育
目
標
は
、
全

教
師
が
理
解
で
き
る
、
具
体
的
で
分
か
り

や
す
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的

に
教
育
目
標
の
理
解
・
共
有
を
図
る
仕
組

み
や
風
土
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言

え
る
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
目
標
は
一
度

設
定
す
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
社
会

や
生
徒
、
地
域
の
変
化
を
受
け
止
め
た
不

断
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
学
校
が
現
に
直
面

す
る
課
題
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
目
標
を

策
定
し
、
校
内
外
へ
の
共
有
・
浸
透
を
図

り
な
が
ら
教
育
改
革
を
続
け
て
い
る
２
校

を
紹
介
す
る
。
生
徒
の
特
性
、
そ
し
て
学

校
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
異
な
る
２
校
は
、

ど
の
よ
う
な
展
望
、
そ
し
て
決
意
を
持
っ

て
学
校
教
育
目
標
を
策
定
し
、「
学
校
教

育
デ
ザ
イ
ン
」
の
構
築
に
取
り
組
み
始
め

た
の
か
、そ
の
成
果
と
と
も
に
見
て
い
く
。

図3　学校教育目標に関する学校現場の状況

図2　高校が掲げる学校教育目標

出典／ベネッセ教育総合研究所「第６回学習指導基本調査」（2016 年）

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは 2017年４月にウェブとファクスで実施。回
答数は 52）

公立・私立別 学科別（公立）
公立 私立 普通科 総合学科 専門学科

1 自立　自主　主体性 64.6 心の教育　豊かな心 67.2 自立　自主　主体性 66.5 自立　自主　主体性 66.7 地域　郷土 57.5
2 心の教育　豊かな心 56.4 自立　自主　主体性 64.3 心の教育　豊かな心 56.0 心の教育　豊かな心 61.1 自立　自主　主体性 56.1
3 地域　郷土 51.8 人間性 64.0 健康　体力 50.3 地域　郷土 55.6 人間性 55.7
4 人間性 49.9 思いやり 55.6 地域　郷土 49.7 社会性　協調性 51.1 心の教育　豊かな心 55.7
5 健康　体力 48.3 社会性　協調性 54.0 人間性 49.4 健康　体力 45.6 基礎・基本 54.2
6 社会性　協調性 46.8 国際　国際社会　グローバル 53.7 学力向上　学力定着 49.4 基礎・基本 45.6 基本的生活習慣 51.4
7 学力向上　学力定着 46.6 自ら学ぶ力　自己学習力 52.7 社会性　協調性 46.6 学力向上　学力定着 45.6 社会性　協調性 46.2
8 基本的生活習慣 41.2 学力向上　学力定着 51.1 自ら学ぶ力　自己学習力 42.2 人間性 42.2 健康　体力 42.9
9 自ら学ぶ力　自己学習力 40.5 生きる力 50.8 基本的生活習慣 37.9 社会規範　きまり 41.1 創造性　創造力 41.0
10 創造性　創造力 37.7 基本的生活習慣 45.0 創造性　創造力 36.8 基本的生活習慣 41.1 社会規範　きまり 36.3

Q.貴校の「学校教育目標」は、どのような観点を踏まえて策定されていますか。
◎校訓、現代社会の変化に応じたもの、地域や保護者のニーズなどをちりばめた内容かと思
います。（長野県）

◎伝統も鑑みていますが、学校を取り巻く状況や生徒の現状を踏まえています。（愛知県）
◎学校・地域が創り上げてきた文化・校風や、地域・保護者のニーズが大きいと思います。（滋賀県）
◎校訓と校是に沿って、これまで築かれてきた学校文化を合わせて策定されているように思い
ます。（広島県）

Q.貴校の「学校教育目標」は、その意味・内容が全教職員に理解・共有され
ていると思われますか。
◎残念ながら、本校の学校教育目標は抽象的で分かりにくく共有されていません。具体的な
目標にブレークダウンしていく必要があると感じています。（北海道）

◎理解はされているようですが、共有という点になると、その具体的実践内容面で問題がある
と見ています。そこのところが（そしてそれが一番大事なことなのですが）、詰め切れていな
いため、抽象論で終わっているきらいがあります。（神奈川県）
◎年度初めに校長から説明があり、理解や共有を図りますが、仕事に追われる中で徐々に理
解が薄れていきます。共有を継続していくためには、定期的に確認していく必要があるよう
な気がします。（静岡県）
◎教員によって理解に温度差があります。（大阪府）
◎知らないうちに職員会議に出てくるというのが実情です。（和歌山県）
◎具体的なイメージが湧きにくい目標、例えば「質の高い文武両道を目指す」って何をしたら
いいの？という感じで、ビジョンの共有がされていません。もっと計画的に教職員に共有す
る働きかけが必要だと感じています。（広島県）

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

具
体
的
で
浸
透
し
や
す
い

学
校
教
育
目
標
の
設
定
が
重
要

（％）※複数回答
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山
梨
県
で
は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
公

立
高
校
の
入
試
が
全
県
一
学
区
制
と
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
も
県
東
南
部
の
中
核
校
と

し
て
有
為
な
人
材
を
送
り
出
し
て
き
た
山

梨
県
立
吉
田
高
校
に
は
、
地
域
の
各
中
学

校
の
上
位
層
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
こ

こ
数
年
も
進
学
実
績
を
順
調
に
伸
ば
し
て

き
た
。
そ
し
て
、17
年
度
入
試
に
お
い
て
、

東
京
大
学
の
合
格
者
を
、
県
内
最
多
と
な

る
現
役
９
人
を
出
す
に
至
っ
た
。

　

地
方
公
立
高
校
と
し
て
着
実
に
地
域
の

期
待
に
応
え
て
き
た
同
校
だ
が
、
か
つ
て

教
頭
と
し
て
同
校
に
勤
務
し
、
17
年
４
月

に
新
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
髙た

か

保ほ

裕ゆ
う

樹き

校

長
は
、
近
年
の
学
校
環
境
の
変
化
を
敏
感

に
感
じ
取
っ
て
い
た
。

　
「
多
く
の
生
徒
は
中
学
校
時
代
、
優
秀

で
あ
っ
た
た
め
、『
勉
強
は
で
き
て
当
た
り

前
』と
い
っ
た
感
覚
で
高
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。し
か
し
、新
た
な
集
団
の
中

で
順
位
が
つ
い
て
い
き
、下
の
層
の
生
徒

は
自
信
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。す
べ
て

の
生
徒
が
本
校
で
の
３
年
間
を
よ
り
よ
く

過
ご
す
た
め
に
は
、学
力
だ
け
で
な
く
、多

面
的
に
生
徒
の
成
長
を
認
め
る
教
育
目
標

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
髙
保
校
長
）

　

同
校
に
は
、「
百ひ

ゃ
く

折せ
つ

不ふ

撓と
う

」「
純
剛
」
と

い
う
設
立
以
来
の
校
訓
と
、「Y

oshida 
PRID

E

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
、
生
徒
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、「Y

oshida PRID
E

」
が
日
々
の

高
校
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
な
態
度
や
資

質
を
示
す
の
か
は
、
教
師
や
生
徒
個
々
の

解
釈
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
評
価

も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
「
本
校
で
は
『
百
折
不
撓
』『
純
剛
』
を

校
訓
に
、『
質
の
高
い
文
武
両
道
』
を
校

風
に
掲
げ
て
き
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ
ら

は
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
目

標
、
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
教
師
が
授
業
か

ら
学
級
経
営
、
部
活
動
や
学
校
行
事
に
至

る
ま
で
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
生
徒
を
育
て
る
の
か
を
常
に
意
識
で

き
る
教
育
目
標
を
打
ち
立
て
よ
う
と
考
え

た
の
で
す
」（
髙
保
校
長
）

　

髙
保
校
長
は
、
自
ら
の
思
い
を
古
屋
勇は

や

人と

教
頭
、小お

俣ま
た

義よ
し

一い
ち

教
頭
に
打
ち
明
け
た
。

　
「
私
た
ち
が
『
生
徒
に
は
こ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
』
と
考
え
て
き
た
こ
と
は
、
実

は
目
標
で
は
な
く
、
む
し
ろ
手
段
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
校
長
に
言
わ
れ
、
正
直

は
っ
と
し
ま
し
た
」（
小
俣
教
頭
）

　
「
校
長
と
話
す
中
で
、
変
化
の
激
し
い

時
代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
は
何

か
を
十
分
に
吟
味
し
て
、
そ
れ
を
教
育
目

標
と
し
て
掲
げ
る
必
要
性
に
気
づ
き
ま
し

教
育
活
動
全
般
で
育
む
資
質
・
能
力
を
明
示
し
、

生
徒
に
高
い
自
己
肯
定
感
を
醸
成
す
る

山
梨
県
屈
指
の
進
学
校
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
山
梨
県
立
吉
田
高
校
。
そ
の
実
績
に
慢
心
す
る
こ
と
な
く
自
校
の
課
題
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

自
己
肯
定
力
を
始
め
と
す
る
、
生
徒
が
３
年
間
で
身
に
つ
け
る
べ
き
力
を
学
校
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
る
と
と
も
に
、

授
業
か
ら
学
校
行
事
ま
で
す
べ
て
の
教
育
活
動
の
改
善
へ
と
乗
り
出
し
た
。

実
践
事
例
１

山
梨
県
立
吉
田
高
校

「
で
き
て
当
た
り
前
」に
潜
む

新
た
な
課
題
に
気
づ
く

10 June 2017
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山
梨
県
立
吉
田
高
校

◎
校
訓
は
「
百
折
不
撓
」「
純
剛
」。
新
入
生
を
対

象
に
し
た
校
歌
・
応
援
歌
指
導
、
富
士
登
山
強
歩

大
会
な
ど
の
伝
統
行
事
を
持
つ
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
中
に
「
富
士
山
学
」
を
設
定
し
、
探
究

学
習
を
行
う
。
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ラ
グ

ビ
ー
な
ど
部
活
動
も
盛
ん
。

◎
設
立　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
名

古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
０
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、上
智
大
、中
央
大
、明
治
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
６
９
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

h
ttp
://
w
w
w
.yo
sh
id
a
h
.k
a
i.

ed.jp/

た
」（
古
屋
教
頭
）　

　

髙
保
校
長
は
赴
任
後
す
ぐ
に
、
両
教
頭

と
教
育
目
標
の
検
討
を
開
始
。「Y

oshida 
PRID

E

」
を
「
何
事
に
も
自
ら
の
考
え
を

持
っ
て
主
体
的
に
臨
み
、
他
者
を
尊
重
す

る
し
な
や
か
な
心
」
と
、
そ
の
意
味
を
明

確
に
し
た
上
で
、
高
校
３
年
間
を
通
じ
て

育
て
た
い
力
を
、
教
育
目
標
「
吉
田
高
校

グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
吉

高
Ｇ
Ｐ
）」
と
し
て
明
文
化
し
た
（
図
１
）。

　

吉
高
Ｇ
Ｐ
で
示
さ
れ
て
い
る
８
つ
の
力

は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
発
達
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
激
動
の
時
代
を
生
き

抜
き
、
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
必
要
な

力
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
教
師
間
・
生
徒

間
で
解
釈
が
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

生
徒
の
「
行
動
ベ
ー
ス
」
と
し
て
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
表
現
・
記
述

と
し
た
。
ま
た
、「
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
」

と
す
る
こ
と
で
、
授
業
や
教
科
学
習
だ
け

で
は
な
く
、
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
、

す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
け
る
共
通
の
目

標
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

図1　山梨県立吉田高校の学校教育目標「吉高ＧＰ」

山
梨
県
立
吉
田
高
校

舟
久
保
豊
　
ふ
な
く
ぼ
・
ゆ
た
か

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10

年
目
。
１
学
年
主
任
。「
人
生
一
度
。

教
師
も
生
徒
も
も
っ
と
成
長
で
き
る
」

山
梨
県
立
吉
田
高
校

飯
室
毅
　
い
い
む
ろ
・
つ
よ
し

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。進
路
指
導
主
事
。「
信
念
を
持
っ

て
高
い
志
を
貫
く
姿
を
生
徒
に
示
す
」

山
梨
県
立
吉
田
高
校
教
頭

小
俣
義
一
　
お
ま
た
・
よ
し
い
ち

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
最
後
ま
で

諦
め
な
い
心
を
育
て
る
」

山
梨
県
立
吉
田
高
校
教
頭

古
屋
勇
人
　
ふ
る
や
・
は
や
と

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１

年
目
。「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」

山
梨
県
立
吉
田
高
校
校
長

髙
保
裕
樹
　
た
か
ほ
・
ゆ
う
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１

年
目
。「
生
徒
の
可
能
性
を
信
じ
、
全

力
で
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
す
る
」

•学力だけでなく、多面的に生徒の成長を認め、生徒の自己肯定感を高める
•教師間・生徒間で教育目標の解釈が異ならないようにする
•授業や教科学習だけでなく、部活動や学校行事も含めたすべての教育活
動において、目的、評価・振り返りの視点、改善の方向性を明確化する

•授業だけでなく、学年集会などでも生徒たちの主体性の高まりが見られた
•学校教育目標を踏まえた、高校生活全般を評価するルーブリックの案が教
師から主体的に出された

•数字に表れない生徒の変化や成長を評価するようになった

上記の目標を設定したねらい 上記の目標を設定したことによる効果

「Yoshida PRIDEを持って
未来を生き抜くことができる生徒を育成する」
• Yoshida PRIDE …… 何事にも自らの考えを持って主体的に臨み、他者を尊重する
しなやかな心　

• 未来を生き抜くには …… 過去に学び、現在を知り、未来を考える手法を学ぶこと
が必要です

吉田高校グラデュエーション・ポリシー（吉高GP）
この目的を達成するため、本校の３年間を通して次の８つの力を身につけることを目標
とします。

❶自己肯定力	 達成感を積み重ねることで、自信をつけます 　
❷傾聴力	 他者の意見を謙虚に聴く習慣を身につけます 　
❸分析力	 事実を客観的に分析する習慣を身につけます 　
❹思考力	 物事を鵜呑みにせず、「何故か」を考える習慣を身につけます 　
❺発信力	 自分の考えを、わかりやすく他者に伝える方法を身につけます 　
❻想像力	 未来（結果）を考え、想像する力を身につけます 　
❼創造力	 課題を解決する方法を創造する力を身につけます　
❽行動力	 自身の考えに基づき、行動する力を身につけます

教
育
の
目
的

教
育
の
目
標

教師・生徒、いずれにおいても、
これまでそれぞれの解釈で捉
えていた「Yoshida PRIDE」
の意味を明確化

抽象的であった教育目標を資
質・能力の形で具体化

次期学習指導要領でも示され
ることになる資質・能力の柱の

「判断力」や「表現力」などを、
さらに細分化

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

社
会
で
生
き
る
資
質
・
能
力
を

評
価
し
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
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「
吉
高
Ｇ
Ｐ
は
、
８
つ
の
力
で
表
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
私
が
特
に
こ
だ
わ
っ
た
の

は
、
自
己
肯
定
力
を
最
初
に
う
た
う
こ
と

で
す
。
今
の
生
徒
た
ち
に
こ
そ
、
成
績
だ

け
に
と
ら
わ
れ
な
い
広
い
視
野
で
、
自
分

の
、
そ
し
て
仲
間
の
持
つ
輝
き
に
気
づ
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」（
髙
保
校
長
）

　

教
育
目
標
の
中
に
「
進
学
校
」
と
い
う

文
言
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
の
も
、「
大

学
に
進
学
す
る
こ
と
」
だ
け
を
高
校
生
活

で
の
目
的
・
目
標
に
し
て
ほ
し
く
な
い
と

い
う
、
髙
保
校
長
の
教
育
観
に
基
づ
く
判

断
で
あ
る
。

　

進
路
指
導
主
事
の
飯
室
毅
先
生
は
、

「『
進
学
重
視
』
な
ど
と
掲
げ
て
、
高
校
生

活
の
過
ご
し
方
を
生
徒
に
押
し
つ
け
て
は

い
け
な
い
。
多
様
性
を
認
め
合
う
学
校
に

し
た
い
」
と
い
う
髙
保
校
長
の
言
葉
に
、

大
き
な
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
。

　
「
校
長
か
ら
は
『
進
路
指
導
部
と
し
て
、

社
会
の
変
化
と
多
様
な
進
路
希
望
に
対
応

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
』
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
校
長
が
、
大
学
進
学
を
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
す
ぐ

に
理
解
で
き
ま
し
た
。
難
関
国
立
大
学
に

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
も
、
就
職
を
希
望

す
る
生
徒
も
、
あ
る
い
は
今
後
出
て
く
る

で
あ
ろ
う
海
外
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
も
、
自
分
の
夢
を
堂
々
と
語
る
こ
と

が
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い
。
そ
し

て
、
す
べ
て
の
生
徒
の
希
望
を
か
な
え
る

た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
飯
室
先
生
）

　

吉
高
Ｇ
Ｐ
は
主
任
会
議
、
職
員
会
議
と

検
討
の
場
に
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
髙
保
校

長
は
職
員
会
議
で
、「
吉
高
Ｇ
Ｐ
が
策
定

さ
れ
た
暁
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
教
育
活

動
に
お
い
て
、
そ
れ
が
本
校
の
教
育
目
標

の
ど
の
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
活
動

な
の
か
、
生
徒
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
、教
師
全
員
に
訴
え
た
。

　
「
各
教
育
活
動
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
の
か
、
教

師
が
同
じ
言
葉
で
具
体
的
に
生
徒
に
語
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
育
効
果
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
で
し
ょ
う
し
、
今
回
は
何
が
達

成
で
き
て
、
何
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
の

か
が
明
確
に
な
り
、
次
回
以
降
の
改
善
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

各
学
年
の
生
徒
の
特
性
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
行
事
の
進
め
方
な
ど
を
工
夫
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら
、
学
校
の
取
り
組

み
が
機
械
的
な
前
年
踏
襲
に
陥
る
こ
と
も

な
い
で
し
ょ
う
」（
古
屋
教
頭
）

　

個
々
の
教
育
活
動
の
目
的
が
「
暗
黙
の

了
解
」
の
状
態
で
は
、
振
り
返
り
は
運
営

上
の
問
題
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
目
的

に
の
っ
と
っ
た
振
り
返
り
の
た
め
に
は
、

取
り
組
み
の
目
的
の
言
語
化
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
役
割

が
吉
高
Ｇ
Ｐ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

策
定
さ
れ
た
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
、
髙
保
校
長

は
生
徒
、
保
護
者
に
対
し
て
積
極
的
に
発

信
し
た
。
全
校
集
会
で
は
、
生
徒
に
「
今

後
は
、
行
事
に
臨
む
時
に
、
そ
の
行
事
を

通
し
て
自
分
は
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
ど
の
力
を
伸

ば
す
の
か
を
意
識
し
、
そ
れ
が
分
か
ら
な

い
時
は
先
生
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
語

り
か
け
た
。
さ
ら
に
、「
も
し
も
答
え
ら

れ
な
い
先
生
が
い
た
ら
、
私
に
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
続
け
、
生
徒
、
教
師

に
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　
「
保
護
者
総
会
で
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
説
明
を

受
け
た
保
護
者
か
ら
、『
学
校
で
は
、
人

間
力
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す

ね
』
と
言
わ
れ
た
の
は
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。
今
後
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
基
に
、『
こ

の
行
事
で
は
こ
の
力
の
育
成
を
重
視
し
て

い
ま
す
』
と
担
任
が
そ
の
都
度
お
伝
え
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
保
護
者
も
関
心
を

持
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
」（
小
俣
教
頭
）

　

吉
高
Ｇ
Ｐ
を
踏
ま
え
、
授
業
改
善
も
進

ん
で
い
る
。
ま
ず
、
髙
保
校
長
が
平
素
の

授
業
観
察
で
活
用
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
の
観
点
で
見
直
し
、
全
教

師
に
配
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
々
の
授

業
で
、
教
師
が
８
つ
の
力
の
育
成
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
早
速
、
傾
聴
力
、
分
析
力
の
大
切
さ

を
実
感
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
、
国

語
の
授
業
で
行
い
ま
し
た
。
類
似
の
活
動

を
今
ま
で
に
も
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、
８
つ
の
力
の

ど
の
力
を
育
成
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
意

理数科１年生の教室には、生徒に吉高Ｇ
Ｐの１つである「思考力」を常に意識させ
るため、担任の小林先生が「なぜ？」と
大書した紙が至る所に掲示されている。

学
校
の
諸
活
動
を
横
断
的
に

評
価
し
、
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
に
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識
し
た
上
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

視
点
の
導
入
が
進
む
ほ
ど
、
大
学
入
試
の

そ
の
先
で
も
生
き
る
力
と
し
て
、
８
つ
の

力
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
」（
飯
室
先
生
）

　

１
学
年
主
任
の
舟
久
保
豊
先
生
は
、
吉

高
Ｇ
Ｐ
の
８
つ
の
力
を
自
己
評
価
で
き
る

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
（
図
２
）。

　
「
第
１
回
定
期
考
査
を
終
え
た
後
に
、

学
校
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
の

観
点
で
自
己
評
価
し
て
も
ら
う
予
定
で

す
。定
期
的
に
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

生
徒
が
自
身
の
変
化
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
舟
久
保
先
生
）

　

こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
舟
久
保
先
生

が
自
発
的
に
作
成
し
た
。
学
年
団
の
長
と

し
て
、
授
業
、
行
事
で
の
生
徒
の
成
長
を

吉
高
Ｇ
Ｐ
の
観
点
で
つ
な
げ
よ
う
と
自
ら

挑
戦
し
て
い
る
こ
と
に
、「
先
生
方
が
主

体
性
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
、
髙
保
校
長
は
目
を
細
め
る
。

 　

吉
高
Ｇ
Ｐ
を
策
定
し
て
お
よ
そ
２
か

月
。
短
期
間
の
う
ち
に
生
徒
、
教
師
双
方

に
様
々
な
変
化
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、『
本
校
の
生
徒
で
あ
れ

ば
、高
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
当
た
り
前
』

と
い
う
気
持
ち
が
私
自
身
、
強
す
ぎ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
結
果
だ
け
に
注
目

さ
れ
て
は
、
生
徒
は
苦
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。８
つ
の
力
を
意
識
し
て
か
ら
は
、

結
果
は
出
て
い
な
く
て
も
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
、
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
よ
う
と
試
行
錯

誤
す
る
こ
と
も
評
価
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
」（
舟
久
保
先
生
）

　

元
々
、
行
事
が
盛
ん
で
、
上
級
生
が
下

級
生
を
導
き
な
が
ら
生
徒
が
主
体
的
に
活

動
す
る
文
化
を
持
つ
同
校
だ
が
、
全
校
生

徒
が
集
ま
っ
て
の
練
習
な
ど
で
は
、
生
徒

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
師
の
指
示
を
待
つ

こ
と
な
く
、自
ら
考
え
、動
く
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
学
年
集
会
で
も
、
目
的
を
自

覚
し
て
話
を
聞
こ
う
と
す
る
た
め
、
下
を

向
く
生
徒
が
少
な
く
な
っ
た
。
自
校
の
生

徒
を
見
慣
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、

「
今
年
の
生
徒
た
ち
は
見
事
だ
」
と
我
知

ら
ず
口
に
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
応
援
歌
指
導
や
富
士
登
山
強
歩
大
会

な
ど
、先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
行
事

に
お
い
て
も
、教
育
目
標
の
８
つ
の
力
が

育
ま
れ
る
こ
と
を
、教
師
は
生
徒
に
明
確

に
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
結

果
、
生
徒
も
担
任
も
、
順
位
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
セ
ス
に
表
れ
る
姿
勢
や
態
度
を
評
価

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
飯
室
先
生
）

　

髙
保
校
長
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
中

に
あ
る
「
数
字
で
は
表
せ
な
い
素
晴
ら
し

さ
」
を
、
教
師
が
確
実
に
評
価
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

　
「
例
え
ば
、
き
ち
ん
と
掃
除
を
す
る
こ

と
も
、８
つ
の
力
に
確
実
に
関
連
し
ま
す
。

校
長
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
生
徒
の
地
道

な
努
力
に
光
を
あ
て
、
積
極
的
に
表
彰
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の

た
め
に
は
、
先
生
方
に
生
徒
の
よ
い
と
こ

ろ
を
丁
寧
に
見
つ
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
教
師
集
団
全
体
で
生
徒
の

よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
一
人
ひ
と
り
に

高
い
自
己
肯
定
感
を
醸
成
し
た
い
と
思
い

ま
す
」（
髙
保
校
長
）

　

今
年
度
末
ま
で
に
は
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
を
評

価
す
る
テ
ス
ト
を
開
発
し
た
い
と
話
す
髙

保
校
長
。
す
べ
て
の
生
徒
に
光
を
あ
て
、

自
己
肯
定
感
を
育
む
学
校
づ
く
り
へ
の
決

意
は
、
各
教
師
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　
「
文
武
両
道
を
掲
げ
て
も
部
活
動
を
や

め
る
生
徒
は
い
ま
す
し
、
百
折
不
撓
を
う

た
っ
て
も
大
き
な
挫
折
を
経
験
す
る
生
徒

も
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
日
々
を
生
き
る
生

徒
に
と
っ
て
、
吉
高
Ｇ
Ｐ
は
常
に
学
び
の

指
針
と
な
る
は
ず
で
す
。
吉
高
Ｇ
Ｐ
、
す

な
わ
ち
教
育
目
標
は
、『
目
の
前
の
生
徒

を
ど
う
育
て
る
の
か
』
と
い
う
学
校
か
ら

教
師
へ
の
問
い
か
け
で
あ
り
、
そ
の
問
い

に
対
す
る
我
々
の
答
え
が
日
々
の
教
育
活

動
だ
と
思
い
ま
す
」（
舟
久
保
先
生
）

図2　　吉高ＧＰルーブリック

１学年主任の舟久保先生が作成した１年生５月の吉高ＧＰルー
ブリック。これは舟久保先生が作成した試作版であり、今後管
理職を中心に吟味した上で、実践に移る。

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

学
校
教
育
目
標
は「
ど
う
育
て
る

の
か
」
と
い
う
教
師
へ
の
問
い
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埼
玉
県
立
宮
代
高
校
で
は
、
西
浦
大
治

郎
校
長
が
赴
任
し
た
２
０
１
５
年
度
か

ら「
と
こ
と
ん
生
徒
の
面
倒
を
み
る
宮
高
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
（
図
１
）、
全
教

職
員
を
挙
げ
て
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

同
校
に
は
、
竹
内
榮
次
前
校
長
の
時
代

か
ら
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
『
よ
さ
』
を

伸
ば
し
、
次
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

た
め
の
学
力
と
規
範
意
識
を
身
に
付
け
た

人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
学
校
教
育
目
標

（
目
指
す
学
校
像
）が
あ
る
。西
浦
校
長
は
、

こ
の
目
標
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
理
念
を
現
場
の

教
師
や
地
域
・
保
護
者
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。

　
「
教
育
目
標
を
引
き
継
ぐ
の
は
、
教
育

の
継
続
性
と
い
う
点
で
大
切
で
す
。
た
だ

し
、そ
れ
を
生
き
た
目
標
と
し
て
周
知
し
、

具
体
的
な
教
育
活
動
に
落
と
し
込
ん
で
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
時
の
学
校
を
取
り
巻

く
状
況
に
応
じ
て
目
標
を
解
釈
し
直
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
し
た
」（
西
浦
校
長
）

　

西
浦
校
長
が
学
校
教
育
目
標
の
再
解
釈

の
必
要
性
を
感
じ
た
背
景
に
は
、
２
つ
の

深
刻
な
課
題
が
あ
っ
た
。
１
つ
は
、
退
学

者
の
多
さ
で
あ
る
。
同
校
で
は
、
１
年
間

に
40
人
以
上
が
何
ら
か
の
理
由
で
退
学
す

る
状
況
が
何
年
も
続
い
て
お
り
、「
一
人

ひ
と
り
の『
よ
さ
』」を
伸
ば
し
切
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。
も
う
１

つ
は
、
定
員
割
れ
の
恒
常
化
で
あ
る
。
10

年
度
か
ら
３
年
連
続
の
定
員
割
れ
に
よ
り

生
徒
の
質
が
低
下
し
、
生
徒
指
導
上
の
問

題
も
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
部
活
動

の
活
性
化
な
ど
、
竹
内
前
校
長
の
努
力
で

14
年
度
の
志
願
倍
率
は
１
倍
を
超
え
た
が
、

な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
教
師
は
目
の
前

の
生
徒
指
導
に
忙
殺
さ
れ
、「
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
『
よ
さ
』
を
伸
ば
し
…
…
」
と

い
う
教
育
目
標
を
顧
み
る
ゆ
と
り
が
な

か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
大
学
進
学
実
績

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
学
校
の
魅
力
を
高

め
る
と
い
う
の
が
、
学
校
の
方
針
と
な
っ

て
い
た
。「
大
学
合
格
者
数
１
０
０
人
超
」

を
目
標
に
掲
げ
て
学
力
向
上
に
努
め
た

が
、
目
標
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

教
師
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
教
務
主
任
の

七な
な

草く
さ

木ぎ

俊
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
当
時
、現
場
の
教
師
に
と
っ
て
は
、進

学
実
績
の
向
上
よ
り
も
、
赤
点
を
減
ら
し

た
い
、
退
学
を
食
い
止
め
た
い
と
い
う
思

い
の
方
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
指
導

方
針
と
現
場
の
思
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
か
っ
た
た
め
に
、
教
育
目
標
の
実
現
と

教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、学
校
内
外
へ
の

浸
透
を
図
る
こ
と
で
、目
指
す
学
校
像
を
実
現
す
る

退
学
者
の
多
さ
、
志
願
者
減
少
に
苦
し
ん
で
い
た
埼
玉
県
立
宮
代
高
校
は
、

学
校
改
革
に
先
立
っ
て
学
校
教
育
目
標
を
解
釈
し
直
し
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
明
示
。

教
師
の
目
線
合
わ
せ
を
促
す
と
と
も
に
、
目
指
す
学
校
の
姿
を
地
域
・
保
護
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
退
学
者
の
半
減
、
志
願
倍
率
の
向
上
を
実
現
し
た
。

実
践
事
例
２

埼
玉
県
立
宮み

や

代し
ろ

高
校

形
骸
化
し
た
学
校
教
育
目
標
を

「
生
き
た
目
標
」
に
変
え
る

14 June 2017

Q7-313-00 2017 年度　VIEW21高校版 6月号 14頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
06/02
南部

色
校
06/13
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P14-17_view21koukou-6g.indd   14 17/06/13   10:33



埼
玉
県
立
宮
代
高
校

◎
校
訓
は「
さ
と
く　

た
ゆ
ま
ず　

た
く
ま
し
く
」。

基
礎
学
力
の
向
上
、
教
育
相
談
体
制
の
確
立
、
教

員
研
修
の
充
実
を
３
本
柱
と
す
る
学
校
改
革
を
推

進
中
。
部
活
動
も
活
発
で
、
16
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
演
劇
部
な
ど
が
実

績
を
上
げ
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
８
2
（
昭
和
57
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

私
立
大
は
、
大
東
文
化
大
、
拓
殖
大
、
日
本
大
な

ど
に
延
べ
28
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

54
人
。
就
職
55
人
。

◎U
RL　

http://w
w
w
.m
iyashiro-h.spec.

ed.jp/

い
う
と
こ
ろ
ま
で
考
え
を
巡
ら
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
退
学
者
が
多
い
学
校
と
し
て
地
域
に
認

知
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
志
願
者
減

少
を
招
き
、
そ
れ
が
生
徒
の
質
を
低
下
さ

せ
て
い
く

─
。
そ
の
悪
循
環
を
断
ち
切

り
、
活
力
あ
る
学
校
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
西
浦
校

長
の
考
え
だ
っ
た
。

　「
教
育
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目

の
前
の
生
徒
に
向
き
合
い
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
て
、
と
こ
と
ん
面
倒
を
見
て

い
く
。
そ
れ
し
か
悪
循
環
を
断
ち
切
る
道

は
な
い
と
考
え
、
そ
の
思
い
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
込
め
ま
し
た
」（
西
浦
校
長
）

　
学
校
に
よ
っ
て
は
わ
ざ
わ
ざ
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
立
て
ず
、
課
題
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
矢
継
ぎ
早
に
打
っ
て
い
く
場
合
も
あ

る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
そ
れ
を
教
師

間
で
共
有
す
る
こ
と
の
意
味
を
、
西
浦
校

長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
教
育
に
は
哲
学
が
必
要
だ
と
、
私
は

考
え
て
い
ま
す
。
根
幹
と
な
る
哲
学
が
な

け
れ
ば
、
取
り
組
み
が
場
当
た
り
的
で
統

埼
玉
県
立
宮
代
高
校

岩
下
和
尋
　
い
わ
し
た
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４

年
目
。「
物
事
に
正
面
か
ら
向
き
合
え

る
芯
の
強
さ
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」

埼
玉
県
立
宮
代
高
校

七
草
木
俊
　
な
な
く
さ
ぎ
・
し
ゅ
ん

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。「
真
剣
勝
負
。
学
び
続
け
る
こ

と
で
才
能
は
開
花
す
る
」

埼
玉
県
立
宮
代
高
校

曽
我
理
　
そ
が
・
た
だ
し

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。「
当
た
り
前
の
こ
と
を
高
い
レ
ベ
ル

で
で
き
る
環
境
で
生
徒
は
成
長
す
る
」

埼
玉
県
立
宮
代
高
校
教
頭

本
城
千
晶
　
ほ
ん
じ
ょ
う
・
ち
あ
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。「
常
に
先
を
見
る
。
話
を
し
っ

か
り
聞
く
。
明
確
に
伝
え
る
」

埼
玉
県
立
宮
代
高
校
校
長

西
浦
大
治
郎
　
に
し
う
ら
・
だ
い
じ
ろ
う

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３

年
目
。「
洞
察
力
、
機
動
力
、
対
話
を

重
視
し
た
教
育
活
動
を
実
践
す
る
」

•より手厚い指導を通して、退学者の減少と志願者増加を図る
•課題の共有化を図り、教師間の目線合わせを進める
•課題と理念を具体的な教育実践に結びつける

•教師間の目線合わせが進み、学校全体の一体感が増した
•スローガンに基づいて具体的・実際的な指導が可能になった
•スローガンをよりどころとして、取り組みのブラッシュアップ
が進んだ
•学校の特色を中学生・保護者にアピールしやすくなった

上記のスローガンを設定したねらい 上記のスローガンを設定したことによる効果

ここに課題があること、そして、その
背景にある問題と原因を考え、それ
を全教職員で共有した上で、教育目
標を実現する理念として教育スローガ
ンを打ち立てた

問題と原因
•退学者の多さ
•恒常化する定員割れ
•生徒指導による教師の多忙化
•指導方針と現場の思いとのギャップ

図1　埼玉県立宮代高校の学校教育目標とそれを実現するための教育スローガン

生徒一人ひとりの「よさ」を伸ばし、
次代をたくましく生き抜くための
学力と規範意識を身に付けた
人間を育てる

とことん生徒の面倒をみる宮高

学
校
教
育
目
標

（
目
指
す
学
校
像
）

教
育

ス
ロ
ー
ガ
ン

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

根
本
理
念
を
共
有
す
る
こ
と
で

継
続
性
・
柔
軟
性
が
高
ま
る
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一
感
の
な
い
も
の
に
な
り
、
仮
に
成
功
し

て
も
普
遍
的
な
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
方
策
自
体
に
固
執
し
て
変
化
に
対

応
で
き
ず
、
形
骸
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
根
本
理
念
を
教
師
間
で
共
有
す
る
こ

と
で
継
続
性
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、
状

況
が
変
わ
っ
た
時
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
共
有
は
、
次
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
西
浦
校

長
が
着
任
し
て
す
ぐ
に
、
学
校
経
営
方
針

と
し
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
成
し
、
全
教

職
員
に
伝
え
た
。
そ
し
て
、
年
度
当
初
に

校
長
が
全
教
職
員
一
人
ひ
と
り
と
行
う
面

談
、
週
１
回
の
企
画
委
員
会
や
職
員
会
議

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
使
っ
て
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
っ
た
。
そ
の

際
、
単
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
繰
り
返
す
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
課
題
の
共

有
も
徹
底
し
た
。

　
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
自
体
は
あ
り
き
た
り
な

文
言
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
浸
透

さ
せ
、
血
肉
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
背
景

に
あ
る
課
題
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
実
に
即
し
た
課

題
な
の
で
、
先
生
方
に
も
違
和
感
な
く
受

け
止
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
」（
西

浦
校
長
）

　

実
際
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
現
実
味
を
持
っ

て
受
け
止
め
ら
れ
、
教
師
た
ち
が
ベ
ク
ト

ル
を
そ
ろ
え
て
改
革
に
踏
み
出
す
第
一
歩

と
な
っ
た
。
本
城
千
晶
教
頭
は
、「
学
校

の
課
題
と
セ
ッ
ト
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
で

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
味
が
よ
り
理
解
し
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
文
言
自
体
も
シ

ン
プ
ル
な
の
で
、
先
生
方
の
意
識
に
浸
透

し
や
す
く
、
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
落

と
し
込
み
や
、
そ
の
後
の
動
き
出
し
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
共
有
し
た
後
は
、
そ
れ

を
具
体
的
な
指
導
に
落
と
し
込
ん
で
い
く

プ
ロ
セ
ス
へ
と
移
行
し
た
。
理
念
を
実
践

に
移
し
て
い
く
過
程
で
推
進
役
と
な
っ
た

の
が
、
企
画
委
員
会
で
あ
る
。
管
理
職
と

各
分
掌
・
学
年
主
任
か
ら
成
る
会
議
体
で
、

埼
玉
県
で
は
常
置
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て

い
る
が
、
以
前
は
、
職
員
会
議
の
事
前
打

ち
合
わ
せ
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

西
浦
校
長
は
、
そ
れ
を
学
校
の
現
状
や
課

題
を
共
有
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
各

分
掌
・
学
年
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
て
、

理
念
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
策
定
す

る
場
へ
と
機
能
さ
せ
た
。

　

同
委
員
会
の
主
導
の
下
、
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
マ
ナ
ト
レ
（
＊
）」
を
使
っ
た
毎
朝
10
分

間
の
朝
学
習
、
定
期
考
査
前
の
指
名
補
習

（
教
科
担
当
教
師
が
、
不
得
意
科
目
が
あ

る
生
徒
を
指
名
し
て
行
う
補
習
）、
大
学

生
が
日
頃
の
授
業
や
朝
学
習
、
補
習
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

活
用
な
ど
の
取
り
組
み
が
次
々
と
導
入
さ

れ
た
（
図
２
）。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
定
期
実
施
、
特
別
支
援
教
育
の
専
門

家
と
の
連
携
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
面
か
ら
生

徒
を
支
え
る
体
制
も
整
え
ら
れ
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
が
立
ち
上
が
る
だ
け

で
な
く
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
る
こ
と
で
、

従
来
の
取
り
組
み
の
修
正
も
容
易
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
土
曜
日
に
実
施
す
る
自
学

自
習
の
勉
強
会
「
土
曜
勉
強
マ
ラ
ソ
ン
」

は
、「
と
こ
と
ん
面
倒
を
み
る
」
方
針
の

下
、
大
学
生
の
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用

し
、
よ
り
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

体
制
が
改
変
さ
れ
た
。

　

逆
に
、「
と
こ
と
ん
面
倒
を
み
る
」
と

い
う
観
点
か
ら
廃
止
し
た
取
り
組
み
も
あ

る
。
西
浦
校
長
の
赴
任
１
年
目
、「
中
間

考
査
段
階
で
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
そ

の
段
階
で
手
を
打
つ
」
こ
と
が
経
営
方
針

に
盛
り
込
ま
れ
、実
践
さ
れ
た
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
業
務
が
煩
雑
で
、
か
え
っ
て
生

徒
に
向
き
合
う
時
間
が
足
り
な
く
な
る
と

い
っ
た
声
が
続
出
し
た
た
め
、
翌
年
廃
止

さ
れ
た
。

　
「
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
や
教
師
の
実
情
に

図2　　スローガンに基づいて　　
新設・改善された取り組み一覧

❶朝学習
全学年で毎朝 SHR 前の 10 分間、「マナトレ」基礎
編（国語・数学・英語）に取り組む。

❷土曜勉強マラソン
１～３年生の希望者を対象として、定期考査直前の
土曜日に、午前４コマ・午後２コマの自学自習・特別
講座を実施。

❸指名補習
不得意科目がある生徒を対象に、定期考査前の放課
後、５教科の教科担当教師が該当者を指名して補習
を行う。

❹部活動勉強会
定期考査１週間前から、部活動の中で自学自習と学
び合いに取り組む。

❺学習サポーターの活用
事前登録した大学生 10 人が、「土曜勉強マラソン」
や「部活動勉強会」などのサポートを行う。

❻教育相談連絡会の設置
教頭・学年主任・保健主事・養護教諭から構成され
る組織で、各クラスや保健室からの情報を基に、ス
クールカウンセラーや巡回支援員と連携を図る。

理
念
を
共
有
す
る
こ
と
で
指
導
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
容
易
に

＊ベネッセの教材の 1 つ。学習力を身につける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。

16 June 2017
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合
わ
せ
て
適
正
か
つ
迅
速
に
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
が
で
き
ま
す
」（
西
浦
校
長
）

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
指
導
計
画
を
策
定
す
る

際
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
と
も
に
、
実

践
を
重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
理
念
が

浸
透
し
て
い
く
効
果
も
あ
る
。
３
学
年
主

任
の
曽
我
理た

だ
し

先
生
は
、「
当
初
は
、
手
厚

い
指
導
に
よ
り
退
学
者
が
減
り
、
志
願
者

増
加
に
つ
な
が
る
と
い
う
西
浦
校
長
の
言

葉
を
信
じ
て
、
が
む
し
ゃ
ら
に
取
り
組
む

だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、
朝
学
習
や
指
名

補
習
な
ど
で
徹
底
的
に
生
徒
と
向
き
合
う

う
ち
に
、
私
自
身
、
生
徒
と
の
距
離
が
近

く
な
り
、
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る

と
い
う
手
応
え
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
は
、
生
徒
の
反
応
や
成
長

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
、
私
自
身
の
達

成
感
や
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　

企
画
委
員
会
に
お
け
る
提
案
も
、
当
初

は
管
理
職
が
中
心
だ
っ
た
が
、
教
師
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
く
教
育
活
動
の
効
果
を

実
感
す
る
に
つ
れ
、
企
画
委
員
や
各
分
掌

か
ら
の
提
案
が
増
え
て
い
っ
た
。
七
草
木

先
生
は
、「『
と
こ
と
ん
面
倒
を
み
る
』
と

い
う
こ
と
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
特
性

に
応
じ
て
き
め
細
か
く
指
導
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
だ
っ
た
ら
『
そ

こ
ま
で
や
る
の
か
』
と
言
わ
れ
そ
う
な
取

り
組
み
も
提
案
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
師
間
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
共
有
さ

れ
て
い
る
の
で
、
生
徒
に
対
し
て
『
積
極

的
に
取
り
組
む
者
に
は
と
こ
と
ん
指
導
す

る
準
備
が
、
ど
の
先
生
も
で
き
て
い
る
』

と
、
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
理
念
の
共
有
は
生
徒
と
の
信
頼

関
係
を
構
成
す
る
上
で
も
重
要
で
す
」
と

語
る
。

　

校
内
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
共
有
さ
れ
た
こ

と
で
、
外
部
に
向
け
て
胸
を
張
っ
て
学
校

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も

大
き
な
変
化
だ
。
前
中
高
連
携
委
員
長
の

岩
下
和か

ず

尋ひ
ろ

先
生
は
、「
以
前
か
ら
も
、
と

こ
と
ん
面
倒
を
見
る
教
師
は
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
そ
れ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
学

校
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
自

分
は
』
で
は
な
く
、『
本
校
は
』
と
こ
と

ん
面
倒
を
見
る
と
、
自
信
を
持
っ
て
発
信

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
ス

タ
ン
ス
が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
、
中
学
生

や
保
護
者
、
中
学
校
に
期
待
感
や
信
頼
感

を
持
っ
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
け
て
い
る

の
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
手
応
え
を
語
る
。

　

学
校
の
方
針
や
活
動
内
容
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
認

識
が
教
師
の
中
で
さ
ら
に
深
ま
り
、
よ
り

生
き
た
理
念
と
し
て
浸
透
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

改
革
に
着
手
し
て
２
年
、
学
校
の
雰
囲

気
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
14
年
度
に
43
人

だ
っ
た
退
学
者
は
、
15
年
度
は
25
人
、
16

年
度
は
21
人
と
半
減
し
た
。志
願
倍
率
も
、

定
員
割
れ
寸
前
だ
っ
た
15
年
度
か
ら
持
ち

直
し
、
16
年
度
は
1
・
05
倍
、
17
年
度

は
1
・
08
倍
に
ま
で
改
善
し
た
。
多
く

の
教
師
が
、「
１
年
ご
と
に
違
う
学
校
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
感
想
を
漏
ら
し

て
い
る
。
部
活
動
も
、
か
つ
て
は
放
課
後

16
時
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
校
庭
に
生
徒
が
い

な
い
状
態
が
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今

は
２
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
多
く
の
部
が

活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　

保
護
者
の
学
校
へ
の
関
心
も
高
く
、
か

つ
て
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
体
育
祭
や
文
化
祭

も
、
今
で
は
１
０
０
人
以
上
の
保
護
者
が

来
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
信
頼

も
回
復
し
、
同
校
の
生
徒
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
行
事
へ
の
参
加

の
依
頼
も
増
え
、
多
く
の
生
徒
が
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。「
先
生
方
が
生
徒
一

人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と
で
生
徒
の
自

己
肯
定
感
が
高
ま
り
、
積
極
性
が
増
し
て

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」
と
、
本
城
教
頭

は
語
る
。

　

課
題
は
、退
学
者
の
さ
ら
な
る
減
少
だ
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
な
ど
を
強
化
し
、

よ
り
手
厚
い
指
導
を
続
け
て
い
く
。
そ
し

て
、
１
年
ほ
ど
の
検
証
期
間
を
は
さ
ん
だ

後
、改
革
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
さ
せ
る
。

　

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
進
路
」
だ
。
同

校
は
、
大
学
・
短
大
進
学
者
、
専
門
学
校

進
学
者
と
、就
職
者
が
ほ
ぼ
同
比
率
だ
が
、

進
路
に
対
す
る
意
識
は
ま
だ
高
く
な
く
、

16
年
度
の
３
学
年
は
30
人
が
進
路
未
定
の

ま
ま
卒
業
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
将
来
の
進

路
に
目
を
向
け
な
い
生
徒
も
い
た
が
、
生

徒
の
質
が
変
わ
っ
て
き
た
今
は
、「
将
来
」

を
見
据
え
た
様
々
な
取
り
組
み
を
仕
か
け

て
い
き
た
い
と
、
西
浦
校
長
は
語
る
。

　
「
本
校
に
入
学
し
て
き
て
ほ
し
い
の
は
、

目
的
意
識
を
持
っ
た
生
徒
で
す
。
部
活
動

が
盛
ん
、
就
職
に
強
い
な
ど
、
何
で
も
よ

い
の
で
、
魅
力
を
感
じ
、
自
分
の
目
的
を

か
な
え
る
た
め
に
、
本
校
を
選
ん
で
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
進
学
に
せ
よ
、
就

職
に
せ
よ
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
で
お
の
ず
と
退
学
者
が
減

り
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路
が
開
け
て
く
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
西
浦
校
長
）

特集

「学校教育デザイン」を描く❶　

これからの学校教育目標のあり方

実
践
を
重
ね
る
こ
と
で

理
念
は
さ
ら
に
浸
透
す
る

次
の
改
革
は
「
進
路
」
を

軸
と
し
た
取
り
組
み
へ
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
を
中
心
に
、
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ
を
通
し

て
育
て
た
い
生
徒
像
と
各
教
育
活
動
の
関

係
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
話
し
合
っ

て
き
た
龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校
・
高

校
（
図
）。
17
年
度
に
な
る
と
、
同
委
員
会

の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
、
同
校
の
全
教
師
が

出
席
す
る
校
内
会
議
で
、
探
究
学
習
・
Ａ

Ｌ
化
す
る
教
育
活
動
と
そ
の
内
容
を
発
表

し
た
（
写
真
）。
校
内
に
探
究
学
習
・
Ａ
Ｌ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
成
果
を
周
知
・

共
有
す
る
こ
と
で
、
全
教
科
・
科
目
で
、「
習

得
・
活
用
・
探
究
」
と
い
っ
た
学
び
の
過

程
全
体
を
通
し
て
実
現
す
る
探
究
学
習
・

Ａ
Ｌ
の
観
点
で
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
、
ま
た
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
と
し
た
問
題
解
決
型
の
探
究
学
習

と
教
科
学
習
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い

く
こ
と
を
求
め
た
。
こ
う
し
て
、探
究
学
習
・

Ａ
Ｌ
は
学
校
の
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
改

善
し
て
い
く
軸
と
し
て
、
全
校
体
制
で
取

り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

校
内
会
議
の
後
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
、

こ
の
半
年
間
の
活
動
を
改
め
て
振
り
返
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
や
課

題
が
語
ら
れ
た
。

　
「
一
番
の
成
果
は
、
他
教
科
の
先
生
の
指

導
の
内
容
、
担
当
外
の
教
育
活
動
の
ね
ら

い
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

個
々
の
教
育
活
動
を
点
で
終
わ
ら
せ
ず
に

線
で
つ
な
げ
て
、
生
徒
が
学
び
の
意
味
や

自
分
の
生
き
方
を
様
々
な
角
度
か
ら
、
し

か
も
他
者
と
の
対
話
の
中
で
深
め
、
広
げ

ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
模
索
し
続
け
た
い
」

　
「
議
論
の
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
参
加
者

が
熟
考
し
、
意
見
を
出
し
や
す
く
な
る
か

な
ど
、
学
び
を
深
め
る
会
議
の
つ
く
り
方

を
学
べ
た
こ
と
は
予
想
外
の
収
穫
だ
っ
た
。

ほ
か
の
先
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
成
長

で
き
た
。
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
成
長

す
る
感
動
を
ぜ
ひ
生
徒
に
も
伝
え
た
い
」

　
「
学
校
力
向
上
に
は
、
年
間
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
学
年
、
分
掌
、
教
科
が
各
々

で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
。
教
師
間
の
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
教
師
の
力

量
が
相
乗
的
に
発
揮
さ
れ
る
強
い
組
織
を

つ
く
る
時
期
に
本
校
は
来
て
い
る
」

　

同
校
の
教
師
た
ち
は
、「
探
究
学
習
」
と

い
う
新
し
い
学
び
を
つ
く
る
過
程
の
中
で
、

教
師
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
、

ま
さ
に
主
体
的
・
対
話
的
に
深
く
考
え
、

自
ら
の
内
面
に
つ
く
り
上
げ
た
の
だ
。

５
月
●
全
体
共
有

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、

全
教
師
に
開
発
の
成
果
を
共
有

写真　探究学習・ＡＬでどのような生徒を育てるのか、学校
の教育活動はどのように改善されるのかを、コアメンバーが
発表した。

追跡リポー
ト

探
究
学
習・Ａ
Ｌ
を
検
討
す
る
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
と
い
う
問
い
を
立
て
る

探
究
学
習
及
び
ア
ク
テ
ィ
ブ 

・ 

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、 

Ａ
Ｌ
）
の
開
発
と
、 

教
育
活
動
全
般
の
改
善
に
取
り
組
む

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校 

・ 

高
校
。
開
発
の
成
果
を
校
内
に
周
知
し
、
い
よ
い
よ
実
践
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

「探究学習
」　　

　　開発
・推進

最終報告

探究学習・ＡＬ開発のフロー図

研究協議日 内容

2016.10.21 第１回検討会「学習の意義・目的の明確化」　場所：同校・第二会議室

2016.11.16 第２回検討会「学習のコンセプトの作成」　 　場所：同校・第二会議室

2016.12.14 第３回検討会「学習のコンセプトの具体化」　 場所：同校・第一会議室

2017.01.25 第４回検討会「各教育活動におけるカリキュラム案の作成・検討」
場所：同校・第一会議室

2017.02.24 第５回検討会「探究学習・ALのカリキュラム決定とその実施のた
めのto doの整理」　　　　　　　　　　　場所：同校・第一会議室

2017.05.01 全体共有「ベネッセコーポレーションとの協働開発の最終報告」
─「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）の実践に向
けて─　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：同校・第一会議室
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「
何
を
学
ぶ
か
」
に
加
え
て
、「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」
を
重
視
し
た
学
び
の
実
現
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
実
践
、
さ
ら

に
、
教
科
や
学
年
を
超
え
た
教
育
活
動
を

支
え
る
組
織
運
営
の
改
善
を
ね
ら
い
と
す

る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

が
問
わ
れ
る
中
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
の
「
探
究
学
習
」（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
協
働
開
発
は
、
本
校
が

取
り
組
ん
で
き
た
高
大
接
続
教
育
等
を
検

証
・
整
序
す
る
機
会
と
な
っ
た
。「
建
学
の

精
神
を
土
台
に
し
た
探
究
学
習
を
目
指
す
」

と
い
う
方
針
の
下
、
そ
の
開
発
・
推
進
に

向
け
て
「
体
系
的
な
組
織
運
営
で
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
、
下
図
の
よ

う
な
概
念
構
成
を
意
識
し
た
。
そ
の
上
で
、

学
年
、
教
科
、
分
掌
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
実
践
を
方
向
づ
け
る
意
味
で

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
」

を
組
織
し
た
。

　
“
チ
ー
ム
平
安
”
に
よ
る
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
通
じ
て
、
私
学
と
し

て
の
レ
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
と
な
る
「
建
学

の
精
神
を
具
現
化
す
る
人
間
教
育
を
実
践

し
、
時
代
に
即
応
す
る
教
育
展
開
の
下
、

確
か
な
授
業
力
に
基
づ
く
伸
び
の
実
感
が

感
じ
ら
れ
、
毎
年
、
成
果
が
可
視
化
で
き

る
の
と
同
時
に
、
社
会
に
通
用
す
る
人
間

づ
く
り
に
邁
進
す
る
」
こ
と
を
再
確
認
し

つ
つ
、「
〇
〇
大
学
に
何
人
入
っ
た
か
で
は

な
く
、
時
代
に
即
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
た
上
で
、
学
校

全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
夢
に
向
け
て
努
力
し
、
社
会
に
役
立

つ
ス
キ
ル
と
人
間
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
、

進
路
実
現
す
る
」
こ
と
を
目
的
化
し
、
分

掌
、
学
年
、
教
科
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
定
着
さ
せ
た
。
授
業
内
外
に
お

け
る
学
び
の
創
造
を
通
し
た
他
者
と
の
協

働
、
指
示
待
ち
か
ら
コ
ー
チ
ン
グ
や
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
自
発
的
な
取

り
組
み
等
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
研
究
協
議
を
重
ね
、
従
前

の
取
り
組
み
を
「
知
識
習
得
＋
活
用
型
探

究
」
と
「
問
題
解
決
型
探
究
」
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
化
し
た
。
前
者
は
、
既
習
事
項
の
暗

記
・
理
解
・
リ
ピ
ー
ト
を
軸
と
し
た
リ
テ

リ
ン
グ
（
再
話
）、ミ
ニ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
ミ
ニ
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
企
画
・
提
案
、

即
興
で
話
す
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
後
者
は
、
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
書
籍
を
読
み
、

背
景
知
識
を
蓄
え
、
課
題
を
抽
出
、
解
決

に
向
け
て
の
意
見
を
書
き
、
議
論
を
重
ね

て
納
得
解
に
向
け
て
発
表
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
、
個
別
教
科
の
知
識

理
解
を
問
う
客
観
テ
ス
ト
に
よ
る
「
ド
メ

イ
ン
準
拠
評
価
」
並
び
に
、
課
題
発
見
・

解
決
型
で
納
得
解
・
最
適
解
を
求
め
る
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
準
拠
評
価
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
）
の
融
合
が
不
可
欠
だ
が
、
前
者

に
傾
き
や
す
い
５
教
科
に
つ
い
て
は
本
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
５
教
科
Ｃ
Ａ
Ｎ

−

Ｄ
Ｏ

リ
ス
ト
」（
生
徒
が
年
２
回
、
各
自
を
振
り

返
る
学
校
評
価
の
一
種
）
を
さ
ら
に
精
査

し
て
い
く
こ
と
で
改
善
を
促
し
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
た

探
究
学
習
に
向
け
て
、
今
後
、
さ
ら
に
留

意
す
べ
き
事
項
を
挙
げ
て
お
く
。

•
生
徒
に
問
題
解
決
型
探
究
の
意
義
を
十

分
伝
え
た
上
で
、
日
頃
の
教
科
学
習
に
お

け
る
基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
図
る
。

•

問
題
解
決
型
探
究
と
講
義
式
授
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
、
授
業
進
度
に
配
慮
す
る
。

•

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
を
モ
ニ
タ
ー
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
評
価
に
つ
な
が
る
客

観
的
事
実
は
メ
モ
し
て
お
く
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
あ
る
。

•

生
徒
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
な
じ
め
る

よ
う
に
人
間
関
係
に
配
慮
す
る
。
役
割
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
全
員
参
加
を
促
す
。

•

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
に
よ
る
評
価
等
、
多
元
的
評
価
指
標
へ

の
理
解
の
共
有
を
促
進
。
英
語
は
Ｃ
Ａ
Ｎ

−Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
の
整
合
も
不
可
欠
。

•

教
師
の
評
価
に
加
え
て
、
生
徒
の
自
己

評
価
や
相
互
評
価
を
取
り
入
れ
る
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
「
答
申
」

で
は
、
学
校
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教

科
横
断
的
な
視
点
と
内
容
、
質
の
向
上
、

さ
ら
に
は
必
要
な
人
的
・
物
的
資
源
等
と

し
て
外
部
の
資
源
も
含
め
た
活
用
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
前
例
踏
襲
主
義
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、

現
状
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。　
　
　

　

科
学
技
術
の
革
新
と
と
も
に
、
労
働
市

場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
高
度
人
材
へ

の
需
要
増
加
、
内
外
の
産
業
構
造
も
多
様

化
し
て
い
る
。
生
徒
個
々
の
潜
在
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
複
雑
化
す
る
地
球

レ
ベ
ル
の
問
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

納
得
解
を
導
け
る
背
景
知
識
、
論
理
的
思

考
力
、
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
育
め
る

メ
ソ
ッ
ド
開
発
へ
の
ネ
ク
ス
ト
・
ス
テ
ー

ジ
は
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

（
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
）を
通
じ
た

探
究
学
習
の
実
践
に
向
け
て

─
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
協
働
開
発
を
終
え
て

 PDCA サイクルの確立→思考力・判断力・表現力→人格陶冶 → 進路保証 

 学習指導要領の改訂／教科横断的アプローチ／大学入試の素材研究 

ソフト構造：チーム学校
学校文化 / 風土 / 同僚性

cf. 「高等学校基礎学力テスト」（仮称）「大学入学希望者学力評価テスト」（仮称）

入試広報戦略 → 生徒募集 

input ＜ learning outcomes

（2016 年９月３日　国際教育学会、京都大学、神戸大学、同志社大学共催公開シンポジウム「教
育を科学する」拙稿より）

　　　　［学習者自律］

アクティブ・ラーニング

• 教材研究
• 教科教育法 cf. 英語教育
• 研究授業
• 授業参観
• 研究論集
•グローバル教育
• ICT教育
•キャリア教育

• 経営目標
• 教育目標
• 教員採用 /
　養成 / 研修
• 学年 /
　学級運営
• 高大連携

teaching ＜ learning

［多元的・総合的評価］

学習履歴、
パフォーマンス評価

ルーブリック、
ポートフォリオ評価等

校
長
補
佐
　

平
井
正
朗

ひ
ら
い
・
ま
さ
あ
き

総
括
（
寄
稿
）

生徒指導

授業開発

ハード構造 ハード構造

進路指導

組織開発
教員 ⇔ 生徒

教育内容
教育課程

学習評価
学校評価

学習方法
指導方法
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生
徒
に
向
け
て
絶
え
ず
「
問
い
」
を
投
げ
か
け
、
生

徒
の
自
由
な
発
言
を
つ
な
い
で
教
室
全
体
で
思
考
を
深

め
て
い
く
の
が
、
前
田
先
生
の
指
導
ス
タ
イ
ル
だ
。
積

極
的
な
発
言
を
促
す
た
め
、
生
徒
が
向
か
い
合
う
コ
の

字
型
に
机
を
配
置
し
た
教
室
で
、
前
田
先
生
は
真
ん
中

の
ス
ペ
ー
ス
に
入
り
、
生
徒
の
発
言
を
拾
い
な
が
ら
思

金沢大学人間社会学域学校教
育学類附属高校
◎科学者の育成を目的とした特別科学学級を
母体として設立。「自主自立」「独立自治」の
精神を重んじる。2014 年度より文部科学省
「スーパーグローバルハイスクール（SGH）」の
指定を受ける。
◎設立　1947（昭和22）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　1学年約120人
◎２０１７年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、東京大、東京外国語大、金沢大、
京都大などに 51人が合格。私立大は、慶應
義塾大、早稲田大などに延べ74人が合格。
◎URL
http://partner.ed.kanazawa-u.ac.jp/
kfshs/

石川県・国立
金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校
前田健志　まえだ・たけし　

教職歴 11年。
同校に赴任して８年目。地理歴史・公民科主任。
アクティブ・ラーニングの実践は 12 年目になる。

10:45 授業開始 授業
ハイライト

金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校

生
徒
に
絶
え
ず
問
い
か
け
て

発
言
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
議
論
を
活
性
化
し
、

教
室
全
体
で
思
考
を
深
め
て
い
く

議論しやすいように、机をコの字型に並べた教室で、まず、
生徒の１人が前日に気になったニュースを、「今日の時事一
言」として発表。毎回ランダムに指名されるため、全員が
準備している。続いて、前時の終了後に生徒が記述した「リ
アクションペーパー」から、ベストクエスチョンとして１人
の疑問を紹介し、皆で考えた。

●
３
年
生
「
公
民
（
政
治
・
経
済
）」
の
授
業
。
こ
の
日
は
、「
日

本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
た
。
自
由

権
や
社
会
権
の
意
義
を
考
え
る
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
、

「
公
正
と
は
何
か
」「
幸
福
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
考
察
を
深

め
た
。（
Ｐ
．23
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

公民

実践

問
い
か
け
を
繰
り
返
し
て

教
室
全
体
で
思
考
を
深
め
て
い
く

前
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

20 June 2017
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考
や
対
話
を
促
し
て
い
く
。
黒
板
へ
の
板
書
は
、
生
徒

の
意
見
を
く
み
取
る
場
合
な
ど
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
、
あ
ら
か
じ
め
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
用

意
し
た
も
の
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
。

　

特
別
な
目
的
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
で
の
活
動
を
行
わ
ず
、
原
則
と
し
て
全
員
で
議
論
す

る
の
も
特
徴
の
１
つ
だ
。
そ
の
ね
ら
い
を
前
田
先
生
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
生
徒
の
思
考
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
で
き
れ
ば
、
全
体

で
議
論
す
る
方
が
よ
り
多
様
な
考
え
に
触
れ
ら
れ
ま
す

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
教
師
が
生
徒
の
よ
い
意
見

を
拾
い
切
れ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
役
割
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』
な
ど
、
ほ
か
の
授
業
で
行
う
な

ど
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

前
田
先
生
は
、
赴
任
当
初
か
ら
上
書
き
を
重
ね
て
い

る
授
業
の
台
本
を
基
に
問
い
の
内
容
を
精
選
し
、
授
業

に
臨
む
。
指
導
案
も
問
い
を
柱
に
構
成
し
て
い
る
。

　
「
問
い
が
な
け
れ
ば
、
学
び
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

私
自
身
が
疑
問
や
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と
を
基
に
、
生

徒
の
思
考
を
想
定
し
て
問
い
を
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
授
業
の
幹
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
よ
う

に
生
ま
れ
る
生
徒
自
身
の
問
い
で
枝
葉
が
形
作
ら
れ
ま

す
」

　

も
っ
と
も
、
事
前
に
設
定
し
た
問
い
は
、
す
べ
て
用

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
の
発
言
を
つ

な
い
で
構
成
し
て
い
く
た
め
、
ク
ラ
ス
に
よ
り
議
論
の

内
容
も
異
な
る
。

　

問
い
は
、
前
田
先
生
が
一
方
的
に
出
す
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
生
徒
の
内
面
か
ら
湧
き
出
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
指
導
の
肝
だ
。
そ
の
た
め
、
授
業
展
開
は
、

具
体
的
事
例
を
通
し
て
「
公
正
と
は
何
か
」「
幸
福
と

は
何
か
」
の
考
察
を
深
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
知
的
財
産
権
の
議
論
で
、「
新
薬
開
発
に

は
巨
額
の
費
用
が
か
か
る
が
、
特
許
権
は
守
ら
れ
る
べ

き
か
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、
生
徒
の
多
く
は
「
守
ら

れ
る
べ
き
」
と
答
え
た
。
続
い
て
、「
先
進
国
と
発
展

途
上
国
は
新
薬
の
開
発
力
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
そ
れ

で
も
守
ら
れ
る
べ
き
か
」
と
い
う
ケ
ー
ス
を
提
示
。
そ

れ
に
対
し
て
あ
る
生
徒
は
「
ル
ー
ル
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
答
え
た
た
め
、
前
田
先
生
が
「『
貧
し
い
の
は
仕
方
な

い
』
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
。
納
得
で
き
る
？
」
と

返
す
。
別
の
生
徒
た
ち
か
ら
、「
特
許
の
期
間
を
決
め
た

ら
ど
う
な
る
？
」「
発
展
途
上
国
は
割
引
価
格
に
し
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
声
が
上
が
っ
た
。
前
田
先

生
は
、「
そ
う
い
う
案
も
あ
る
ね
。
公
平
で
は
な
い
場
面

で
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
よ
い
か
を
よ
く
考
え
て
」
と
、

思
考
を
一
般
化
さ
せ
る
発
問
を
行
っ
た
。

　

生
徒
が
深
く
考
え
る
た
め
に
は
、
問
い
を
持
た
せ
る

だ
け
で
は
な
く
、
思
考
の
土
台
と
な
る
知
識
が
欠
か
せ

11:00 10:50社会権の学習 知的財産権の学習

「経済の自由を手に入れた人々が次に求めたものは？」という
問いかけから、社会権の学習に移った。当時としては先進的
な社会権が日本国憲法には盛り込まれていることを、日本国
憲法の条文を通して学んでいく。ノートは、スクリーンの丸写
しではなく、要点や理解したことを自分なりに整理してまとめ
るように指示されている。

「君たちが持っている財産とは？」と、生徒に身近なことを思
考の出発点として知的財産権の学習をスタート。先進国と発
展途上国の立場の違いを示す中で、先生が問いを投げかける
だけでなく、生徒からも問いを引き出しながら、知的財産権
を軸とした南北問題についても議論を深めた。

教
科
と
し
て
の
知
識
も

議
論
を
通
し
て
身
に
つ
け
る

問
い
を
与
え
る
の
で
は
な
く

生
徒
の
内
面
か
ら
湧
き
出
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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な
い
。
前
田
先
生
は
知
識
も
一
方
的
に
教
え
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
自
身
が
考
え
て
獲
得
す
る
よ
う
に
促
す
。

　

例
え
ば
、「
社
会
権
」
に
は
、
生
存
権
や
教
育
を
受

け
る
権
利
、
労
働
基
本
権
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
た
め
に
、
前
田
先
生
は
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
送
れ
て
い
る
人
は
？
」
と
問
い
か
け
た
。

あ
る
生
徒
が
「
文
化
的
な
生
活
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
つ

ぶ
や
く
と
、
別
の
生
徒
が
「
本
を
読
め
る
こ
と
」「
ス
マ

ホ
を
使
え
る
こ
と
」
な
ど
と
発
言
。
前
田
先
生
が
「
そ

れ
を
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
？
」
と
問
い
か
け
る
と
、

「
お
金
」「
知
識
」「
教
育
を
受
け
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
発
言
を
取
り
上
げ
、「
そ

の
た
め
に
社
会
権
と
し
て
、
労
働
基
本
権
や
教
育
を
受

け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
」
と
述
べ
た
。

　
「
私
が
教
え
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
考
え
た

概
念
に
言
葉
を
あ
て
は
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
単

に
暗
記
し
た
こ
と
と
比
べ
て
し
っ
か
り
と
定
着
し
ま
す
」

　

生
徒
は
、
思
考
を
深
め
る
の
と
同
時
に
教
科
と
し
て

学
ぶ
べ
き
知
識
も
身
に
つ
け
て
い
く
の
だ
。

　

前
田
先
生
は
議
論
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
入
学

時
か
ら「
間
違
っ
て
も
い
い
か
ら
、何
で
も
発
言
し
よ
う
」

と
繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

何
よ
り
大
事
な
の
は
、
生
徒
の
発
言
に
耳
を
傾
け
、
教

師
が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
だ
。

　
「
ど
ん
な
意
見
で
も
発
し
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り
が

た
い
と
考
え
、最
大
限
に
受
け
止
め
て
、『
し
っ
か
り
聞

い
て
い
る
』と
い
う
態
度
を
示
し
ま
す
。す
る
と
生
徒
は
、

『
ま
た
発
言
し
よ
う
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

　

ま
た
、
出
席
番
号
な
ど
で
ラ
ン
ダ
ム
に
指
名
す
る
よ

う
に
見
せ
か
け
て
、
意
図
的
に
普
段
あ
ま
り
話
さ
な
い

生
徒
を
あ
て
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
の
生
徒
に
も
発
言
の

機
会
を
与
え
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
手
助
け
を
す

る
と
、
多
く
の
生
徒
が
自
ら
話
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
工
夫
に
よ
り
、
積
極
的
に
発
言
す
る
生
徒

は
増
え
て
い
く
が
、
あ
ま
り
発
言
し
な
い
生
徒
も
や
は

り
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
生
徒
の
思
考
が
活
性
化
し
て

い
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
生
徒
が
授
業
の
最
後

に
記
入
す
る
「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
」
を
活
用
し

て
い
る
。
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
問
い
の
一
覧
を
示

前田先生が７年前から使用している授業の台本。生徒
のリアクションを踏まえて問いを再検討したり、時事ト
ピックを追加したり、常時見直している。

1 1:25

貧困ビジネスが横行する現状などを整理し、「これから自分に
できることを考えて実践してほしい」と先生。最後に、授業の
ポイントとなる問いの一覧を示す。生徒はそれらの問いへの考
えなどをリアクションペーパーに記入し、先生に提出する。

1 1:15

社会権の１つ、生存権が焦点となった「朝日訴訟」「堀木訴訟」
を提示。「人間として最低限度の生活とは？」「クーラーはぜ
いたく品か？」などと次々に問いが示され、「公正とは何か」「幸
福とは何か」の考察を深めた。

社会保障の課題について学習 生存権の学習

議論が深まるにつれ、現実社会の問題は、必ずしも皆が
納得するような基準を設定できないことが分かりました。

生徒の
声

ペーパーが小さく、それに合わせて書くうちに、考えや
疑問を簡潔にまとめられるようになりました。

生徒の
声

教
師
が
生
徒
の
発
言
を
受
け
止
め
て

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
大
切
さ

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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し
、
生
徒
は
そ
れ
ら
の
問
い
へ
の
考
え
や
質
問
、
感
想

を
記
入
し
て
提
出
。
前
田
先
生
は
す
べ
て
を
確
認
後
、

添
削
し
て
返
却
す
る
。

　
「
添
削
を
通
し
て
、
私
が
本
気
で
読
ん
で
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
と
、
生
徒
も
一
生
懸
命
書
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
、
授
業
研
究
の
格
好
の
材

料
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　

１
年
生
の
最
初
は
視
野
が
狭
く
、
思
考
が
凝
り
固

ま
っ
て
い
る
生
徒
が
目
立
つ
が
、
授
業
を
重
ね
る
う
ち

に
多
面
的
に
思
考
し
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
一
番
の
変
化
は
、
誰
か
の
発
言
を
無
批
判
に
受
け
流

さ
ず
、『
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
』
と
自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
発

言
も
次
々
に
飛
び
出
し
て
、
議
論
が
面
白
く
な
り
ま
す
」

　

３
年
生
に
な
る
頃
に
は
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー

の
記
述
の
質
も
格
段
に
向
上
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
徒
の
思
考
を
促
す
授

業
を
追
究
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
、
あ
る
大
き
な
問
題
を
考
え
て
い
く
た
め

に
、
生
徒
自
身
が
そ
の
時
々
に
必
要
な
単
元
を
選
ん
で

学
び
、
１
年
が
終
わ
る
と
全
単
元
を
終
え
て
い
る
と
い

う
試
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
生
徒
の
好
奇
心

や
関
心
に
沿
う
こ
と
で
、
生
徒
の
思
考
を
主
体
と
し
た

授
業
を
構
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

知的財産権

• 主体的に授業に参
加し、知的財産権に
ついて多面的・多角
的に考察し、公正に
判断する力。

• 議論を通して、他
者の意見を受け入れ
る力。

• 知的財産権に関す
る基礎的教養。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

• 積極的な発言がしやすいよう
に、普段からコの字型に席を
配置している。また、どのよう
な学習内容でも多くの「問い」
を生徒たちに浴びせている。ま
た、授業後のリアクションペー
パーで、生徒の理解度や思考
の過程を確認できるようにして
いる (1 年間を通して )。

• 知的財産権については、先
進国の観点のみで語りがちなの
で、発展途上国の視点からも
知的財産権を考え、南北問題
の解決方法の糸口を探らせる。

•「本当に知的財産権は保障すべ
きか？」など、“当たり前”に対
して疑問を投げかけ、深く考える
きっかけをつくる。

• 先進国の観点
のみでの発言が
予測されるので、
左記の発問を通
じて、発展途上
国の視点からも
考えることに自
ら気づくようにす
る。

日本国憲法
における
社会権の
規定

•日本国憲法におけ
る社会権についての
基礎的教養を身につ
ける。

• 知識 
• 技能
•思考力

• いかに当時先進的な内容で
あったかを条文などを通して読
み取らせる。また、日本国憲法
制定という背景を通じて、当時
の日本における社会権への思
いを感じさせる。

•「なぜ、日本国憲法に当時先進
的な社会権の規定を盛り込んだ
のか？」

生存権

• 主体的に授業に参
加し、生存権につい
て多面的・多角的に
考察し、具体的事例
について公正に判断
する力。

• 議論を通じて、生
存権に関する多様な
価値観を受け入れ、

「公正とは何か」「幸
福とは何か」を考え
る力。

• 生存権に関する基
礎的教養。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 表現力
•主体性
• 多様性
• 協働性

• 生存権に関して、実際にあっ
た具体的な事例を通して、多
面的・多角的に考察させ、様々
な価値観に触れる。常に「どう
すれば人間としての最低限度
の生活を保障することができる
のか」を頭に置き、現実社会
の問題解決の糸口を探らせる。
また、社会保障の財源や貧困
ビジネスなども交えて、課題の
難しさを痛感させた上で、「法」
や「制度」を整える以外にどの
ような対策があるかも考察させ
る。

•「人間として最低限度の生活と
はどのような生活？」

•「朝日訴訟における朝日さんの
生活は人間として最低限度の生
活？」

•「国は具体的な線引きをすべき？」

•「敗訴したら、意味がないのか？」

•「堀木訴訟における堀木さんの
主張は妥当か？」

•「クーラーはぜいたく品か？」

•「生活保護費は貯金できるか？」

•「貧困ビジネスに対してどのよう
な対策を取ればよいか？」

• 様々な意見が
出るように配慮
する。1 つ の 意
見しか出ない場
合は、必ず違う
意 見を 紹 介し、
その意見につい
て反論を考えさ
せる。

＊前田先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】公民（政治・経済）	
【分野・単元】日本国憲法で保障された人権　
【テーマ・作品】　「自由権」の経済活動の自由のうちの「知的財産権」
と「社会権」のうちの「生存権」まで

【設定時数】７時間中の４時間目	
【本時全体の目標】 主体的に授業に参加し、自由権や社会権に関する具
体的事例を通して、「公正とは何か」「幸福とは何か」を考察し、思考力・
判断力や基礎的教養などを身につける

生
徒
の
発
言
や
記
述
に
見
ら
れ
る

思
考
力
や
表
現
力
の
高
ま
り

成
果
と
課
題
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芝
池
宗
克
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
従
来
の
一
斉
授
業
形
式

で
は
一
定
数
存
在
す
る
「
数
学
が
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
生
徒
を
救
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
過
去
の
授
業
観
に

と
ら
わ
れ
ず
、
授
業
の
あ
り
方
を
再
設
計
す
る
必
要
性

を
感
じ
た
芝
池
先
生
は
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
、
ペ
ア

近畿大学附属高校・中学校
◎日本工業学校として設立、1949 年に現校名
に改称。2001（平成13）年に附属中学校と高
校を統合。タブレットや電子黒板などで授業の
ICT化を推進。英語特化コースの設置、留学制
度の充実など、グローバル教育にも注力する。
◎設立　1939（昭和14）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　1学年約 930人
◎２０１７年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、北海道大、筑波大、京都工芸繊
維大、大阪大、大阪教育大、神戸大、和歌山大、
広島大、九州大、大阪府立大、大阪市立大な
どに142 人が合格。私立大は、近畿大などに
702 人が進学。
◎URL
http://www.jsh.kindai.ac.jp/hs/

大阪府・私立
近畿大学附属高校・中学校
芝池宗克　しばいけ・むねかつ　

教職歴29年。
同校に赴任して15年目。2010年頃から協働学習に着手、
13年度から反転授業を開始。

15:20 解答用紙の返却 授業
ハイライト

生
徒
自
身
が
作
っ
た
問
題
の

解
説
を
通
し
て
議
論
を
深
め
、

真
の
理
解
と
協
働
す
る
力
の
育
成
を
目
指
す

生徒が班ごとに自作した問題は、事前にクラス全員が解い
た上で作問した班に提出し、採点してもらう。この日の授
業では、まずその採点された答案が返却され、解説を行う
３つの班の代表者は解説の板書を進める。聞き役の班の
生徒たちは、それぞれどの班の解説を聞きに行くかを相談
して分担を決める。

●
２
年
次
数
学
Ⅱ
の
「
指
数
関
数
・
対
数
関
数
」
の
授
業
。

こ
の
日
は
、
生
徒
が
自
作
問
題
の
解
説
を
行
う
「
級
友
の
錬

磨
」
の
時
間
。
解
説
を
聞
く
側
の
生
徒
も
、
そ
の
内
容
を
ほ

か
の
生
徒
に
共
有
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
さ
ら
に
議
論
や
理

解
を
深
め
て
い
く
。

数学

実践

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

授
業
の
再
設
計
に
挑
む

芝
池
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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や
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
協
働
的
に
問
題
を
解
い
て
い

く
授
業
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
始
め
た
。
当
初
は
、「
友

だ
ち
同
士
で
教
え
合
う
よ
り
も
、
先
生
の
説
明
を
聞
い

た
方
が
分
か
り
や
す
い
」な
ど
と
い
う
生
徒
の
声
も
あ
っ

た
が
、
13
年
度
、
学
校
全
体
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

よ
り
、
反
転
授
業
に
取
り
組
み
始
め
、
授
業
改
善
を
一

気
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
教
科
書
の
内
容
を
解
説
す
る
動
画
を
作
成
し
、
予

習
さ
せ
る
こ
と
で
、
授
業
で
は
演
習
や
協
働
的
な
学
び

に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

授
業
は
、「
教
師
主
導
の
演
習
↓
生
徒
主
導
の
協
働

的
な
学
び
↓
演
習
問
題
を
用
い
た
単
元
の
振
り
返
り
」

の
３
要
素
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
（
下
図
参
照
）。『
数
学

Ⅱ
』
の
「
指
数
関
数
・
対
数
関
数
」（
授
業
時
数
15
コ

マ
）
を
例
に
見
て
み
よ
う
。生
徒
は
、単
元
に
入
る
１
週

間
ほ
ど
前
か
ら
、
10
分
程
度
の
授
業
動
画
約
10
本
を
自

宅
で
視
聴
し
、
内
容
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
基
礎
的

な
問
題
や
演
習
問
題
を
解
い
て
予
習
す
る
。
授
業
の
最

初
の
２
コ
マ
で
教
科
書
の
内
容
を
一
通
り
お
さ
ら
い
し
、

続
け
て
７
コ
マ
ほ
ど
で
、
演
習
問
題
を
使
っ
た
授
業
が
、

芝
池
先
生
主
導
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
講
義
一
辺

倒
で
は
な
く
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
が
多
用
さ

れ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
こ
で
知
識
の
定
着
を
図
る
だ

け
で
な
く
、
こ
の
後
の
時
間
で
行
わ
れ
る
生
徒
主
導
の

協
働
的
な
学
び
に
向
け
て
、
芝
池
先
生
の
発
問
の
仕
方

や
場
づ
く
り
へ
の
配
慮
の
仕
方
を
学
び
取
っ
て
い
る
。

　
「
演
習
を
行
う
際
、
私
か
ら
解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
メ
タ
認
知
が
で
き
る
よ
う
に
、
ペ
ア
で
話
し
合
っ
て
み

よ
う
』、『
原
理
原
則
に
立
ち
返
る
た
め
に
、
定
義
を
お

互
い
に
確
認
し
て
み
よ
う
』
な
ど
、
時
機
や
内
容
に
応

じ
て
思
考
を
深
め
る
た
め
の
声
か
け
を
行
い
ま
す
。
協

働
学
習
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
指
導
は
、
単
元
理

解
の
土
台
づ
く
り
で
あ
り
、
よ
り
高
次
の
分
析
力
、
活

用
力
を
育
む
た
め
の
学
び
の
導
入
で
も
あ
り
ま
す
」

　

そ
の
高
次
の
力
を
育
む
場
が
、
次
の
３
、４
コ
マ
ほ
ど

で
設
け
ら
れ
る
「
級
友
の
錬
磨
」
と
呼
ば
れ
る
時
間
だ
。

　

今
回
の
単
元
で
は
、10
〜
13
コ
マ
め
が「
級
友
の
錬
磨
」

■単元の基本的な流れ

家庭での予習　授業動画の視聴

授業　教師主導で行われる、協働的な学びを
取り入れた演習（９コマ）

授業　生徒主導で行われる、生徒作成問題に
よる「級友の錬磨」（４コマ）

授業　確認のための演習（２コマ）

家庭での復習　生徒作成の復習動画を視聴し、
他の班が作った問題をすべて復習して、レポー
トとして提出する

15:35 15:26先生の机間指導 各班の解説開始

芝池先生は、各班を巡回しながら解説に耳を傾け、議論を活
発化させるための発問や発表の仕方などについてアドバイス
することに注力する。

解説の時間は 20 ～25 分程度。解説役の生徒は、一方的な
説明にならないよう、適宜、聞き役の生徒に質問を投げかけ
たり、考えを聞いたりしながら進めていく。

自
作
の
動
画
で
予
習
さ
せ

授
業
は
演
習
と
協
働
学
習
に
充
て
る

発表は苦手でしたが、先生からもアドバイスをもらいな
がら回数を重ねるごとに、少しずつ解説が上手くなって
きているのを実感しています。

生徒の
声

解説者がしっかり理解していなければ分かりやすい説明
はできません。聞き役、解説者が同じクラスメートなので、
質問しやすく、どちらも理解が深まるのを感じます。

生徒の
声

自
作
の
問
題
で
思
考
を
促
す
発
問
を

生
徒
が
考
え
る
「
級
友
の
錬
磨
」

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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だ
。
事
前
に
、
生
徒
が
３
人
一
組
の
班
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
問
題
を
作
成
、
そ
れ
ら
を
ク
ラ
ス
全
員
が
解
き
、

採
点
も
作
問
を
担
当
し
た
班
の
生
徒
が
行
う
。
級
友
の

解
答
を
採
点
す
る
中
、「
な
ぜ
間
違
う
の
か
」「
別
解
は

な
い
か
」
な
ど
他
者
の
視
点
を
借
り
て
深
く
思
考
す
る
。

　

授
業
で
は
、
教
室
が
大
き
く
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
、
解
説
担
当
班
の
代
表
者
が
各
グ
ル
ー
プ
の
前
で
解

説
を
行
う
。
一
方
的
な
説
明
だ
け
で
な
く
、
質
問
を
投

げ
か
け
た
り
隣
同
士
で
考
え
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
聞

き
役
の
生
徒
の
思
考
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、

解
説
役
の
生
徒
の
仕
事
だ
。
解
説
を
聞
い
た
生
徒
は
、

自
分
の
班
に
戻
っ
て
、
理
解
し
た
内
容
を
自
分
の
言
葉

で
解
説
し
、
共
有
す
る
。
こ
こ
で
も
、
生
徒
が
解
説
役

と
聞
き
役
に
分
か
れ
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
。

　
「
級
友
の
錬
磨
」
で
は
、
解
説
役
の
生
徒
が
仲
間
の

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
発
問
を
で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵

と
な
る
。
解
説
役
の
生
徒
は
、
芝
池
先
生
主
導
の
演
習

で
、
ど
の
よ
う
に
思
考
を
促
せ
ば
よ
い
か
を
体
験
的
に

学
ん
で
い
る
た
め
、
例
え
ば
、
理
解
が
難
し
い
箇
所
や

重
要
な
と
こ
ろ
は
わ
ざ
と
穴
埋
め
形
式
で
板
書
し
て
お

き
、
聞
き
役
の
生
徒
と
の
対
話
を
通
し
て
穴
埋
め
し
な

が
ら
解
説
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
す
。
ま
た
、
芝
池

先
生
は
、
解
説
役
の
生
徒
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
確
認
し
、

例
え
ば
、
解
説
が
一
方
的
に
な
り
か
け
て
い
る
時
に
は

「
本
当
に
理
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
み

て
」
な
ど
と
、
思
考
を
促
す
発
問
の
仕
方
を
指
導
す
る
。

そ
れ
を
受
け
て
、
解
説
役
の
生
徒
は
、
理
解
が
追
い
つ

か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
生
徒
が
出
て
き
た
と
判
断
し

た
時
は
、「
隣
同
士
で
話
し
合
っ
て
み
て
」
な
ど
と
全
員

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
進
め
る
。

　
「
数
学
的
な
思
考
力
だ
け
に
着
目
す
る
な
ら
、
教
師

主
導
の
演
習
の
方
が
効
果
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、﹃
級
友
の
錬
磨
﹄
で
は
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
力
、
周
囲
の
思
考
を
促
す
力
、
発
言
を
引
き
出
す

力
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
態
度
・
能
力
を
育
む

経
験
を
積
み
ま
す
。
発
問
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
、
生

徒
が
お
互
い
を
深
い
思
考
の
場
に
引
き
込
み
合
い
、
教

室
が
よ
り
真
剣
な
学
び
の
場
に
な
る
の
で
す
」

　

芝
池
先
生
の
授
業
で
は
、
生
徒
の
主
体
性
が
欠
か
せ

な
い
。
そ
の
た
め
、
芝
池
先
生
は
事
あ
る
ご
と
に
社
会

「級友の錬磨」の後、解説担当の生徒が制作した復習
動画。単元に入る前の予習動画とともに、同校のポー
タルサイトにアップされる。

15:56

全班の解説が終わると、聞き役の生徒は自分の班に戻り、そ
れぞれ自分が聞いた解説の内容をほかの生徒にも共有する。
自分の答案を見ながら、間違っていた部分について質問した
り、確認したりしながら全員で理解を深めていく。この間も、
芝池先生は机間指導を行いながら、議論を深めていくための
アドバイスを必要に応じて与えていく。

15:47

比較的難度の低い問題を扱った班の解説が、20 分ほどで最
初に終了。芝池先生は、解説役の生徒に、「今回の問題を解
くためのポイントはどこにあるのか、皆がよく間違っていたと
ころはどこか」などと問いかける。また、聞き役の生徒には、「各
班に戻ってどんな発問をするのか」などと問いかけることで、
さらなる思考を促す。

内容の共有と振り返り 最初の班の解説終了

協
働
の
意
義
を
浸
透
さ
せ

活
動
の
指
標
を
明
確
に
示
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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で
求
め
ら
れ
る
態
度
・
能
力
を
養
う
協
働
的
な
学
び
の

意
味
や
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
真

の
友
情
を
育
む
と
い
う
、
い
わ
ば
学
校
の
本
質
的
な
価

値
な
ど
を
生
徒
に
説
明
す
る
。
ま
た
、「
級
友
の
錬
磨
」

で
は
、
聞
き
役
の
生
徒
が
受
け
身
に
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
、
聞
き
役
の
生
徒
が
解
説
役
の
生
徒
を
評
価
す

る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。
解
説
役
・
聞
き

役
ど
ち
ら
の
生
徒
も
、
ど
の
よ
う
な
観
点
を
重
視
し
て

授
業
に
臨
め
ば
よ
い
か
を
理
解
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

芝
池
先
生
の
受
け
持
つ
ク
ラ
ス
で
は
、
16
年
度
の
ベ

ネ
ッ
セ
の
進
研
模
試
１
年
次
１
月
の
偏
差
値
が
前
年
よ

り
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
だ
が
、
芝
池
先
生
が

そ
れ
以
上
に
成
果
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
作
問
・
採
点

を
通
し
て
生
徒
同
士
が
真
剣
に
議
論
す
る
姿
が
日
常
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対
話
を
通
し
て
と
も
に
考

え
る
雰
囲
気
が
定
着
し
て
い
る
点
だ
。

　

一
方
、
課
題
は
生
徒
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
。

　
「
予
習
動
画
の
視
聴
や
作
問
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る
の
で
、
相
応
の
時
間
が
必
要

で
す
。
他
教
科
と
連
携
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
家
庭
学
習

が
で
き
る
こ
と
に
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
協

働
的
学
び
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

問題ごとに
３グループに
分かれて
生徒による
解答・解説

「問い学ぶ」態度
生徒が作った問題を
全員が解き、解説す
ることで、単元内容
の定着を図るだけで
なく、思考力（分析す
る力、評価する力）、
発表する力も育む。

• 知識
• 技能
•思考力
• 表現力
•主体性
• 協働性

【生徒】１回の授業で３班が同
時に解説を行う。一方的に説
明するだけでなく、質問を投げ
かけたり隣同士で考えさせたり
して、通常教師が行うようなファ
シリテーションを生徒が行う。

【教師】グループ間を巡視しな
がら、解説者の発問は適当か、
議論に参加していない生徒はい
ないか、解説内容に論理の飛
躍はないかなどを確認する。

解説担当の生徒
には、聞き役の
生徒の思考を促
す発 問 の 仕 方、
説明の仕方を指
導する。

解説者は多くの生徒が発表できる
ようにローテーションを組ませる。
教師はすべての解説を聞くことが
できないため、授業開始直前の
生徒とのやりとりなどを通して、
事前に解説する生徒の様子を把
握して、どのグループに注意を向
けるべきか見当をつけておく。

教師の役割は、すべて解説担当
の生徒に委ね、説明を受ける生
徒の思考が深まる発問ができてい
るか、議論が深まる問いかけがで
きているかという観点で机間指導
を行い、解説者へのアドバイスを
通して議論の活性化を促す。

各班に戻り、
解説内容を
共有

聞いた解説内容をほ
かの生徒に説明する
ことで、さらなる理解
の深まり、発表する
力の向上を図る。

• 知識
• 技能
•思考力
• 表現力
• 協働性

【教師】議論が活発に行われて
いるか、特定の生徒だけが議
論に加わっていないかなどを
チェックしながら机間指導を行
う。

机間指導を行い
ながら、各班で
の解説内容の共
有が表面的なも
のにとどまらな
いよう、班の中
での説明の仕方
などを指示して
いく。

生徒が主体的に動けているか、自
分の役割を果たしているかを確認
する。

演習内容の
振り返り

解説の中身や議論の
内容を踏まえて、もう
一度個人で答案を振
り返ることによって、
より深い学びに向か
う態度を養う。

• 知識
• 技能
•思考力

【生徒】解説内容を班内で共有
した後、添削を受けた自身の
答案を振り返り、どこに問題が
あったのか、作問の意図はどこ
にあったのか、自分ならどのよ
うに問題をアレンジするかなど
に思考を巡らせる。

個人で深く考える時間のため、あ
えて発問はしない。

＊芝池先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】数学Ⅱ	
【分野・単元】指数関数・対数関数　
【テーマ・作品】　章末演習（級友の錬磨）

【設定時数】15 時間中の 10 時間目	
【本時全体の目標】 生徒による問題解説、生徒同士の議論を通して知識
をスキルに昇華させる

〈参考文献〉芝池宗克・中西洋介（2014）『反転授業が変える教育の未来―生徒の主体性を引き出す授業への取り組み』明石書店
中西洋介（2017）「反転授業：アクティブ・ラーニング実現は『問い学ぶ』教育に道（よ）る」大学英語教育学会（JACET）関西紀要第 19 号 P.21ー39

生
徒
同
士
で
オ
ー
プ
ン
に

議
論
し
合
う
雰
囲
気
が
定
着

成
果
と
課
題
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石
川
県
の
能
登
半
島
東
部
に
位
置
す
る
鵬

お
お
と
り学
園
高
校

は
、
普
通
科
を
擁
す
る
私
立
高
校
と
し
て
は
地
区
唯
一

の
高
校
だ
。
生
徒
の
多
様
な
進
路
希
望
に
応
え
る
学
校

と
し
て
、
地
域
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。
そ
う
し
た
同

校
は
、
少
子
化
に
伴
う
入
学
者
数
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
２
０
１
１
年
度
に
部
活
動
の
特
色
化
を

図
り
、
施
設
の
増
設
や
指
導
者
の
増
員
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
多
く
の
部
活
動
で
実
績
が
向
上
し
、
そ
れ
に

魅
力
を
感
じ
て
入
学
し
て
く
る
生
徒
が
増
加
し
た
。
一

方
、
生
徒
の
学
力
層
の
多
層
化
が
進
み
、
基
礎
学
力
に

課
題
が
あ
る
生
徒
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
14
年
度
、
生
徒
の
学
力
向
上
を
目
指
し
て
指
導
改

七尾女子高校として開校。１９９０
年に共学校となった。「清廉・積
極・全力・感謝」を生活目標と
し、何事にも積極的かつ全力で
臨む人材育成に力を入れている。
女子バスケットボール部やサッ
カー部が全国大会に出場するな
ど、部活動も盛ん。

設立 １９６３（昭和３８）年

形態 全日制／普通科・調理科／共学

生徒数 １学年約１５０人

2017年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、都留文科大に１人が
合格。私立大は、金沢星稜大、神奈川大、京都産業大、立命館大な
どに延べ５０人が合格。短大、専門学校進学５６人。就職３１人。

住所 〒９２６－００２２　石川県七尾市天神川原町ハ３２

電話 ０７６７－５３－２１８４

Web site http://www.ohtori.ed.jp

No.233

P R O F I L E

変革のステップ

• 部活動の特色化により入学者数が増加する一方、
学力に課題がある生徒も見られるようになったた
め、生徒の学力向上を目指し、指導体制を整備

背景と課題

実践内容

客
観
的
な
学
力
指
標
を
基
に
、

教
師
間
の
意
識
共
有
を
図
る

組
織
的
な
授
業
改
善
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
で
、

学
び
に
向
か
う
生
徒
を
育
成

石
川
県
・
私
立
鵬お

お
と
り

学
園
高
校

基
礎
学
力
向
上

•振り返り学習　国語・数学・英語で義務教育段階
の学習内容の学び直しを行う

•４５分授業　授業時間を従来の５０分間から４５分間
に変更。その対応策は各教師が考えるようにするこ
とで、授業改善への意識づけを図る

•ＩＣＴの活用　ＩＣＴを活用して授業の効率化を図り、
生徒が協働学習を行う時間的余裕を確保。板書を
行わない「ノートレス授業」も実現

•小論文指導　３年間の段階的なカリキュラムを作成
し、全校体制で取り組む

成果と展望

• 生徒に基礎学力が定着し、模試などの成績が向上

•２０１７年度からは、生徒の「考える力」「書く力」「話
す力」の向上を指導改革の軸に据え、さらなる授
業改善を推進していく

28 June 2017
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善
に
着
手
し
た
。
上こ

う

坂さ
か

俊と
し

就な
り

教
頭
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
基
礎
学
力
は
社
会
で
生
き
る
力
の
根
幹
で
あ
り
、

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

学
習
指
導
を
改
善
し
、
生
徒
や
保
護
者
の
信
頼
に
応

え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
生
徒
の
学
力
を
定
期
的
に
測

る
た
め
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
１
）

を
導
入
し
、
全
学
科
・
学
年
の
成
績
を
職
員
会
議
で
共

有
。
定
着
に
課
題
が
あ
る
分
野
・
単
元
を
洗
い
出
し
て

指
導
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
教
師
間

の
目
線
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
が
Ｄ

ゾ
ー
ン
の
生
徒
は
進
学
・
就
職
と
も
に
厳
し
い
と
い
う

全
国
的
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
、
上
坂
教
頭
が
職
員
会

議
で
繰
り
返
し
説
明
し
た
。

　
「
指
導
改
善
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

学
校
が
一
丸
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
生
徒
に
と
っ
て
学
力
向
上
が
切
実
な
課
題
で
あ

る
こ
と
を
、
客
観
的
な
指
標
を
用
い
て
先
生
方
に
示

し
ま
し
た
」（
上
坂
教
頭
）

　

15
年
度
に
は
、
２
つ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
改
革
を

本
格
化
さ
せ
た
。
１
つ
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
義

務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
を
学
び
直
す
「
振
り
返
り
学

習
」
だ
。
各
教
科
で
指
導
方
針
を
立
て
、
教
材
も
作
成

し
た
。
例
え
ば
、
国
語
で
は
授
業
中
に
漢
字
テ
ス
ト
を

行
い
、
合
格
点
に
満
た
な
か
っ
た
生
徒
は
放
課
後
に
補

習
を
受
け
る
。
そ
こ
で
は
教
師
か
ら
の
声
か
け
を
重
視

し
て
い
る
と
、
国
語
科
主
任
の
杉
森
章あ

き

子こ

先
生
は
話
す
。

　
「
義
務
教
育
段
階
の
漢
字
の
読
み
書
き
は
あ
ら
ゆ

る
教
科
・
科
目
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、『
し

っ
か
り
身
に
つ
け
よ
う
』
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
生
徒
に
根
気
よ
く
取
り
組
も
う
と
す

る
意
欲
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
は
、
45
分
授
業
だ
。
授
業
時
間
を
従
来
の

50
分
間
か
ら
５
分
間
短
縮
し
、
生
徒
が
授
業
に
集
中
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
し
た
。
そ
こ
に
は
、
教
師
の
指
導

改
善
へ
の
意
識
を
高
め
る
意
図
も
あ
っ
た
。

　
「
45
分
授
業
に
い
か
に
対
応
す
る
か
を
先
生
方
が

そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
授
業
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
指
導
の

工
夫
に
よ
り
、
授
業
は
多
様
に
な
り
ま
す
。
従
来
の

一
斉
指
導
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も
取
り

入
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
ま
し
た
」（
上
坂
教
頭
）

　

16
年
度
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
指
導
改
善
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
準
備
は
15
年
度
か
ら
始
め
、
上

坂
教
頭
ら
が
県
内
外
の
先
進
校
を
視
察
し
、
各
校
の
取

り
組
み
を
校
内
で
共
有
し
て
き
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
重
視
す
る
目
的
は
、
生
徒
の
興
味
を
学
習

に
よ
り
強
く
引
き
つ
け
る
こ
と
と
、
効
果
的
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
例

え
ば
、杉
森
先
生
が
担
当
す
る「
現
代
文
」の
授
業
で
は
、

学
習
内
容
へ
の
導
入
と
し
て
、
教
科
書
の
文
章
に
関
連

す
る
動
画
を
各
単
元
の
冒
頭
で
示
す
。
ま
た
、
評
論
の

単
元
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
内
容
を
要
約
し
た
資
料
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
映
し
て
発
表
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
生
徒
同
士
が
話
し
合
い
を
行
う
。

　
「
45
分
授
業
に
対
応
す
る
た
め
、
私
は
授
業
の
組

み
立
て
方
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
と
の
相
乗
効
果
を
生
み
、
授
業
の
充
実
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
杉
森
先
生
）

　
「Classi

」（
＊
３
）
も
、
多
く
の
教
科
・
科
目
で
活

用
し
て
い
る
。
調
理
科
で
は
、
生
徒
が
長
期
休
業
中
の

課
題
と
し
て
調
理
を
行
う
が
、
そ
こ
で
作
っ
た
料
理
を

写
真
に
撮
り
、Classi

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
よ
う
に

指
導
し
た
。
生
徒
は
互
い
の
料
理
の
写
真
を
見
て
刺
激

を
受
け
て
い
る
と
、
調
理
科
の
坂
下
文ふ

み

先
生
は
述
べ
る
。

　
「
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
生
徒
は
、
早

く
仕
上
げ
た
友
人
の
写
真
を
参
考
に
し
て
調
理
を
工

夫
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
友
人
の
写
真
に
『
上
手

＊１　GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。
＊２　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「Ｓ１」〜「Ｄ３」の 15 段階がある。　＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフト
バンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

学
び
直
し
を
徹
底
し
、

生
徒
に
基
礎
・
基
本
を
定
着
さ
せ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

鵬
学
園
高
校

坂
下
　

文
　
さ
か
し
た
・
ふ
み

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
生
徒
指

導
課
。調
理
科
。「
生
徒
は
自
分
を
映
す
鏡
だ
と
思
い
、

反
省
と
挑
戦
を
繰
り
返
す
教
師
で
あ
り
た
い
」

鵬
学
園
高
校

杉
森
章
子
　
す
ぎ
も
り
・
あ
き
こ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
総
務
課

主
任
。
国
語
科
主
任
。「
地
域
社
会
の
礎
と
な
る
力

を
身
に
つ
け
て
卒
業
さ
せ
る
」

鵬
学
園
高
校
教
頭

上
坂
俊
就
　
こ
う
さ
か
・
と
し
な
り

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
地
歴
公

民
科
。「
未
知
な
る
領
域
に
挑
戦
し
、
新
た
な
世
界

観
を
生
み
出
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」
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だ
ね
』『
私
も
負
け
な
い
よ
』
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

を
書
く
生
徒
も
目
立
ち
ま
し
た
。
友
人
か
ら
す
ぐ
に

感
想
が
も
ら
え
る
の
で
、
生
徒
は
う
れ
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
う
ま
く
作
れ
る
よ
う
に
、
課
題

に
再
挑
戦
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
」

　

17
年
度
は
、
授
業
で
教
師
が
調
理
す
る
様
子
を
動
画

で
撮
影
し
、
配
信
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
中
だ
。

　
「
生
徒
が
復
習
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
知
識
・

技
能
の
定
着
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
坂
下
先
生
）

　

上
坂
教
頭
は
、
担
当
す
る
「
日
本
史
」
で
「
ノ
ー
ト

レ
ス
授
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
板
書
を
行

わ
ず
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
で
作
成
し

た
レ
ジ
ュ
メ
（
図
１
）
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し

て
進
め
る
授
業
だ
。
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、
重
要
な
用
語
や

人
物
、
事
件
と
い
っ
た
学
習
の
核
と
な
る
情
報
の
み
を

載
せ
、
人
物
同
士
の
相
関
や
事
件
の
背
景
な
ど
は
上
坂

教
頭
が
口
頭
で
解
説
。
生
徒
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
解

説
を
教
科
書
に
書
き
込
む
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ノ
ー

ト
を
持
参
す
る
か
ど
う
か
や
、
レ
ジ
ュ
メ
の
内
容
を
書

き
写
す
か
ど
う
か
は
生
徒
の
自
由
と
し
て
い
る
。
授
業

後
に
は
、
レ
ジ
ュ
メ
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
てClassi

に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
、
生
徒
が
い
つ
で
も
手
軽
に
読
み
返
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
（
写
真
１
）。

　

上
坂
教
頭
は
、
以
前
は
生
徒
に
伝
え
た
い
内
容
を
す

べ
て
板
書
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
多
く
の
生
徒
は

ノ
ー
ト
を
中
心
に
学
習
し
、
教
科
書
を
あ
ま
り
読
ま
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
「
生
徒
が
自
分
で
調
べ
、
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
与
え
る
一
方
の
授
業
を
改
め
ら
れ

な
い
か
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
指

導
の
試
み
と
し
て
、

先
生
方
の
参
考
に

な
れ
ば
と
い
う
思

い
も
あ
り
、『
ノ
ー

ト
レ
ス
授
業
』
に

踏
み
切
り
ま
し
た
」

（
上
坂
教
頭
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
授

業
に
集
中
し
て
し
っ

か
り
メ
モ
を
取
り
、

教
科
書
を
よ
く
読
む

生
徒
が
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

　
「
生
徒
は
、
た
だ
レ
ジ
ュ
メ
だ
け
を
読
み
返
し
て

も
、
出
来
事
の
因
果
関
係
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

に
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。
歴
史
の
『
な
ぜ
？
』
に
意

識
が
向
き
、
自
分
か
ら
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

知
的
好
奇
心
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
上
坂
教
頭
）

　

ま
た
、
板
書
を
や
め
た
こ
と
で
授
業
時
間
に
余
裕
が

生
ま
れ
、
動
画
な
ど
を
交
え
て
じ
っ
く
り
解
説
し
た
り
、

生
徒
同
士
が
学
び
を
深
め
る
機
会
を
設
け
た
り
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
戦
国
時
代
の
単
元
で
は
、

関
連
す
る
テ
レ
ビ
の
教
養
番
組
を
見
な
が
ら
、
生
徒
が

時
代
背
景
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
「
定
期
考
査
に
は
、
生
徒
が
授
業
で
見
た
動
画
か

ら
気
づ
い
た
こ
と
や
興
味
を
持
っ
た
こ
と
な
ど
を
記

述
す
る
問
題
を
出
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
書
け
る

「ノートレス授業」のレジュメ（例）図１

レジュメ１枚につき、学習の重要なポイントを１〜２点に
絞って掲載している。また、生徒に歴史の流れをしっかり
捉えてほしいと、紙芝居のようにストーリー性を重視して
記述・構成している。

＊同校の資料を一部抜粋して掲載

写真１　通学の電車やバスの中、自習室などでは、レジュ
メのＰＤＦをスマートフォンで参照しながら復習する生徒が
多く見られる。スマートフォンは、教師に申請し許可を得れ
ば、校内でも使用できる。
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生
徒
が
多
く
、
平
均
点
も
向
上
し
ま
し
た
。
生
徒
の

学
習
意
欲
の
高
ま
り
を
実
感
し
ま
す
。
当
初
は
『
板

書
を
し
な
く
て
生
徒
が
つ
い
て
く
る
だ
ろ
う
か
』
と

い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
『
ノ
ー
ト
レ

ス
授
業
』
に
切
り
替
え
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
上
坂
教
頭
）

　

新
し
い
指
導
の
工
夫
を
学
校
全
体
で
共
有
す
る
た
め

に
、「
互
見
授
業
」
も
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同

校
の
伝
統
的
な
取
り
組
み
で
、
全
教
師
が
互
い
の
授
業

を
年
１
回
以
上
見
学
し
合
い
、
事
後
に
見
学
者
が
感
想

な
ど
を
授
業
者
に
伝
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
「
互
見
授
業
」
は
指
導
改
革
の
進
展
と
と
も
に
活
発

に
な
り
、
15
年
度
は
「
45
分
授
業
へ
の
対
応
」、
16
年

度
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
推
進
」
を
共
通
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
「
意
欲
的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
先
生
の
授
業

を
見
学
す
れ
ば
、
新
た
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
、
自
身

の
授
業
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
授
業
者
も
、
見
学

者
の
感
想
か
ら
、
新
た
な
工
夫
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

ま
す
」（
杉
森
先
生
）

　

生
徒
の
「
書
く
力
」
の
向
上
を
目
指
し
、
小
論
文
指

導
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

従
来
は
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
対
策
と
し
て
３
年
生
に

行
っ
て
い
た
が
、
16
年
度
は
対
象
を
全
学
年
に
広
げ
、

先
進
校
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
段
階
的
な
指
導
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
１
年
生
で
は
、
文
章
の
型

を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
聞
記
事
を

書
写
・
要
約
し
、
記
事
に
対
す
る
感
想
を
書
く
。
２
年

生
で
は
、「
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
」「
小
学
生
の
携
帯

電
話
所
持
」
と
い
っ
た
共
通
テ
ー
マ
を
設
け
て
そ
の
是

非
を
述
べ
る
。
３
年
生
で
は
、
課
題
文
を
読
み
、
筆
者

の
主
張
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
指
定
字
数
で
論
理
的

に
述
べ
る
練
習
を
重
ね
る
。
添
削
は
学
年
団
の
全
教
師

が
手
分
け
を
し
て
行
い
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
コ
メ
ン

ト
を
書
い
て
返
却
す
る
。
こ
う
し
た
体
制
に
改
め
た
当

初
は
、
指
導
に
消
極
的
な
教
師
も
見
ら
れ
た
が
、
今
で

は
多
く
の
教
師
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
定
期
的
に
生
徒
の
文
章
を
添
削
し
て
い
る
と
、

句
読
点
の
使
い
方
や
主
語
・
述
語
の
呼
応
な
ど
が
次

第
に
し
っ
か
り
し
て
く
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

す
。生
徒
の
書
く
力
の
伸
び
を
実
感
で
き
る
こ
と
で
、

先
生
方
が
小
論
文
指
導
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
杉
森
先
生
）

　

一
連
の
指
導
改
善
の
成
果
は
、
生
徒
の
学
力
に
表
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
国
語
で
は
漢
字
や
語
彙
が
定
着
し
、

し
っ
か
り
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
が
増
え
て

い
る
。「
日
本
史
」
の
定
期
考
査
の
成
績
向
上
は
、
前

述
し
た
通
り
だ
。
ま
た
、「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
に

お
い
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
Ｄ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が
減
少
し
て

お
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
生
徒
の
変
化
が
原
動
力
と
な
り
、
教
師
の
指

導
改
善
も
一
層
進
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
、生
徒
の
「
考
え
る
力
」「
書
く
力
」「
話
す
力
」

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
標
に
据
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ニ
ン
グ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
「
社
会
に
出
れ
ば
、
生
徒
は
様
々
な
課
題
と
向
き

合
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
状
況
に
応
じ
て
自
分
で
考

え
て
工
夫
す
る
習
慣
を
、
高
校
時
代
に
定
着
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」（
坂
下
先
生
）

　

例
え
ば
、
生
徒
が
文
章
を
書
く
機
会
を
各
教
科
・
科

目
で
設
け
、
小
論
文
指
導
と
相
補
的
な
取
り
組
み
に
し

て
い
く
こ
と
や
、
部
活
動
の
活
動
日
誌
を
小
論
文
指
導

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　
「
部
活
動
の
活
動
日
誌
の
文
章
は
生
き
生
き
し
て

お
り
、
生
徒
は
大
好
き
な
こ
と
に
つ
い
て
書
け
ば
、

し
っ
か
り
し
た
自
己
表
現
が
で
き
る
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
授
業
外
に
も
視
野
を
広
げ
、
指
導
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
杉
森
先
生
）

　

同
校
は
、
地
域
の
少
子
化
が
進
む
中
、
入
学
者
数
を

増
や
し
て
い
る
。
地
域
か
ら
の
期
待
に
応
え
続
け
る
た

め
に
も
、
指
導
改
善
を
継
続
し
、
生
徒
の
生
き
る
力
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、
上
坂
教
頭
は
語
る
。

　
「
生
徒
が
変
わ
れ
ば
課
題
も
変
わ
る
た
め
、
指
導

に
は
改
善
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理
職

に
は
、
全
国
の
学
校
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
視
察

し
、先
生
方
に
ア
イ
デ
ア
を
示
す
使
命
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
を
全
校

体
制
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

石川県・私立鵬学園高校

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
で
、

地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い

段
階
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、

学
校
一
丸
で
小
論
文
指
導
を
実
践

教
師
が
互
い
に
授
業
を
見
学
し
、

よ
り
よ
い
指
導
を
追
究
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大
阪
府
立
枚ひ

ら

方か
た

高
校
は
、
２
０
０
７
年
度
頃
か
ら
段

階
的
に
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
徒
指
導
だ
。
以
前
は
、

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
っ
た
文
化
が
強
く
、

体
育
祭
や
文
化
祭
と
い
っ
た
行
事
に
は
全
生
徒
が
熱
心

に
取
り
組
む
半
面
、
遅
刻
が
目
立
ち
、
授
業
態
度
に
も

課
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
入
学
後
に
成
績
が
低

下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
地
域
か
ら
も
厳
し
い
目
で
見

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
部
の
教
師
が
毎

朝
正
門
に
立
っ
て
登
校
し
て
く
る
生
徒
に
声
を
か
け
る

な
ど
、
き
め
細
か
に
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

２
～
３
年
ほ
ど
で
遅
刻
が
大
幅
に
減
り
、
授
業
態
度
も

大阪府枚方市内で最初に設立さ
れた府立高校。教育方針として

「自主・自律」「誠実・勤勉」「清新・
進取」を掲げる。国際交流に力
を入れ、夏季休業中にオースト
ラリアでの語学研修を行うほか、
世界各国からの留学生も受け入
れている。

設立 １９６３（昭和３８）年

形態 全日制／普通科・国際教養科／共学

生徒数 １学年約３３０人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、三重大、大阪教育
大、大阪市立大などに６人が合格。私立大は、同志社大、立命館大、
関西大、関西学院大などに延べ６０５人が合格。

住所 〒５７３ー００２７　大阪府枚方市大垣内町３ー１６ー１

電話 ０７２ー８４３ー３０８１

Web site http://www.osaka-c.ed.jp/hirakata/
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P R O F I L E

生
徒
の
変
化
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

教
師
の
連
携
が
強
ま
っ
た

３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
で
、

生
徒
の
学
習
習
慣
の
定
着
と

進
路
意
識
の
向
上
を
図
る

大
阪
府
立
枚ひ

ら

方か

た

高
校

進
路
指
導
・
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

変革のステップ

• 遅刻が目立つなど、生徒の生活面に課題があった。
また、入学後の生徒の学力に低下傾向が見られた

背景と課題

実践内容

成果と展望

•正門での声かけ指導　教師が毎朝正門に立ち、登
校してくる生徒に声かけ

•アセスメントや模試の活用　生徒の学力・学習状
況を定期的に把握するため、アセスメントや模試を
活用し、１・２年生への進路指導を強化

•「枚
ひら

高
こう

マップ」「教科スタンダード」　「大学入学共
通テスト（仮称）」への対応として、３年間の指導を
可視化し、教師の目線合わせを徹底

•授業改善　ＩＣＴの活用を推進し、アクティブ・ラー
ニングを充実

•生徒の生活態度や学びに向かう姿勢が改善され、
地域から評価される学校へ

•生徒の進路意識が向上し、志望校決定時期が早期化した

• 教師の連携が強化され、指導方針の統一が進展
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落
ち
着
い
て
き
た
。
生
徒
部
長
の
藤
本
信
吾
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
教
師
が
生
徒
の
変
化
を
実
感
し
た
こ
と
で
、
生

徒
部
以
外
の
教
師
も
進
ん
で
正
門
に
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
提
出
物
に
も
統
一
し
た
方
針
を
設
け
て

指
導
し
始
め
る
な
ど
、
教
師
間
で
力
を
合
わ
せ
よ
う

と
い
う
雰
囲
気
が
強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
部
活
動
の
活
性
化
も
目
指
し
、
生
徒
の
参
加

を
奨
励
し
た
。
部
活
動
の
実
績
向
上
も
追
い
風
と
な
り
、

以
前
は
６
割
に
満
た
な
か
っ
た
加
入
率
が
、
数
年
後
に

は
７
割
以
上
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
上
級
生
の

生
活
態
度
を
見
習
う
下
級
生
が
増
え
、
規
律
の
あ
る
学

校
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
生
徒
の
中
に
、
学
校
中
心
の
生
活
を
大
切
に
す

る
意
識
が
根
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。
教
師
間
の
連
携

も
進
み
、
全
校
を
挙
げ
て
指
導
を
見
直
し
て
い
く
環

境
が
整
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
藤
本
先
生
）

　

次
に
強
化
し
た
の
は
、
生
徒
の
実
態
把
握
だ
。
学
力

や
進
路
意
識
の
変
化
を
客
観
的
な
指
標
で
測
ろ
う
と
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
模
試
の
活
用
を
工
夫
し
、
特
に
１
・

２
年
生
へ
の
指
導
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
を
実

施
回
ご
と
に
分
析
し
て
、
改
善
点
を
洗
い
出
し
、
指
導

に
反
映
さ
せ
た
。
１
年
生
で
は
学
習
状
況
の
把
握
に
力

を
入
れ
、
平
日
60
分
間
の
家
庭
学
習
時
間
を
目
指
し
た
。

進
路
指
導
主
事
の
富
田
哲
司
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
学
習
習
慣
は
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
低
学
年
の
う
ち
に
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
通

し
て
実
態
を
定
期
的
に
把
握
し
、
課
題
の
あ
る
生
徒

に
は
日
頃
の
声
か
け
や
面
談
な
ど
で
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
」

　

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
は
全
校
共
通
の
学
力
指
標
と
し
、

２
年
生
で
は
「
半
数
以
上
の
生
徒
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
Ｂ
２
以

上
に
す
る
」
と
い
っ
た
到
達
目
標
を
掲
げ
た
。

　

進
路
へ
の
意
識
づ
け
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
、
大
学

進
学
希
望
者
に
は
全
学
年
で
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」

を
受
験
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
模
試
の
受
験
日
と

部
活
動
の
練
習
や
試
合
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
う
ま

く
調
整
す
る
よ
う
に
部
活
動
の
顧
問
か
ら
生
徒
に
呼
び

か
け
る
。
首
席
で
保
健
主
事
の
前ま

え

出で

和
彦
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
部
活
動
の
顧
問
に
は
、
学
年
主
任
や
分
掌
長
を

兼
務
し
て
い
る
教
師
も
い
ま
す
。
模
試
と
調
整
す
る

方
針
は
、
複
数
の
顧
問
か
ら
の
提
案
で
し
た
。
生
徒

の
学
力
向
上
を
目
指
し
、
部
活
動
で
も
協
力
体
制
を

強
化
し
よ
う
と
い
う
意
思
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

受
験
後
に
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
年
集
会
の
時
間

な
ど
を
中
心
に
、
振
り
返
り
を
行
う
。
以
前
は
事
後
指

導
の
時
間
確
保
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
に
課
題
意
識
を
抱
く
教
師
が
増
え
て
い
き
、
次
第
に

充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
卒
業
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
模
試
を
受
験
し
た
効
果
と
し
て
、「
入
試
を
想

定
し
た
時
間
配
分
の
練
習
に
な
っ
た
」「
志
望
校
選
び

の
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
生
徒
が

う
ま
く
模
試
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応
も
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、現
在
で
は
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」（
以

下
、
同
テ
ス
ト
）
に
向
け
た
教
師
の
目
線
合
わ
せ
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
主
導
し
て
い
る
の
は
、「
将
来
構
想

委
員
会
」
だ
。
元
々
は
国
際
教
養
科
の
特
色
化
を
目
指

し
て
設
け
ら
れ
た
会
議
体
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
学
校

＊１　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「S １」〜「D ３」の 15 段階がある。

生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
し
、

進
路
へ
の
意
識
づ
け
を
重
ね
る

３
年
間
の
指
導
の
流
れ
を
可
視
化
し
、

教
師
の
目
線
合
わ
せ
を
徹
底

大
阪
府
立
枚
方
高
校

東
　

大
介
　
あ
ず
ま
・
だ
い
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
将
来
構

想
委
員
会
委
員
長
。「
生
徒
に
と
っ
て
充
実
し
た
３

年
間
に
な
る
よ
う
指
導
を
工
夫
し
た
い
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

藤
本
信
吾
　
ふ
じ
も
と
・
し
ん
ご

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
生
徒
部

長
。「
い
つ
も
若
い
気
持
ち
で
生
徒
と
接
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

富
田
哲
司
　
と
み
た
・
て
つ
じ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
小
さ
な
『
疑
問
』
や
『
気
づ
き
』
が
生

ま
れ
る
授
業
を
心
が
け
る
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

前
出
和
彦
　
ま
え
で
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
首
席
。

保
健
主
事
。「
奇
跡
を
願
う
よ
り
、
努
力
の
軌
跡
を

残
す
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校
校
長

松
浦
正
明
　
ま
つ
う
ら
・
ま
さ
あ
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
成
長
さ
せ
、
将
来
の
夢
に
近
づ
く
よ

う
導
い
て
い
き
た
い
」
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全
体
の
指
導
を
検
討
す
る
場
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

松
浦
正
明
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
同
テ
ス
ト
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
全

教
師
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
対
策
を
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
若
手
教
師
を
中
心
に
７
〜
８

人
に
委
員
を
任
せ
、
今
の
う
ち
か
ら
指
導
を
絶
え
ず

点
検
・
改
善
で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
15
年
度
に
完
成
し
た
「
枚ひ

ら

高こ
う

マ
ッ
プ
」（
図

１
）
に
は
、
３
年
間
に
行
う
学
習
指
導
や
進
路
指
導
、

生
徒
指
導
の
内
容
や
目
的
、
育
て
た
い
生
徒
像
と
の
関

係
性
な
ど
を
図
式
化
し
た
。
そ
の
意
図
を
、
将
来
構
想

委
員
会
委
員
長
の
東

あ
ず
ま

大
介
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
指
導
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
課
題
の

発
見
、
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
事
や
部
活
動
な
ど
も
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

本
校
な
ら
で
は
の
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
を
講
師
と
す
る
全
４
回
の
研
修
会
を
行
っ
た
。
７

割
近
く
の
教
師
が
研
修
会
に
参
加
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の

指
導
に
つ
い
て
、
目
的
や
行
う
べ
き
時
期
な
ど
を
話
し

合
っ
た
り
、
課
題
や
改
善
案
な
ど
を
書
き
出
し
た
り
す

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
。
将
来
構
想
委
員

会
で
は
、
そ
う
し
て
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
集
約
し
、

形
に
し
て
い
っ
た
。
試
案
が
で
き
る
と
、
職
員
会
議
で

改
め
て
検
討
し
、
加
筆
・
修
正
を
経
て
完
成
さ
せ
た
。

　「
意
見
の
す
り
合
わ
せ
を
重
ね
た
こ
と
で
、
ど
の

先
生
に
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
も
の
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
学
校
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
も
、
教
科
や

分
掌
の
枠
を
超
え
て
共
通
認
識
が
深
ま
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
東
先
生
）

　

16
年
度
か
ら
は
、
教
科
指
導
の
目
線
合
わ
せ
と
し
て

「
教
科
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。
そ

れ
は
、
各
教
科
・
科
目
の
単
元
ご
と
の
学
習
時
期
、
生

徒
の
到
達
目
標
な
ど
の
一
覧
で
、
教
科
団
が
合
議
し
て

作
成
す
る
。
当
初
は
シ
ラ
バ
ス
の
よ
う
な
詳
細
な
も
の

に
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
教
師
が
状
況
に
応
じ
て
工
夫

で
き
る
よ
う
に
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
示
す
こ

と
に
し
た
。
以
前
は
、
同
じ
教
科
・
科
目
で
も
学
年
に

確かな学力を身につけた生徒
学ぶ喜びの生成

グローバルな視点で考え、行動する生徒
ローカルからグローバルへ

３
年
生

３
月 卒業式

２
月

１
月

学年末考査
センター試験
３学期始業式

12
月

２学期終業式
２学期末考査

１１
月

人権ＨＲ（総括）
進研模試

１０
月

進研模試
進路ＨＲ（入試）
人権ＨＲ
２学期中間考査

９
月

進研模試
センター説明会
指定校決定者説明会
進路ＨＲ（公募入試）
文化祭
２学期始業式

授業を大切に
し、学校で勉
強 するという
意識を崩させ
ない。

受験前講習を活用させる。

進路実現 多様な価値観の形成

限界に挑戦

粘り強く学習

志望校をぐらつかせない
外国語理解の能力

ディベート活動

外国語表現の能力

授業優先の学習の徹底

進
路
実
現

１
年
生

11
月

２学期末考査
人権ＨＲ
進路ＨＲ（入試概要）
科目選択調査
進研模試

10
月

コース選択説明会
２学期中間考査

9
月

文化祭
２学期始業式

８
月

スタディーサポート②
オーストラリア滞在研修
夏休み

７
月

１学期終業式
１学期末考査

６
月

懇談週間
選択科目調査
体育祭

５
月

進路ＨＲ
１学期中間考査
学習ＨＲ

４
月

人権ＨＲ
遠足
スタディーサポート①
新入生歓迎ＯＲ
対面式
入学式

得意科目の養成

基礎学力の診断／
学習習慣の見直し

リスニング力・発音力の強化

多文化共生

英語を恐れない

授業に慣れる

学
習
習
慣
の
定
着

多くの生徒が進学する中で、大学・専門学校というのはどういった
もので、どういった科目が必要なのか、また、どれくらいのお金が
必要であるのかなど、一般的な話をする。その中で、生徒たちに
進学というものをイメージさせ、生徒たちの学習への意欲を高める。

スタディーサポートの結果を基に振り返りシートを作成
し、個別の課題に取り組ませる。

スタディーサポート等を活用し、進
んで学ぶ習慣を身につけさせる。

文系・理系を知り、考えさせる。

夏期講習に積極
的に参加させる。

三者懇談により生徒の状況・
情報を保護者と共有する。

国際教養科は CALL（※１）を使った授業によ
り生徒のリスニング力、発音力を強化させたり、
CLPS（※２）の授業でネイティブによる少人数
展開授業を実施している

ＮＥＴ（※３）の常駐により、常にネイティブの先生と
接する機会を生徒たちに与え、英語をより身近な存
在にさせる。遅刻指導を通して、チャイム即授業

の徹底を図る（学習習慣の定着）。

中学校の勉強から
高校の学習に切り
替えさせる。

「枚高マップ」（抜粋）図１

同校が掲げる３つの生徒像「確かな学力を身につけた生徒」「グローバルな視点で考え、行動する生徒」「豊
かな人間性を持った生徒」に応じて指導を３系統に分類。１年生４月〜３年生３月まで、各時期の指導ポイ
ントを明記している。

※１　「Computer Assisted Language Learning」の略で、コンピューター援助による英語学習。
※２　CL は「CALL」、P は「Pair」、S は「Solo」の略。
※３　大阪府外国語（英語）指導員。

＊学校資料を基に編集部が一部改編

34 June 2017

Q7-313-00 2017 年度　VIEW21高校版 6月号 34頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
06/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P32-35_view21koukou-6g.indd   34 17/06/02   17:46



よ
っ
て
授
業
内
容
や
進
度
に
違
い
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
構
想
委
員
会
が
作
成
を
提
案
し
た
。
全
体
で

合
意
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
が
、
粘
り

強
く
協
力
を
お
願
い
し
た
と
い
う
。

　「
先
生
方
の
合
意
が
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
、
取
り

組
み
を
前
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

生
徒
の
た
め
に
教
科
指
導
を
体
系
化
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
先
生
方
に
直
接
伝
え
、
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
」（
東
先
生
）

　

国
語
・
数
学
・
英
語
で
は
16
年
度
内
に
完
成
さ
せ
て

17
年
度
か
ら
の
活
用
を
、
そ
の
他
の
教
科
で
は
17
年
度

内
に
完
成
さ
せ
て
18
年
度
か
ら
の
活
用
を
予
定
し
て
い

る
。
同
テ
ス
ト
を
見
据
え
た
指
導
方
針
も
明
記
し
て
徹

底
を
図
り
、
例
え
ば
国
語
で
は
、
３
年
間
を
通
し
て
記

述
問
題
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　「『
書
く
力
』
の
育
成
を
通
し
て
、生
徒
の
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
同
テ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、
現
行
制
度
に
お
け
る
大
学
入
試
に
も
し
っ
か
り

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
富
田
先
生
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
校
で
共
有
し
よ
う
と
、
将
来

構
想
委
員
会
の
委
員
を
始
め
、
若
手
教
師
が
公
開
授
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

戸
惑
っ
て
い
た
教
師
も
、
公
開
授
業
を
見
学
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
次
第
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　「
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
先
生
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
公
開
授
業

を
通
し
て
機
材
の
操
作
が
簡
単
な
こ
と
に
気
づ
き
、

自
分
に
も
使
え
そ
う
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
を
目
の
あ
た

り
に
し
た
こ
と
も
、
先
生
方
の
意
識
変
化
を
促
し
た

と
思
い
ま
す
」（
前
出
先
生
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
板
書
の
時
間
な
ど
が
効
率

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
考
え
を
深
め
た
り
、
生
徒

同
士
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る

時
間
を
、
多
く
の
教
師
が
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
ら
に
推
進
す

る
予
定
だ
。
ベ
テ
ラ
ン
教
師
に
も
公
開
授
業
を
行
う
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
、
前
出
先
生
は
話
す
。

　「
効
果
的
な
発
問
や
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め

る
解
説
と
い
っ
た
、
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
指
導
の

コ
ツ
を
、
若
手
の
先
生
に
し
っ
か
り
伝
承
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
授
業
が
よ
り
充
実
し
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

段
階
的
な
指
導
改
善
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
第
１
志
望
校
を
一
般
入
試
で
受
験

す
る
生
徒
が
増
え
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
生

徒
も
、
資
格
試
験
の
学
習
な
ど
に
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
大
学
入
学
後
に
備
え
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
生
徒

の
生
活
態
度
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
評
価

も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
中
学
校
を
訪
問
す
る
と
、
先
生
方
か
ら
『
御
校

は
変
わ
り
ま
し
た
ね
』と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

本
校
を
志
望
し
た
理
由
と
し
て
、『
勉
強
も
部
活
動

も
頑
張
り
た
い
か
ら
』
と
答
え
る
新
入
生
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
富
田
先
生
）

　

ま
た
、
16
年
度
卒
業
生
で
は
、
２
年
生
の
う
ち
に
志

望
校
を
決
め
て
い
た
生
徒
が
65
％
い
た
が
、
そ
れ
は
過

年
度
生
に
比
べ
て
約
10
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
で
、
進
路
意

識
の
向
上
が
う
か
が
え
る
。

　
「
枚
高
マ
ッ
プ
」
や
「
教
科
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
よ
り
、

教
師
の
目
線
合
わ
せ
も
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
地
歴

公
民
科
で
は
、
以
前
は
担
当
教
師
ご
と
に
定
期
考
査
の

問
題
を
作
成
し
て
い
た
が
、
17
年
度
か
ら
同
学
年
で
は

共
通
問
題
も
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　「
先
生
方
が
話
し
合
っ
た
り
、
教
材
を
共
有
し
た

り
す
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

互
い
の
授
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
、
授
業
改

善
の
原
動
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
」（
前
出
先
生
）

　

一
方
で
課
題
と
し
て
、
１
・
２
年
生
に
お
け
る
家
庭

学
習
時
間
の
伸
び
悩
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
各

教
科
・
科
目
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
学
習
課
題

の
分
量
や
出
し
方
な
ど
を
工
夫
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

松
浦
校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
、
全
校
を
挙
げ
て
一
歩
ず
つ
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
成
果
を
得

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
目
の
前
の
生
徒
、
そ

し
て
将
来
の
生
徒
の
た
め
に
、
先
生
方
と
し
っ
か
り

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

大阪府立枚方高校

全
校
を
挙
げ
て
の
指
導
改
善
を

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
が
、

教
師
の
意
識
を
変
え
た
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３
年
生
の
担
任
を
務
め
た
際
、
す
べ
き
こ

と
が
多
く
、
空
回
り
し
が
ち
な
こ
の
時
期
の

生
徒
が
、
学
習
の
優
先
順
位
を
整
理
し
、
夏

休
み
に
向
け
た
学
習
習
慣
の
確
立
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
弱
点

克
服
の
た
め
の
学
習
計
画
シ
ー
ト
を
活
用
し

て
き
た
藤
澤
先
生
。
シ
ー
ト
に
書
か
れ
た
内

容
を
基
に
、
個
人
面
談
を
実
施
し
、
学
習
法

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。
記
入
の
負
担
が

大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
シ
ン
プ
ル
な
書
式

と
し
た
が
、
生
徒
が
記
入
す
る
内
容
が
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
藤
澤
先
生
の
担

当
教
科
で
あ
る
英
語
以
外
の
学
習
法
は
、
都

度
、
教
科
担
当
の
教
師
に
藤
澤
先
生
が
確
認

し
た
た
め
指
導
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

検討メンバー

7月末までの学習計画シート

自分の弱点（３つ）
弱点克服のための計画

具体的な教材名 いつまでにやるか 高知県・私立土佐塾中学・高校
藤澤佑介先生提供
「３年生　夏休み前
弱点克服シート」

Before

改良！指
導ツール

高知県・私立
土佐塾中学・高校　

藤澤佑介
ふじさわ・ゆうすけ

東京都立
青山高校　

鎌田邦広
かまだ・くにひろ

長野県
屋代高校・
附属中学校

宇都宮　仁
うつのみや・じん

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、３年生が夏休みに向けて、学習の優先順位を
見極めるための「弱点克服シート」について検討する。

生
徒
、
教
師
双
方
に
と
っ
て

負
担
の
少
な
い
シ
ー
ト
を
目
指
す

多忙感や焦りなどから、何を
優先的に学習すればよいか分
からなくなってきた夏休み前の
３年生に、今すべきことを整理
させたい
担当教科以外についても、学
習面で課題を抱える生徒を見
つけ、担任が適切にアドバイス
できる仕組みをつくりたい

課題

ツール 提供者

1

2
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教
科
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
、
偏
り
の
な

い
学
習
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
、
入
試
で
必

要
と
な
る
教
科
に
つ
い
て
記
述
欄
を
用
意
し

た
。
ま
た
、
各
教
科
担
当
の
教
師
が
「
こ
の

時
期
に
取
り
組
み
た
い
学
習
」
を
述
べ
た
も

の
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
、
今
ど
の

よ
う
な
状
態
な
の
か
を
自
己
評
価
す
る
指
標

と
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
各
教
科

に
お
い
て
、
学
習
状
況
の
自
己
評
価
を
基
に
、

現
時
点
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
振
り
返
る
こ

と
で
、「
夏
休
み
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
何
か
」「
ど
の
教
材
を
使
っ
て
強
化
す
る

の
か
」
を
生
徒
自
身
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
し
た
。な
お
、こ
の
シ
ー
ト
の
位
置
づ
け
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
記
載
事
項
を
基
に
し
た
面

談
を
行
っ
て
完
結
す
る
も
の
と
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

弱点克服シート

この時期に
取り組みたい学習
（教師が記入）

現時点までの振り返り
▶
▶
▶
左
記
を
踏
ま
え
て
の
８
月
末
ま
で
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
　
▶
▶
▶

８月末までの展望

今の学習状況
の自己評価

すべきことのうち、
しっかりできたこと

すべきことのうち、思い
通りにできなかったこと

どの教材を使って、何を勉強
するか（どんな力を伸ばすか）

優先
順位

国
語 A・B・C

地
歴
・
公
民

A・B・C

数
学 A・B・C

理
科 A・B・C

英
語 A・B・C

Ａ　すべきことを理解し、順調に学習を進めている
Ｂ　すべきことを理解し、学習に取り組み始めたところ
Ｃ　すべきことが分からない

教師からのアドバイスを基に、
自己評価させる

教師からのアドバイスを指標に、現時点
までの学習状況を生徒自身に「できたこ
と」「できなかったこと」の視点で振り
返らせる。担任は、担当以外の教科で
課題を抱える生徒を見つけやすくなる。

現時点までの成果と課題から
優先順位を明確にさせる

教科バランスを意識させながらも、最も
力を入れるべきことを明確にさせるため、
現時点までの学習状況の振り返りを基
に、教材名、強化する単元や分野、学
習の優先順位を生徒自身に決めさせる。

After

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

1 2

弱点克服シート３年生
夏休み前

現
時
点
ま
で
の
成
果
と
課
題
か
ら

す
べ
き
こ
と
を
あ
ぶ
り
出
す

改
良
ポ
イ
ン
ト

21
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受
験
の
天
王
山
で
あ
る
夏
休
み
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
に
も
、
夏
休
み
前
に
自
分
の

学
習
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の

す
べ
き
こ
と
の
中
か
ら
優
先
順
位
を
自
分
で

明
確
に
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
学
校
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

そ
の
上
で
「
学
校
行
事
や
部
活
動
、
日
々
の

学
習
で
忙
し
い
生
徒
に
負
担
は
か
け
な
い
も

の
に
し
た
い
」「
計
画
通
り
に
や
れ
な
か
っ
た

時
に
そ
の
こ
と
自
体
に
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
」「
書
か
せ
る
こ
と
以

上
に
、
面
談
で
担
任
と
語
り
合
う
こ
と
が
重

要
」
と
い
っ
た
認
識
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
と
詳

細
に
書
か
せ
る
こ
と
な
く
、
優
先
す
べ
き
事

項
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
書
式
と
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

生
徒
が
自
分
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
優

先
順
位
を
見
極
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
担

任
が
担
当
教
科
以
外
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
や

す
い
よ
う
に
、各
教
科
担
当
の
教
師
か
ら
「
こ

の
時
期
に
取
り
組
み
た
い
学
習
」
に
関
す
る

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

情
報
の
受
け
手
で
あ
る
生
徒
へ
の
メ
リ
ッ
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
学
年
団
の
教
科
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
や
指
導
力
の
底
上
げ

も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、

第
１
志
望
校
を
宣
言
さ
せ
た
り
、
保
護
者
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
設
け
た
り
し
て
も
よ
い

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 あらかじめ、各教科担当の教師から
学習アドバイスを収集し、まとめる

2 シートを配布。生徒は、現時点までの
学習状況と成果、課題を自己評価

3 優先的に取り組む教科や教材、
強化したいことを可視化する

4 シートの内容を基に面談を実施し、
夏休みに向けた態勢づくりを行う

改良！指
導ツール

活用の流れ

3年生　夏休み前　弱点克服シート

す
べ
き
こ
と
の
中
か
ら

優
先
順
位
を
明
確
化

　

３
年
生
と
い
え
ど
も
、
こ
の
時
期
、

自
分
の
状
況
と
す
べ
き
こ
と
を
客
観
的

に
捉
え
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
校
の
３
年
生
の
多
く
は
、７
月
に
は

学
校
行
事
も
一
段
落
し
、
気
持
ち
の
面
で
は
受
験

生
へ
の
切
り
替
え
は
済
ん
で
い
ま
す
が
、
自
分
が

決
め
た
学
習
の
優
先
順
位
に
「
本
当
に
こ
れ
で
よ

い
の
か
」
と
不
安
を
感
じ
、
や
ら
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
ま
で
手
を
出
し
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、生
徒
が
自
分
を
振
り
返
り
、

軌
道
修
正
す
る
機
会
と
し
て
、
こ
の
シ
ー
ト
を
活

用
し
た
面
談
は
重
要
な
指
導
だ
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
夏
休
み
を
前
に
、少
し
息
切
れ
し
始
め
て
い

る
生
徒
が
、面
談
を
通
し
て
「
優
先
順
位
の
つ
け
方
」

を
こ
の
時
期
に
学
ぶ
こ
と
は
、
夏
休
み
の
過
ご
し

方
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
は
ず
で
す
。

　

懸
案
だ
っ
た
自
分
の
担
当
以
外
の
教
科
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
各
教
科
担
当
の
教

師
か
ら
の
「
こ
の
時
期
の
学
習
法
と
教
材
」
な
ど

を
別
紙
に
ま
と
め
て
、
こ
の
シ
ー
ト
と
一
緒
に
配

布
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
担
当
以
外
の

教
科
の
学
習
指
導
で
は
教
師
の
経
験
も
問
わ
れ
ま

す
の
で
、
別
紙
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
経
験
の
浅

い
教
師
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
も
思
い
ま
す
。

藤
澤
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
英
語
科
教

科
部
長
。「
教
師
が
伸
び
れ
ば
生
徒
も
伸
び
る
。チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
忘
れ
な
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
名
古
屋

大
、
京
都
大
、
神
戸
大
な
ど
に
61
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田

大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
４
９
人
が
合
格
。

「やらなくてもよいこと」を見極める手助けを
高知県・私立土佐塾中学・高校　藤澤佑介　ふじさわ・ゆうすけ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確
認をお願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

本
校
は
、
８
月
末
に
は
文
化
祭
が
あ

り
、
３
年
生
は
舞
台
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
校
外
か
ら
８
０
０
０
人
の
観

客
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
こ
の
舞
台

の
た
め
に
本
校
を
志
望
し
た
生
徒
も
い
ま
す
。
私

た
ち
も
文
化
祭
を
や
り
抜
く
こ
と
で
受
験
生
に
切

り
替
わ
る
の
だ
と
見
守
っ
て
い
ま
す
が
、
最
低
限

す
べ
き
こ
と
を
整
理
す
る
自
己
管
理
能
力
も
生
徒

に
は
不
可
欠
で
す
。
夏
休
み
前
に
は
、
受
験
生
と

し
て
の
学
習
法
の
模
索
は
済
ま
せ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。学
習
に
対
す
る
不
安
や
悩
み
は
、
生
徒

自
身
が
克
服
す
る
も
の
で
す
か
ら
、こ
の
シ
ー
ト
の

よ
う
に
、
自
分
の
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
気
軽

に
書
く
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
面
談

で
教
師
と
と
も
に
整
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
教
科
担
当
の
教
師
か
ら
こ
の
時
期
の
学
習
法

を
ま
と
め
る
際
、
私
な
ら
、
自
分
が
聞
き
取
り
し

ま
す
。
３
年
生
の
担
任
と
し
て
教
科
担
当
の
教
師

と
生
徒
像
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
書
く
方
が
、
よ

り
生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
学
習
法
が
紹
介
で
き
そ

う
で
す
。
文
系
の
先
生
に
理
数
科
目
を
ど
う
克
服

し
た
の
か
な
ど
、
あ
え
て
違
う
教
科
の
先
生
に
聞

き
取
り
し
て
も
よ
い
で
す
ね
。

　

本
校
の
３
年
生
も
こ
の
時
期
は
文
化

祭
、
高
校
総
体
で
忙
し
く
、
夏
休
み
に

向
け
て
日
々
を
ど
う
過
ご
す
か
は
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
多
忙
な
中
で
も
二
兎
、

三
兎
を
追
う
こ
と
で
、
社
会
に
出
て
も
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
生
徒
に
は
伝
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、生
徒
を
支
え
る
私
た
ち
教
師
は
、

生
徒
に
詳
細
な
計
画
は
求
め
ま
せ
ん
。
計
画
通
り

に
い
か
ず
に
苦
し
む
よ
り
も
、
何
を
や
っ
た
か
を

振
り
返
り
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
で

す
か
ら
、
学
習
状
況
を
簡
単
に
確
認
す
る
よ
う
に

し
た
の
は
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト
と
一

緒
に
、
各
教
科
担
当
か
ら
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ス
を

配
布
す
る
な
ら
、
既
に
学
年
通
信
な
ど
で
発
信
し

て
い
る
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
負
担
な

く
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
を
作
成
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

本
校
で
こ
の
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
場
合
、
保
護

者
が
担
任
へ
の
相
談
を
書
け
る
欄
を
設
け
る
な
ど
、

「
家
庭
と
の
連
携
」
の
工
夫
を
行
い
た
い
で
す
。
既

に
運
用
し
て
い
る
保
護
者
懇
談
用
シ
ー
ト
と
併
せ

て
使
い
、
子
ど
も
の
状
況
や
決
意
が
分
か
る
シ
ー

ト
に
保
護
者
が
目
を
通
す
こ
と
で
、
学
校
と
一
緒

に
子
ど
も
を
支
え
る
チ
ー
ム
化
が
進
み
そ
う
で
す
。

鎌
田
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
部
。

数
学
科
。「『
目
い
っ
ぱ
い
や
り
切
っ
た
！
』
そ
ん
な
最
高
の
笑
顔
で
卒
業
し
て
も
ら

い
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
京
工

業
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
58
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智

大
、
中
央
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
８
３
人
が
合
格
。

宇
都
宮
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
係
主
任
。
国
語
科
。 「
生
徒
の
『
直
観
』
と
『
情
熱
』
を
育
て
て
い
き
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東

京
工
業
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
１
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
７
９
人
が
合
格
。

学校行事に燃える生徒にマネジメント力を育む
東京都立青山高校　鎌田邦広　かまだ・くにひろ

保護者との連携を促進する機能も盛り込みたい
長野県屋代高校・附属中学校　宇都宮　仁　うつのみや・じん
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専
修
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
で

は
、
広
範
な
情
報
学
の
分
野
に
つ
い
て
実

践
的
な
問
題
解
決
を
通
し
て
学
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
軸
と

な
る
の
は
、
３
年
次
の
必
修
科
目
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
10

人
程
度
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
１
年
間
か

け
て
課
題
研
究
に
取
り
組
む
。

　

そ
れ
を
見
据
え
て
段
階
的
に
力
を
つ
け

ら
れ
る
よ
う
、
１
年
次
に
は
情
報
学
の

基
礎
を
学
び
な
が
ら
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
必
要
な
ス
キ
ル
の
獲
得
を
目
指
す
。

　
「
授
業
中
、
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
意
見

交
換
を
し
た
り
、
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
り

す
る
機
会
も
多
く
、
自
分
の
考
え
を
相
手

ネットワーク情報学部
ネットワーク情報学科３年
峯岸朋弥
みねぎし・ともや
東京都・私立桜丘中学・高
校卒業。プログラミングコン
テストで上位入賞を目指す。

ネットワーク情報学部
ネットワーク情報学科４年
仁木朋美
にき・ともみ
神奈川県立七里ガ浜高校
卒業。ビジネスコンテスト
で入賞。IT企業に就職予定。

ネットワーク情報学部
ネットワーク情報学科４年
永沼瑞穂
ながぬま・みずほ
神奈川県立横浜平沼高校
卒業。データ解析コンペで
入賞。大学院に進学予定。

実践的な問題解決を通して、実社会で
求められるスキルを段階的に学ぶ

専修大学 ネットワーク情報学部 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
を

１
年
次
か
ら
経
験

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

理論を学ぶ前に、
まず手を動かして考える
デザインの基礎を学ぶ授業では、立体物の作り方を学ぶた
め、最初に折り紙を使って立体物を作成しました。まず実
際に手を動かしながら考えることで、理論の理解もスムー
ズになります。（仁木さん）

活動の成果は発表会で披露
３年次に行う「プロジェクト」の活
動の成果は、展示物だけでなく、冊
子やウェブサイトにもまとめて発表
します。表現の仕方、コストやスケ
ジュール管理の重要性も学びまし
た。（永沼さん）外部コンテストに参加して

自分の実力を試す
学外でも問題解決に取り組む機会がたくさん
あります。学外の学生と技術を競い合う中で、
自分に足りない力を見つめ直すことができま
した。（峯岸さん）

40 June 2017

Q7-313-00 2017 年度　VIEW21高校版 6月号 40頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
06/02
南部

色
校
06/13
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P40-41_view21koukou-6g.indd   40 17/06/13   10:34



に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
永
沼
瑞
穂
さ
ん

は
語
る
。

　

２
年
次
に
な
る
と
、
８
つ
の
「
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
中
か
ら
１
つ
選
ん
で
学
び
を
深

め
て
い
く
。
３
年
生
の
峯
岸
朋
弥
さ
ん
は
、

「
私
は
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
』
を

選
択
し
ま
し
た
。『
ウ
ェ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
』
の
演
習
で
は
、
実
際
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
贈
答
品
注
文
サ
イ

ト
を
作
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
形
に

す
る
こ
と
の
面
白
さ
を
実
感
し
、
３
年
次

の
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
自
分
が
取
り
組

み
た
い
課
題
や
履
修
し
た
い
科
目
も
見
え

て
き
ま
し
た
」
と
語
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

新
商
品
企
画
を
立
案
し
た
り
、
経
営
課
題

を
分
析
し
た
り
し
て
、
実
践
的
な
内
容
を

演
習
形
式
で
学
ぶ
。

　

３
年
次
に
は
い
よ
い
よ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
、
研
究
・
開
発
の
共
同
作
業
を
行

う
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
研
究
テ
ー
マ
は
、

学
生
も
起
案
で
き
る
。
仁
木
朋
美
さ
ん
も
、

テ
ー
マ
を
起
案
し
た
学
生
の
１
人
だ
。

　
「
友
人
と
３
人
で
『
動
画
と
写
真
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
作
る
ス
マ
ホ

向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
』
を

起
案
し
ま
し
た
。
２
年
次
に
、
ウ
ェ
ブ
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
企
画

提
案
や
シ
ナ
リ
オ
作
成
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
の
が
、
企
画
内
容
を
具
現
化
す
る
の

に
役
立
ち
ま
し
た
」

　

ま
た
、
担
当
教
員
や
共
同
作
業
を
行
う

学
生
の
仲
間
も
、
自
分
た
ち
で
見
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
小
学
生
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
ソ
フ
ト
の
開
発
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
友
人
と
起
案
し
た
峯
岸
さ

ん
は
、
メ
ン
バ
ー
募
集
に
奔
走
し
た
。「
担

当
の
先
生
か
ら
、
同
じ
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

を
選
択
し
た
学
生
だ
け
で
は
よ
い
チ
ー
ム

に
な
ら
な
い
と
助
言
を
受
け
、
自
分
と
は

違
う
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
学
生
に
も
仲
間

に
加
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」　

　

８
つ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
分
か
れ
て

学
ん
だ
学
生
が
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
各
自
の
能
力
を
生
か
し
、
ま
た
足
り
な

い
部
分
は
補
い
合
っ
て
１
つ
の
も
の
を
つ

く
り
上
げ
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
様
々
な

困
難
が
あ
っ
た
と
永
沼
さ
ん
は
語
る
。　
　
　

　
「
や
る
気
が
あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人

の
作
業
量
に
差
が
つ
き
、
不
満
の
声
が
出

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
力
を
合

わ
せ
な
け
れ
ば
目
標
を
達
成
で
き
な
い
た

め
、
各
自
の
役
割
を
明
確
に
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
時
間
以
外
に

も
週
１
回
空
き
時
間
に
集
ま
り
、
自
宅
に

帰
っ
て
か
ら
は
ネ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

メ
ン
バ
ー
と
進
捗
を
確
認
し
ま
し
た
」　

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
し
て
、
実
社

会
で
も
起
こ
り
得
る
困
難
を
経
験
し
、
問

題
解
決
力
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も

必
要
な
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
を
身
に
つ
け
て
い
く
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
具
体
化
す
る
た
め
の
場
で
も
あ
る
。

仁
木
さ
ん
も「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果

物
が
学
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
認

め
ら
れ
、
就
職
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
。

　
「
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
て
、
企

業
か
ら
商
品
化
を
提
案
さ
れ
、
現
在
は
新

サ
ー
ビ
ス
を
共
同
研
究
中
で
す
。
企
業
の

目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
企
画
力
・
開
発
力

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
目
線
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
視
点
も
踏
ま
え
た
企
画
書
作
り

や
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
２
年
次
ま
で
に
学

ん
だ
こ
と
で
す
。
こ
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
若
手
で
も
企
画
開
発
に
携
わ
れ
る
Ｉ

Ｔ
企
業
に
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒

業
演
習
で
は
、『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
学

び
を
さ
ら
に
深
め
、
就
職
後
に
生
か
し
て

い
き
た
い
で
す
」（
仁
木
さ
ん
）　　

　

１
年
次
か
ら
、
実
社
会
を
意
識
し
た
問
題

や
課
題
を
与
え
、
知
識
を
活
用
す
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、
２
年
次
の
「
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
の
演
習
で

は
、
お
菓
子
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ

ン
（
＊
）
を
す
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
お
菓
子
の
製
造
過
程

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
た
り
、
パ

テ
ィ
シ
エ
の
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
お

菓
子
と
人
と
の
関
係
性
を
探
り
、
チ
ー
ム
で

１
つ
の
デ
ザ
イ
ン
に
ま
と
め
て
い
く
の
で
す
。

　

ま
た
、
学
び
を
教
室
内
や
学
内
で
終
わ
ら

せ
な
い
た
め
に
、
学
外
コ
ン
ペ
な
ど
へ
の
参

加
を
推
奨
し
、
学
生
の
目
を
外
に
向
け
さ
せ

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
学
生
の
中
に

は
、
本
学
部
が
第
１
志
望
で
は
な
か
っ
た
学

生
も
少
な
く
な
い
た
め
、
学
外
で
も
自
分
の

力
を
試
し
、
成
長
を
実
感
で
き
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
で
、
社
会
に
出
る
前
に
自
信
を
つ

け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
得
た
能
力
を
自
信

を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
逆
指
名
を
受
け
て

就
職
を
決
め
る
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
４
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、
自
分
の
強

み
を
企
業
に
売
り
込
め
る
だ
け
の
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　人工物（モノやシステム）の見た目や形状だけでなく、人と人工物の関係性を考慮しながらデザインすること。

学
内
で
学
び
を
終
わ
ら
せ
ず

学
外
で
も
自
信
を
つ
け
さ
せ
る

大

の

い

学

思
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

教
授松永

賢
次

ま
つ
な
が
・
け
ん
じ

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
び
で

将
来
の
目
標
を
具
体
化
さ
せ
る

ビ
ジ
ネ
ス
に
不
可
欠
な
協
調
性
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
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就
実
大
学
経
営
学
部
で
は
、
２
年
次
後

期
に
４
か
月
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
ま
た
は
海
外
留
学
を
経
験
す
る
。
社

会
や
世
界
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、

自
分
に
足
り
な
い
力
に
気
づ
き
、
３
年
次

以
降
の
学
び
を
充
実
さ
せ
、
学
び
・
考
え

続
け
る
力
を
育
む
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

　

同
学
部
で
は
２
年
次
か
ら
、「
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
」（
以
下
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ス
）、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
」（
以
下
、グ
ロ
ー
バ
ル・コ
ー

ス
）
の
ど
ち
ら
か
に
所
属
す
る
。

　

２
年
次
後
期
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
海
外
留
学
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る
た

経営学部経営学科４年
グローバル・ビジネス・
マネジメントコース
金 紅海
きん・こうかい
吉林省延吉市第三高級中学
卒業。日本での就職を志望。

経営学部経営学科４年
リージョナル・ビジネス・
マネジメントコース
杉原範泰
すぎはら・のりやす
岡山県立瀬戸高校卒業。
メーカーでの勤務を志望。

間違いを恐れず積極的に話すことで、
実践的な英語力が向上
留学先では、ディスカッションなどで自分の考えを発信す
る機会が多かったです。最初はうまく英語を話せるか不安
でしたが、４か月間、周囲の学生が積極的に話す姿に刺激
を受け、自信を持って話せるようになりました。（金さん）

４か月間のインターンシップ・留学を
経験させ、学び・考え続ける力を育む

就実大学 経営学部

２
年
次
後
期
に
４
か
月
に
わ
た
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
留
学
を
経
験

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

企業を見る視点が
深く、シャープになりました
４か月いたからこそ、企業の表面的な印象ではな
く、事業内容や仕事のやりがいにも目が向くよう
になり、自分が働くことをイメージしながら就職
活動ができるようになりました。（杉原さん）

厳しい経験のすべてが
自分の成長につながります
地元企業のメーカーでインターンシップを経験。企
画書の締め切りに追われ、つらい思いもしましたが、
コンペに貢献でき、自分の成長も実感しました。３
年次以降の学びの指針にもなりました。（杉原さん）
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め
に
、
１
年
次
か
ら
５
〜
６
人
の
少
人
数

ゼ
ミ
で
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
指
導
し
、

大
学
で
の
学
び
方
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
基
礎
な
ど
を

学
ぶ
。
英
語
教
育
に
も
注
力
し
て
お
り
、

週
４
日
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教

員
に
よ
る
レ
ベ
ル
別
の
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

２
年
次
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主
と

し
た
経
営
学
の
専
門
分
野
の
学
習
も
行

う
。
杉
原
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
振
り
返
り
と
し

て
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
機
会
が
多
く
、
苦

労
し
ま
し
た
。
た
だ
、
３
年
次
以
降
は
、

自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
ま
と
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
１
年
次
か
ら
の
積
み
重
ね

が
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
２
年
次
の
グ
ロ
ー
バ
ル・コ
ー

ス
で
は
、
留
学
先
の
授
業
を
想
定
し
て
英

語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

も
学
ぶ
。

　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
学

生
は
、
岡
山
県
内
の
企
業
・
団
体
約
５０
社

の
中
か
ら
一
企
業
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
経
験
す
る
。
杉
原
さ
ん
は
大
手
学
生

服
メ
ー
カ
ー
で
、
一
社
員
と
し
て
営
業
活

動
に
参
加
し
た
。
高
校
の
制
服
コ
ン
ペ
に

向
け
て
は
、
企
画
書
作
成
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
行
っ
た
。

　
「
自
信
を
持
っ
て
上
司
に
提
出
し
た
企

画
書
が
何
度
も
突
き
返
さ
れ
、
厳
し
い
指

摘
を
受
け
て
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
別
の
コ
ン
ペ
に
勝
っ
た
時

に
は
、『
君
の
意
見
も
参
考
に
な
っ
た
』
と

言
わ
れ
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」（
杉
原
さ
ん
）

　

杉
原
さ
ん
は
、
企
画
提
案
の
難
し
さ
を

実
感
し
、
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
て
ロ
ジ

カ
ル
に
提
案
す
る
力
を
身
に
つ
け
た
い
と

考
え
、
３
年
次
か
ら
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
関
す
る
科
目
を
多
く
履
修
し
た
。

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
後
、
周
囲

の
学
生
が
、
授
業
中
に
積
極
的
に
発
言
し

た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
し
て
い
て
、
明
ら

か
に
意
識
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
」（
杉
原
さ
ん
）

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ス
に
進
ん
だ
学
生

は
、
世
界
各
国
の
提
携
校
へ
留
学
し
、
経

営
学
を
学
ぶ
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
や
学

業
成
績
な
ど
を
選
考
の
条
件
に
し
て
お

り
、
全
員
が
留
学
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
入
学
前
か
ら
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
諸

国
に
も
留
学
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
目
標
点
に
向
け
て
必
死
に
勉
強
し
、

１
年
間
で
ス
コ
ア
が
２
０
０
点
ほ
ど
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
」（
金
さ
ん
）

　

金
さ
ん
は
韓
国
・
公
州
大
学
に
留
学
し
、

現
地
の
学
生
や
留
学
生
と
と
も
に
国
際
金

融
学
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
英
語
力
以

上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要

性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　
「
留
学
先
に
は
ア
ジ
ア
圏
だ
け
で
な
く
、

世
界
中
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
多
様
な
価
値
観
の
人
が
い
る
中
で
自

分
の
意
見
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

相
手
の
考
え
を
認
め
て
、
受
容
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」（
金
さ
ん
）

　

留
学
を
通
し
て
、
多
様
性
を
認
め
て
組

織
を
動
か
す
手
法
に
関
心
を
持
ち
、
３
年

次
以
降
は
組
織
論
や
企
業
倫
理
学
を
重
点

的
に
履
修
。
卒
業
後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
す
る
日
本
企
業
に
就
職
す
る
と
い
う

目
標
も
で
き
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
深
め
る
中
で
、
学

生
が
自
ら
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な
る
目
標

を
定
め
て
前
進
し
て
い
く
。
同
学
部
で
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
留
学
と
い
っ
た

経
験
を
軸
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
学
生
に
学
び
・
考
え
続
け
る
姿
が
定

着
し
て
い
る
。

　

本
学
部
の
学
生
の
多
く
は
、
大
学
で
学
び

た
い
こ
と
や
卒
業
後
の
目
標
を
生
き
生
き
と

語
り
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

留
学
と
い
っ
た
経
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

自
分
に
足
り
な
い
こ
と
や
学
ぶ
べ
き
こ
と
、

そ
の
先
に
あ
る
卒
業
後
の
自
分
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
４
か
月

間
だ
か
ら
こ
そ
、
本
格
的
に
企
業
の
職
場
に

入
り
込
み
、
正
解
が
１
つ
で
な
い
問
い
と

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
過
程
で
の
試
行
錯
誤
を
通
し
て
、
学
生

は
卒
業
ま
で
に
何
を
す
べ
き
か
を
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
学
び
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
留
学
し
た
学
生
は
、
世
界
に
は
多

様
な
価
値
観
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
感
し
、

受
容
性
や
複
眼
的
な
視
点
な
ど
が
身
に
つ
い

て
い
き
ま
す
。

　

体
験
と
授
業
の
学
び
に
一
貫
性
を
持
た
せ

る
た
め
に
、
教
員
が
個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る

な
ど
、
少
人
数
教
育
な
ら
で
は
の
丁
寧
な
ア

プ
ロ
ー
チ
も
本
学
部
の
強
み
で
す
。今
後
も
、

岡
山
の
地
元
企
業
に
貢
献
す
る
実
地
有
用
な

人
材
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

広
い
視
野
を
持
っ
た
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

経
験
か
ら
学
ば
せ
て

主
体
性
を
引
き
出
す

大

の

い

学

思
副
学
長

経
営
学
部 

学
部
長

杉
山
慎
策

す
ぎ
や
ま
・
し
ん
さ
く

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
機
に

自
分
を
見
つ
め
直
す

留
学
を
通
し
て

英
語
力
よ
り
大
切
な
力
に
気
づ
く
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近
年
、「
育
て
た
い
生
徒
像
」
や
「
こ
れ

か
ら
の
指
導
」
に
つ
い
て
先
生
方
が
話
し
合

う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会

の
変
化
を
受
け
て
教
育
の
あ
り
方
が
変
わ
る

中
で
、
先
生
方
に
も
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、

経
験
や
年
齢
を
超
え
て
、「
10
年
後
の
自
校

の
姿
」「
そ
の
実
現
の
た
め
の
教
育
」
を
自

由
闊か

っ

達た
つ

に
話
し
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
教
育

環
境
の
変
化
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
だ
け
を
基
に
し
た
対

応
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
の
教
師
が
考
え
を
自
由

に
語
り
合
い
、
深
め
合
う
よ
う
な
場
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
に
限
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な

集
団
で
も
、通
常
の
会
議
で
は
立
場
や
年
齢
、

経
験
が
勝
る
者
が
話
し
合
い
を
過
剰
に
リ
ー

ド
し
が
ち
で
す
。「
こ
こ
は
自
由
闊
達
な
話

し
合
い
の
場
に
し
た
い
」
と
い
う
時
は
、
会

議
・
研
修
を
企
画
・
運
営
す
る
者
が
、
そ
の

場
の
全
員
が
話
し
や
す
く
な
る
環
境
を
意
図

的
に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
工

夫
の
１
つ
が
対
話
の
心
得
の
提
示
で
す
。

自由な対話の場をつくる方法

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　山口 覚
さとる 行政、教育機関、地域、企業など、様々な場で対話を促進し、構成員が主体的に課題に取り組む集団づくりを支援するファ

シリテーターとして活躍。津屋崎ブランチ LLP 代表／ LOCAL&DESIGN（株）代表取締役。

「総合的な学習の時間」の検討
委員会に 20 代教師が複数参加し

ています。「思ったことを自由に」と発言
を促すのですが、「まだよく分かりません」
といった態度で、一度も発言しないこと
もあります。若手ならではの意見を期待し
ているのですが……。　　 （40 代・男性）

学年団の会議では、一部のベテ
ランの発言が多くなりがちです。

経験を通して培った知見を後輩に伝えよ
うという気持ちは分かりますし、年長者
の話は説得力もあります。だからこそ、な
おさらほかの教師が発言しづらくなってい
るように感じます。　　　　 （40 代・男性）

自
由
な
話
し
合
い
に
は

配
慮
や
工
夫
が
必
要

現
場
の
教
師
の
体
験
か
ら

現
状
と
課
題
を
探
る

現場の
声より

テーマ

このほかにも
こんな声が…

•

大
人
数
の
話
し
合
い
な
の
に
、
発
言
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
も
同
じ
人
に
集
中

•

気
軽
に
話
す
雰
囲
気
が
つ
く
れ
な
い

•

昔
は
雑
談
の
中
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
の
に
…
…

•

ほ
か
の
教
科
や
異
な
る
世
代
の
先
生
と
話
す
時
間
が
少
な
い

•

若
い
先
生
が
中
心
と
な
る
場
を
つ
く
り
た
い

11

22

Case 1	  ベテランばかりが発言するCase 2	  若手が本音を語らない
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次
回
の
テ
ー
マ

　
会
議
の
中
に
自
由
な
対
話
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
心
得
の
提
示
に
加
え
、
自
由
な
対
話

が
こ
の
場
で
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
、
司
会
・

進
行
役
が
説
明
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
自
由
な
対
話
の
目
的
は
、
互
い
の
価
値
観

や
経
験
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
新
し
い
気
づ

き
を
得
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分

の
経
験
や
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ

ず
、
他
者
の
考
え
に
耳
を
傾
け
、
必
要
で
あ

れ
ば
自
説
を
変
え
る
こ
と
も
よ
し
と
し
ま

す
。
自
分
の
意
見
を
最
後
ま
で
貫
こ
う
と
す

る
討
論
と
、
対
話
が
決
定
的
に
異
な
る
の
は

こ
の
点
で
す
。
討
論
が
必
要
な
場
面
は
学
校

現
場
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
存
在
し
ま
す

が
、
会
議
・
研
修
が
「
対
話
型
」
で
あ
る
べ

き
だ
と
判
断
し
た
時
は
、
司
会
・
進
行
役
が

「
こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
は
、
自
分
の
気
持

ち
や
考
え
に
で
き
る
だ
け
こ
だ
わ
ら
ず
、
む

し
ろ
、
考
え
が
変
わ
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま

し
ょ
う
」
と
明
言
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　「
心
得
」
や
「
対
話
が
必
要
な
理
由
」
を

繰
り
返
し
伝
え
る
う
ち
に
、
会
議
・
研
修
は

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

対
話
型
の
会
議
で
は
自
分
の

考
え
の
変
化
を
よ
し
と
す
る

自
由
闊
達
に
自
分
の
考
え
を
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
次
は
お
互
い
の
考
え
を
深
め
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
大
勢
か
ら
同
意
を
得
ら
れ
る
「
正
論
」
が
出
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
安
易

に
受
け
入
れ
て
議
論
を
収
束
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
多
角
的
に
思
考
を
深
め
合
う
方
法
を
取
り
上
げ
ま
す
。

自由な対話のための心得を提示する
話し合いを始める前に、司会・進行役が下記のような「心得」を参加者全員に提示します。
その際、「ルールを守ることによるメリット」を参加者に説明することが重要です。

断定・否定を
しないで！

ひらめきと
沈黙を
歓迎しよう！

時間は
全員のもの！

司会・進行役によるメリットの説明例▶▶　「人は異なる意見を前
にすると、自分の意見を押し通したり、他者の意見を否定したり
したくなる。しかし、自分だけが正しいと思い込まず、『相手はな
ぜそう思うのか』と考えることで思考が深まる。ベテランが『自分
と違う意見を聞きたい』と促すことで異論が出やすくなる」

司会・進行役によるメリットの説明例▶▶　「意見は整理されて
いなくても構わない。ひらめきはほかの人の思考を刺激する可能
性がある。特に若手は、考えがまとまらなくてもまずはつぶやこ
う。一方、話し合いで気づいたことを整理するのには時間がかか
る。お互いに発言を急がず、沈思黙考を見守り合うことも大切だ」

司会・進行役によるメリットの説明例▶▶　「時間はこの場にいる
全員の共有物である。『自分が話している時は、ほかの人の時間
を借りている時』と一人ひとりが自覚してほしい。１人だけが発
言のチャンスを独占せず、たくさんの人に発言してもらいたい」

心得は全員の視界に入りやすい形で示す
上記のような対話の心得は、口頭で説明しただけではなかな
か参加者に定着しません。特に話し合いが盛り上がってくると、
つい相手を説得したくなり、相手の話に耳を傾けるのが難しく
なります。そこで、常に全員の目に入るような場所（ホワイトボー
ドや黒板など）に「会議（対話）の心得」を明記しておきます。
話し合いが始まる前に、心得を丁寧に説明することで、対話の
姿勢が徐々に参加者に身につきます（右の写真は、高校の教
師や自治体職員、研究者、学生が「教育と地方創生」をテー
マに話し合った際に、ホワイトボード上で示した心得の例です）。

＜学校現場の例＞アクティブ・ラーニングについて学年横断で話し合った際に、「否定・断定し
ない」「異論と沈黙を歓迎する」といった心得が提示されました。黙っていてもよいし、まとま
らなくても話してよいと司会に最初に言ってもらえたことで、『今回の会議はそういう場なのだ』
と気持ちが楽になりました。普段は話をする機会がなかった他教科の先生とも気軽に話がで
きて、手法が違うけれど育てたい生徒像は実は同じだと分かり、うれしくなりました。（40 代・女性）

※「
心
得
」の
内
容
や
数
は
、

　
参
加
者
に
応
じ
て
変
え
る
（
写
真
）

会議
運営の
配慮

K E Y- P O I N T
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
今
ま
さ
に
社
会

に
必
要
と
さ
れ
、
今
後
も
発
展
し
て
い
く

領
域
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
ニ
ー
ズ
拡
大
は
、

従
来
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
た
企
業
だ
け
の
動
き
で

は
な
い
（
図
）。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進

セ
ン
タ
ー
長
の
岩
崎
学
教
授
は
、
そ
の
広

が
り
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
デ
ー
タ
は
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
と

し
て
、
官
庁
や
自
治
体
に
お
け
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
政
策
や
公
共
サ
ー
ビ

　
「
第
４
次
産
業
革
命
」
と
言
わ
れ
る
現
代

で
は
、
社
会
の
隅
々
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
行
き
渡
り
、
多
種
多
様
な
情
報
が
デ
ー

タ
化
さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ

れ
は
、
数
値
で
表
さ
れ
る
情
報
だ
け
で
は

な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書
き
込
ま
れ
た
文
章
、

医
療
現
場
に
お
い
て
内
視
鏡
で
撮
影
し
た

画
像
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
分
か
る
移
動
経
路
な
ど
、

す
べ
て
の
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
分
析
し
、
問
題
点
を
見
つ
け
て

解
決
策
に
結
び
つ
け
た
り
、
未
来
の
動
き

を
予
測
し
、
そ
の
対
応
に
役
立
て
た
り
と

い
っ
た
よ
う
に
、
課
題
解
決
や
新
た
な
価

値
の
創
造
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
、
研
究
す
る
学
問
だ
。

　

２
０
１
８
年
４
月
に
首
都
圏
初
の「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
」
を
新
設
す
る
横
浜

市
立
大
学
の
窪
田
吉
信
学
長
は
、
こ
う
説

明
す
る
。

　
「
今
ま
で
目
に
見
え
な
か
っ
た
情
報
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
化
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
、

大
量
に
蓄
積
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
気
運

が
こ
こ
数
年
で
急
速
に
高
ま
り
ま
し
た
。

2018年4月、横浜市立大学に学部新設予定

ビッグデータ時代に注目の学問
「データサイエンス」とは？

モノとモノとがつながるIoT（＊１）や人工知能の発達による第４次産業革命の結果、
今後なくなる職業が多くあると言われる中、ますます重要性が高まっているのが、

「データサイエンス」のスペシャリストだ。
IoTから日々蓄積される膨大なデータの中から、必要なデータを見分け、結びつけて分析し、

社会課題の解決や新たな価値の創造に生かしていく人材の育成が期待されている。
データサイエンスを学ぶ学部を新設する横浜市立大学と、業務にデータを活用する企業に、

データサイエンスの学問内容や求められる力などについて聞いた。

横
浜
市
立
大
学　
学
長

窪
田
吉
信
　
く
ぼ
た
・
よ
し
の
ぶ

横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
副
病
院
長
、
学
術
院
医
学
群
長
、

副
学
長
等
を
経
て
、２
０
１
４
年
４
月
か
ら
現
職
。医
学
博
士
、

専
門
分
野
は
泌
尿
器
科
学
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
と
と
も
に

活
用
の
気
運
が
高
ま
る

政
策
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も

活
用
さ
れ
る
デ
ー
タ
分
析

＊１　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や
情報収集などを行うこと。
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立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
救
急
車
の
適

切
な
台
数
と
配
置
場
所
を
割
り
出
す
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
救
急
医
療
に
結
び
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
」

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
重
要
度
の
高
ま

り
は
世
界
的
な
動
き
で
あ
り
、各
国
の
教
育

も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。岩
崎
教
授
が
視

察
に
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
、
学

生
全
員
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を

履
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。

　
「
欧
米
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
専

門
に
扱
う
学
部
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ど

の
分
野
に
進
む
学
生
に
も
必
要
な
知
識
と

し
て
学
ぶ
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
海
外
の
人
々
と
伍ご

し

て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
だ
け
が
遅
れ
を

取
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
教
育
の
普
及
は
急
務
で
す
」

（
岩
崎
教
授
）

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
、
デ
ー
タ
に

真
実
を
語
ら
せ
る
た
め
に
統
計
学
や
計
算

機
科
学
の
基
礎
知
識
が
必
要
と
な
る
が
、

そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
発
想
力
や
他
者
と
協
働
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
あ
り
、
社

会
へ
の
課
題
意
識
や
新
し
い
価
値
を
生
み

出
し
た
い
と
い
う
意
欲
が
求
め
ら
れ
る
と
、

山
中
教
授
は
強
調
す
る
。

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
デ
ー
タ
を
使
っ

て
課
題
を
解
決
す
る
実
学
で
あ
り
、
そ
の

デ
ー
タ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
『
社
会
』

で
す
。
社
会
を
相
手
に
す
る
学
問
で
す
か

ら
、文
系
・
理
系
と
い
う
く
く
り
で
捉
え
ず
、

そ
の
枠
組
み
を
超
え
て
学
ぶ
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

新
設
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
心
に

は
、
企
業
、
自
治
体
、
大
学
病
院
等
と
連

携
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
＊
２
）を
予
定
し
て
い
る
。

ス
の
立
案
・
改
善
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
知
識
は
、
企

業
の
営
利
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
課

題
の
解
決
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

　

例
え
ば
、
医
療
統
計
学
が
専
門
の
山
中

竹
春
教
授
は
、
自
治
体
か
ら
救
急
医
療
に

関
す
る
デ
ー
タ
分
析
の
相
談
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
と
言
う
。

　
「
大
き
な
自
治
体
で
は
、
救
急
車
の
出
動

件
数
は
年
間
十
数
万
件
に
上
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
出
動
時
刻
、
消
防
署
か
ら
目
的
地

ま
で
、
ま
た
目
的
地
か
ら
病
院
ま
で
の
経

路
と
所
要
時
間
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記
録
し
、

分
析
す
れ
ば
、
救
急
車
の
ニ
ー
ズ
予
測
を

図 データサイエンスの活用の場と求められる人材

ICT、IoT の発達

ユーザーや事象の
履歴情報の蓄積

分野を問わず、データを分析して、問題の構造や要因の解明、
解決策の提示を行う人材が求められるように

•様々なデータを組み合わせたニーズ分析による課題
の顕在化
•ビッグデータの分析による動向や危険の予測
などが、企業、自治体等に広まる

ＳＮＳなどでユーザーが
発信した情報の蓄積

商品購入、ＨＰ閲覧、
学習状況、自動車走行、

電子カルテ、天気、自然災害、
交通事故などの履歴情報

データを駆使して論
理的に考え、社会
の課題を見いだし、
解決する力

社会にイノベーショ
ンを起こすためのア
イデアを提案する力

コミュニケーション
を大切にしながら、
人や社会に貢献す
る力

ツイッター、インスタグラム、
フェイスブック、ユーチューブ
などによるテキスト、画像、
動画、音声などの発信情報

＊２　Problem Based Learning の略。課題解決型学習のこと。

横
浜
市
立
大
学　
国
際
総
合
科
学
群　
教
授

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
セ
ン
タ
ー　
セ
ン
タ
ー
長

岩
崎
学
　
い
わ
さ
き
・
ま
な
ぶ

茨
城
大
学
助
手
、
防
衛
大
学
校
助
教
授
、
成
蹊
大
学
教
授
等

を
経
て
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
現
職
。
理
学
博
士
。
研
究

分
野
は
、
統
計
的
デ
ー
タ
解
析
の
方
法
論
と
応
用
。
日
本
統

計
学
会
会
長
。

横
浜
市
立
大
学　
医
学
部
臨
床
統
計
学　
教
授

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
セ
ン
タ
ー　
副
セ
ン
タ
ー
長

山
中
竹
春
　
や
ま
な
か
・
た
け
は
る

米
国
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
部
長
等
を
経
て
、２
０
１
４
年
４
月
、
横
浜
市
立
大
学
へ
。

理
学
博
士
。
研
究
分
野
は
、
医
学
研
究
の
計
画
や
解
析
に
関

す
る
統
計
的
方
法
論
の
開
発
。

※横浜市立大学提供資料、取材を基に編集部で作成

現
場
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で

実
践
的
な
力
を
身
に
つ
け
る
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
期
待

首
都
圏
の
経
済
・
産
業
活
動
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
か
ら
生
ま
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人

口
約
３
７
０
万
人
の
横
浜
市
か
ら
生
ま
れ

る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
な
ど
の
貴
重
な
環
境

が
あ
り
、
そ
の
地
の
利
を
生
か
し
た
実
践

的
な
学
び
を
進
め
て
い
き
た
い
と
言
う
。

　
「
企
業
や
自
治
体
な
ど
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
実
際
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
提

供
元
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
よ
う
な
実
践
的
な
学
び
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
場
で
学
ぶ
中

で
、
自
分
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
も
見

え
て
き
ま
す
し
、
様
々
な
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
磨
か
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
」（
山
中
教
授
）

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
社
会
の
課
題
と

向
き
合
う
学
問
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

社
会
の
様
々
な
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
だ
と
、岩
崎
教
授
は
語
る
。　

　
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
入
り
口
と
な
る

学
び
は
、
小
学
校
で
あ
れ
ば
夏
休
み
の
自

由
研
究
、
中
学
校
や
高
校
で
は
社
会
科
の

調
査
や
理
科
の
実
験
で
、
多
く
の
生
徒
が

経
験
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
数
値
や
情
報

を
活
用
し
て
、
課
題
を
論
理
的
に
解
決
し

て
い
く
面
白
さ
を
感
じ
た
生
徒
に
、
ぜ
ひ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
学
ん
で
も
ら
い
、

そ
の
成
果
を
社
会
で
生
か
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」

山
中　

お
２
人
の
会
社
で
は
、
デ
ー
タ
を

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。　

相
原　

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
主
力
事

業
と
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
デ
ー
タ
活
用
の

場
は
主
に
３
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
つ
め

は
、
通
信
設
備
の
管
理
で
す
。
通
信
機
器

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
稼
働
状
況
を
収
集
・

分
析
し
、
異
常
の
検
知
や
故
障
予
測
を
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
運
用
・
保
守
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
途
絶
え
る
と

社
会
的
影
響
は
大
き
い
の
で
、
重
要
な
役

割
で
す
。
２
つ
め
は
、
当
社
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
へ
の
デ
ー
タ
分
析

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。
例
え
ば
Ｗ
ｉ
│

Ｆ

ｉ
の
導
入
店
舗
で
の
お
客
様
の
Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ

利
用
状
況
を
分
析
し
、
店
舗
に
お
け
る
販

売
促
進
活
動
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
３

つ
め
は
、当
社
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
活

用
で
す
。

山
中　

ま
さ
に
デ
ー
タ
を
生
み
出
す
企
業

と
し
て
、
デ
ー
タ
活
用
の
幅
は
広
い
で
す

ね
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
ど
う
で
す
か
。

永
井　

海
外
に
は
デ
ー
タ
分
析
の
専
門
家

が
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で

は
デ
ー
タ
分
析
の
気
運
が
高
ま
り
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

選
手
の
走
行
距
離
の
分
析
以
外
に
も
、
チ

ケ
ッ
ト
販
売
や
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
運
営
に

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
ご
購
入
い
た
だ
く
と
、
購
入
者
の

性
別
や
年
齢
層
、
居
住
地
域
、
好
き
な
選

手
な
ど
が
分
か
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
の
企
画
・
運
営
や
チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
促
進
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
選
手
の
移
籍
に
伴
う
観
客
動
員
数
や

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
へ
の
影
響
も
、

企
業
の
担
当
者
に
聞
く

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
進
展
が

商
品
や
仕
事
の
あ
り
方
・
進
め
方
を
変
え
て
い
く

横
浜
マ
リ
ノ
ス
株
式
会
社　
事
業
統
括
本
部

Ｆ
Ｒ
Ｍ
事
業
部　
Ｆ
Ｒ
Ｍ
＆
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課　
担
当
部
長

永
井
紘
　
な
が
い
・
ひ
ろ
し

２
０
０
７
年
４
月
入
社
。
チ
ケ
ッ
ト
セ
ー
ル
ス
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
の
企
画
・
運
営
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
担
当
。

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）　

神
奈
川
事
業
部
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
部
長

相
原
朋
子
　
あ
い
は
ら
・
と
も
こ

１
９
９
２
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
入
社
。
映
像
通
信
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
を

担
当
。
99
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
入
社
後
は
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
計
・
構
築
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
等
に
携
わ
る
。

機
器
の
管
理
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

不
可
欠
な
存
在
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蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
予
測
を
立

て
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
分
析
の

精
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
家
が
育
成
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
中　

デ
ー
タ
分
析
を
行
う
際
に
大
切
だ

と
思
わ
れ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

相
原　

デ
ー
タ
分
析
の
セ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
す
。
デ
ー
タ
は
相
手
を
納
得
さ
せ
る
提

案
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
、
ど
の
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
か
、
デ
ー

タ
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
れ
ば
何
が
分
か
る

の
か
と
い
っ
た
着
眼
点
が
肝
に
な
り
ま
す
。

現
場
の
知
識
と
経
験
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
専
門
性
が
あ
っ
て
こ
そ

持
て
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

永
井　

私
は
、
扱
っ
て
い
る
の
は
数
字
で

も
、
フ
ァ
ン
一
人
ひ
と
り
を
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
回
数
が
多

い
方
を
抽
出
し
て
シ
ー
ズ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を

宣
伝
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
そ
の
方
な
り

の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
席
を
選
ん
で
い
る

こ
と
が
推
測
で
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
方
々

に
、
こ
ち
ら
が
指
定
し
た
固
定
席
の
シ
ー

ズ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
込
ん
だ
ら
逆
効
果

で
す
。
デ
ー
タ
分
析
は
必
ず
し
も
機
械
的

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

山
中　

デ
ー
タ
を
単
に
分
析
す
る
の
で
は

な
く
、
デ
ー
タ
が
発
生
す
る
場
の
知
識
を

持
ち
、
そ
の
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
把
握
し
、
そ
の
場
に
い
る
人
た
ち
と

対
話
を
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く

姿
勢
が
大
切
な
の
で
す
ね
。

永
井　

も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て

自
動
化
さ
れ
る
業
務
も
あ
り
ま
す
が
、
人

間
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
も
あ
り
、
今
後

は
そ
こ
に
資
源
が
集
中
投
下
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
中　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が
、
仕
事
の

あ
り
方
も
変
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
私

が
か
か
わ
る
医
療
界
も
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

が
医
療
行
為
や
診
断
の
あ
り
方
に
影
響
を

与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

相
原　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
変
わ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
新
商
品
を
出
し
た
時
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を

分
析
し
、「
使
え
な
い
」「
駄
目
だ
」
と
い
っ

た
否
定
的
な
言
葉
が
多
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

原
因
を
探
り
、
対
策
を
取
る
と
い
っ
た
具

合
で
す
。
今
後
、
通
信
回
線
の
高
速
化
や

人
工
知
能
の
進
化
な
ど
に
よ
り
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
の
可
能
性
は
一
層
広
が
る
と

思
い
ま
す
。　

山
中　

本
学
は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

を
新
設
予
定
で
す
が
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
を
学
ぶ
学
生
や
志
望
す
る
高
校
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
原　

デ
ー
タ
活
用
は
、
中
小
企
業
が
ま

だ
踏
み
込
め
て
い
な
い
領
域
で
す
。
地
域

の
企
業
と
学
生
が
地
域
の
課
題
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
解
決
す
る
な
ど
、
大
学
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
現
場
の
課
題
を
把
握
し
、
デ
ー
タ

分
析
の
手
法
を
用
い
て
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
理
系
と
文
系
、
両
方
の
要
素
が

必
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

永
井　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
だ
け
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
探
究
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
何
で
だ
ろ

う
」
と
疑
問
を
持
ち
、
仮
説
を
立
て
、
正

解
を
得
る
・
得
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
追

究
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
物
事
の
本
質
を

つ
か
め
る
と
思
う
か
ら
で
す
。ま
た
、
情
報

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
背
景
や
真
偽
を
考
え

て
見
極
め
る
習
慣
を
、
高
校
生
の
う
ち
か

ら
つ
け
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

写真１　お客様の誘引や利便性向上のため、Wi-Fi を設置する
店舗が増えており、来訪者のWi-Fi 利用状況を分析して販売促
進に活用するなど、データを基にした付加価値を提供している。

写真２　プロスポーツ界でも、マーケティングにデータ分析が
活用されている。試合では、来場者にファンクラブ会員証をタッ
チしてもらって記録に残し、ファン層を分析して、ホームゲー
ムのイベントの企画立案などに生かす。

ビッグデータ時代に注目の学問「データサイエンス」とは？

NTT 東日本

横浜マリノス

現
場
に
根
差
し
た

数
字
を
見
る
目
を
持
つ

課
題
解
決
に
取
り
組
む
学
問
と
し
て

文
理
の
両
面
が
大
切
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２
０
１
７
年
３
月
19
日
、
阪
神
甲
子
園

球
場
で
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
が
開
幕

し
た
そ
の
日
に
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
関
西

学
院
大
学
に
お
い
て
、「
全
国
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
課
題
研
究
発
表

会
２
０
１
７　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
」（
以
下
、

Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
）
が
開
催
さ
れ
た
。
16
年

３
月
に
開
か
れ
た「
第
１
回
近
畿
地
区
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
校
・
Ｓ

Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
課
題
研
究
発
表
会
」

（
参
加
校
27
校
）
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
今
年
度
は
規
模
を
拡
大
。
参
加
校

を
全
国
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
84
校
約

２
０
０
チ
ー
ム
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
高

校
が
参
加
す
る
研
究
発
表
会
と
し
て
は
日

本
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
は
、
文
部
科
学
省
「
大

学
入
学
者
選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
（
主

体
性
等
分
野
）」
の
一
環
で
も
あ
る
。
同

事
業
は
、
学
力
の
３
要
素
の
「
主
体
性
等
」

を
よ
り
適
切
に
評
価
す
る
た
め
の
評
価
尺

度
・
基
準
の
開
発
と
、
そ
の
成
果
の
普
及

な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
指
定
大

学
に
は
代
表
大
学
の
関
西
学
院
大
学
の
ほ

か
、
８
大
学
が
名
を
連
ね
る
。
今
年
度
は
、

「
課
題
研
究
を
通
じ
て
、
学
び
に
向
か
う
力

S P E C I A L  R E P O R T

特別リポート

「ＳＧＨ甲子園 2017」開催！
全国から84校が参加し、

情熱をかけた研究の成果を発表
2017年３月、関西学院大学において

「全国スーパーグローバルハイスクール課題研究発表会2017　SGH甲子園」が開催された。
全国のSGH校及びSGHアソシエイト校84 校が参加し、
課題研究の成果をプレゼンテーションやポスターで発表した。

今回は、審査員や参観者の投票による審査が行われ、各校の発表は熱を帯びるものとなった。
大盛況のうちに幕を閉じた発表会の模様をリポートする。

「全国スーパーグローバルハイスクール
課題研究発表会2017　SGH甲子園」

会場　関西学院大学西宮上
うえ

ケ
が

原
はら

キャンパス
日時　2017年 3月19日
プログラム及び参加校・チーム数
•プレゼンテーション／25 校 25チーム
•ポスター発表／77 校 209 チーム
•グループディスカッション／１テーマ６人
テーマ１「日本が外国人労働者として移民を受け入れるにあ

たっての課題と解決策について」
テーマ２「日本の学校を9月入学化することの課題と解決

策について」
テーマ３「日本における選挙権の18 歳以上への引き下げに

ついての課題と投票率を上げるための解決策につ
いて」

概要

高
校
の
研
究
発
表
会
と
し
て
は

日
本
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
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を
高
校
現
場
や
大
学
入
試
で
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
の
か
」
と
い
う
知
見
を
得
る
試

み
と
し
て
、
関
西
学
院
大
学
と
指
定
大
学

の
大
阪
大
学
、
大
阪
教
育
大
学
、
そ
し
て

早
稲
田
大
学
の
大
学
教
員
が
審
査
員
と
し

て
参
加
し
、
研
究
発
表
の
評
価
を
行
っ
て
、

上
位
チ
ー
ム
を
表
彰
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
関
西
学
院
大
学
の
村
田

治
学
長
が
、
発
表
に
臨
む
高
校
生
に
次
の

よ
う
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
「
今
後
20
年
間
で
、今
あ
る
職
業
の
半
数

以
上
が
な
く
な
る
と
言
わ
れ
、
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
な
ど
、
社
会
環
境
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

学
び
続
け
る
力
、
問
題
を
自
ら
発
見
す
る

力
、
そ
し
て
、
社
会
や
世
界
を
ど
の
よ
う

に
変
え
た
い
の
か
、
自
分
自
身
の
人
生
を

ど
う
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
価
値
観
、

世
界
観
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
方
法
の
１

つ
が
、皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
研

究
だ
と
言
え
ま
す
。
今
日
は
こ
れ
ま
で
の

研
究
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

　

課
題
研
究
発
表
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
３
つ
の
テ
ー
マ
を

討
論
す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
実
施
さ
れ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
25
校
25

チ
ー
ム
が
参
加
。
持
ち
時
間
は
１
チ
ー
ム

30
分
間
（
う
ち
10
分
間
は
審
査
員
に
よ
る

質
疑
応
答
と
講
評
）
で
、
英
語
と
日
本
語

の
い
ず
れ
か
で
行
わ
れ
た
。

　

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
兵
庫
県
・
神
戸
市

立
葺ふ

き

合あ
い

高
校
２
年
の
吉
井
佳か

弥や

さ
ん
は
、

「T
extile-W

aste

」
と
題
し
、
衣
服
の
安
価

な
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
研
究
を
発
表（
写

真
１
）。
そ
の
内
容
は
、
日
本
で
は
年
間
約

20
億
着
の
衣
服
が
処
分
さ
れ
る
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
の
は
そ
の
う
ち
約
15
％
に

過
ぎ
ず
、
廃
棄
量
を
減
ら
す
た
め
に
新
し

い
形
態
の
リ
メ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
提
案
す

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
審
査
員
か
ら
は

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
っ
と
活
用
す
れ

ば
よ
か
っ
た
」「
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
方
が
よ
か
っ

た
」
と
い
っ
た
厳
し
い
指
摘
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
も
研
究
レ
ベ
ル
の
高
さ
か
ら
く
る
、

今
後
の
期
待
の
表
れ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
質
疑
応
答
で
は
、
自
分
で
も
も
う
少
し

だ
と
感
じ
て
い
た
点
を
指
摘
さ
れ
、
慌
て

て
し
ま
い
ま
し
た
。
経
済
学
の
先
生
か
ら

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、
社
会
学

の
先
生
か
ら
は
調
査
手
法
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
、

デ
ー
タ
を
精
査
し
て
研
究
を
深
め
、
将
来

は
リ
メ
イ
ク
の
考
え
方
を
社
会
に
広
く
普

及
さ
せ
る
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
吉
井
さ
ん
）

　

葺
合
高
校
の
ほ
か
に
も
、
塩
分
の
低
い

「
す
ん
き
漬
け
」
に
着
目
し
、
高
血
圧
者
の

多
い
ア
メ
リ
カ
で
普
及
さ
せ
る
方
法
を
提

案
し
た
兵
庫
県
立
伊い

丹た
み

高
校
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
「
高
校
生
の

た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
提
案
し
た
京

都
府
・
京
都
市
立
堀
川
高
校
、
世
界
の
肥

満
問
題
の
現
状
と
解
決
策
を
提
案
し
た
大

阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校
な
ど
、

今
日
的
な
課
題
と
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
点
を

持
っ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。

　

77
校
２
０
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
ポ
ス

タ
ー
発
表
で
は
、１
チ
ー
ム
が
10
分
間
の
発

表
と
５
分
間
の
質
疑
応
答
を
計
４
回
行
っ

た
。
優
秀
賞
は
審
査
員
と
参
観
者
の
投
票

に
よ
っ
て
決
ま
る
が
、
参
観
者
が
ど
の
ポ

ス
タ
ー
の
発
表
に
行
く
か
は
自
由
で
あ
る

写真１　神戸市立葺合高校の吉井佳弥さんは、教室いっぱいの参観者と４人
の審査員を前に、衣服の無駄を減らすことに焦点をあてたリメイクショップ
を提案。自校とスウェーデンの高校生、世界各国の人にアンケート調査を行
うなどして、研究を進めた過程も発表した。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

高
校
生
ら
し
い
新
鮮
な
発
想
が

垣
間
見
え
た
ポ
ス
タ
ー
発
表

25
校
が
し
の
ぎ
を
削
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プレゼンテーション
25校 25チーム参加
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た
め
、
各
チ
ー
ム
と
も
、
よ
り
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
お
う
と
、
自
作
の
ポ
ス
タ
ー

や
実
験
道
具
を
活
用
し
な
が
ら
、
身
ぶ
り

手
ぶ
り
を
交
え
熱
心
に
発
表
し
て
い
た
。

　

発
表
校
の
１
つ
で
あ
る
茨
城
県
立
土
浦

第
一
高
校
Ｂ
チ
ー
ム
は
「
簡
易
発
電
機
を

発
展
途
上
国
へ
」
と
題
し
、
電
気
普
及
率

が
低
く
、ゴ
ミ
問
題
を
抱
え
る
、
ハ
イ
チ
や

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
国
の
た
め
に
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
釘
な
ど
の
廃
材
か
ら
作
製
で

き
る
簡
易
発
電
機
を
提
案
し
た（
写
真
２
）。

　
「
テ
ー
マ
は
す
ぐ
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、

発
電
用
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
強
度
と
重
量
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
、
実
験
段

階
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
全

国
規
模
の
発
表
会
に
参
加
す
る
の
は
初
め

て
で
し
た
が
、
今
日
は
発
表
を
重
ね
る
ご

と
に
、
自
分
た
ち
の
表
現
が
う
ま
く
な
っ

て
い
く
の
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
東
京
都
・
私
立
早
稲
田
大
学
高
等
学

院
Ｂ
チ
ー
ム
は
、
地
方
都
市
に
お
け
る
多

文
化
共
生
に
つ
い
て
、
実
際
に
滋
賀
県
甲こ

う

賀か

市
に
滞
在
し
て
調
査
す
る
な
ど
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
ド
イ
ツ
の
事
例
と

の
比
較
研
究
を
行
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
同
様
に
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
で
も
専
門
的
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は
専
門

家
の
意
見
を
聞
け
る
ま
た
と
な
い
機
会
に

な
っ
た
と
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
１
チ
ー

ム
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
３
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
兵
庫
県
・
国
立
神
戸
大
学
附
属
中
等
教

育
学
校
の
森
田
育い

く

司し

先
生
は
語
る
。

　
「
本
校
は
、
卒
業
研
究
と
し
て
課
題
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
が
、
学
外
の
方
に
見
て

い
た
だ
く
機
会
や
他
校
の
生
徒
と
の
交
流

は
実
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
生
徒
た
ち
は

専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
多
様
な
意
見
に

刺
激
を
受
け
、
新
た
な
研
究
意
欲
が
湧
い

て
き
た
よ
う
で
す
。
他
校
の
発
表
で
は
、

地
域
密
着
の
身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
、
海
外

研
修
で
得
た
課
題
意
識
を
発
展
さ
せ
た

テ
ー
マ
ま
で
と
幅
広
く
、
独
自
の
切
り
口

で
研
究
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

提
案
も
大
人
に
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な

新
鮮
か
つ
大
胆
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
わ

く
わ
く
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
３

つ
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
１
テ
ー
マ
に

つ
き
６
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
45
分
間
、
課
題
解
決
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
10
分
間
、
講
評
５
分
間
で
行

わ
れ
た
。
な
お
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

45
分
間
で
は
、
冒
頭
に
司
会
・
書
記
・
タ

イ
ム
キ
ー
パ
ー
・
発
表
者
な
ど
役
割
を
迅

速
に
決
め
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
事
前
に
、
各
自
の
主
張
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
共
有
し
て
い

た
が
、
実
際
に
会
っ
て
話
を
す
る
の
は
こ

の
日
が
初
め
て
。
そ
の
た
め
、
開
始
15
分

前
に
会
場
に
メ
ン
バ
ー
全
員
が
集
ま
る
と
、

互
い
に
積
極
的
に
声
を
か
け
、
冗
談
を
言

い
合
う
な
ど
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
し

や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
。

　

こ
の
日
の
３
つ
め
の
テ
ー
マ
は
、「
日

本
に
お
け
る
選
挙
権
の
18
歳
以
上
へ
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
の
課
題
と
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て
」。
立
ち
見

が
出
る
ほ
ど
の
大
勢
の
観
客
が
見
守
る
中
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
っ

た
（
写
真
４
）。
メ
ン
バ
ー
は
自
己
紹
介
を

済
ま
せ
る
と
、
１
、２
分
間
で
役
割
分
担
を

決
め
、
議
論
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
司
会
に
促
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
一
人

ひ
と
り
が
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
意
見
と
、

「
学
校
で
主
権
者
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
を
徹
底
す
る
」「
海
外
の
事
例
を

紹
介
し
、政
治
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
」「
住

民
票
の
な
い
下
宿
先
か
ら
も
投
票
で
き
る

制
度
を
整
備
す
る
」
な
ど
の
解
決
策
を
提

案
し
た
。
そ
の
後
、
司
会
を
中
心
に
プ
レ

写真３　石川県立金沢泉
いずみがおか

丘高校Ｂチームは、日本の食糧廃棄問題に着目
し、消費者に届かない「規格外野菜」をビジネスに活用する方法を提案。

写真２　茨城県立土浦第一高校Ｂチームは、廃材から作製できる簡易発
電機を提案。実際に作った発電機を手に、実演をしながら発表した。

表
現
力
・
協
働
性
が
問
わ
れ
た

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ポスター発表　77校 209チーム参加
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ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
課
題
解
決
策

の
絞
り
込
み
が
行
わ
れ
た
。
政
治
参
加
へ

の
意
識
が
高
い
若
者
に
は
投
票
し
や
す
い

制
度
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
、
意
識
の
低

い
若
者
に
対
し
て
は
選
挙
に
対
す
る
教
育

を
充
実
さ
せ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
政
治
を
身
近
に

感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
集
約
し
た
解
決

策
に
つ
い
て
、
発
表
者
が
10
分
間
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
た
。
講
評
で
は
、

「
活
発
な
議
論
の
中
に
、
各
自
の
個
性
が
生

き
て
い
た
」
と
賛
辞
も
あ
っ
た
が
、「
最
後

は
議
論
が
散
発
的
だ
っ
た
」「
課
題
の
構
造

化
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
」と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
北
海

道
・
私
立
札
幌
聖
心
女
子
学
院
中
学
校
・

高
校
２
年
の
桐
山
晴は

れ

さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　
「
同
じ
高
校
生
で
も
、
環
境
が
異
な
り
、

学
ん
で
き
た
内
容
が
違
う
と
、
議
論
の
進

め
方
や
前
提
知
識
も
違
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
そ
の
中
で
皆
が
納
得
で
き
る
解

決
策
を
探
す
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
難
し
い
議
論
の
中
で
も
、

自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
切
れ
た
充

実
感
が
あ
り
、
１
時
間
の
中
で
自
分
が
大

き
く
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

　

す
べ
て
の
発
表
が
終
わ
っ
た
後
、
ラ
ウ

ン
ジ
で
は
高
校
教
員
交
流
会
、
学
生
食
堂

で
は
高
校
生
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
教
員

交
流
会
で
は
主
催
者
代
表
の
大
学
教
員
を

交
え
て
歓
談
し
、
学
生
食
堂
で
は
生
徒
た

ち
が
健
闘
を
た
た
え
合
っ
た
。
発
表
し
た

生
徒
た
ち
は
、
研
究
を
深
め
る
上
で
も
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
上

で
も
得
る
も
の
が
大
き
い
１
日
と
な
り
、

教
師
に
と
っ
て
も
、
普
段
と
は
異
な
る
生

徒
の
姿
を
見
る
こ
と
で
、
指
導
改
善
の
ヒ

ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
を
目
指
す
高
校
に
と
っ

て
も
、
得
る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
よ
う

だ
。
兵
庫
県
・
私
立
神
戸
学
院
大
学
附
属

高
校
の
森
永
武た

け

人と

先
生
は
こ
う
語
っ
た
。

　
「
本
校
は
、『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

に
課
題
研
究
を
行
っ
て
３
年
目
に
な
り
ま

す
。
私
自
身
も
、
生
徒
の
内
発
的
な
動
機

づ
け
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
課
題

研
究
は
学
習
や
進
路
選
択
の
意
欲
に
直
結

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
日
の
発
表
で

は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
の
研
究
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
校
の
生
徒
に

も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
今
日
の
成
果
を
校
内
で
共

有
し
、
申
請
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
」

　

閉
会
式
で
は
、
早
稲
田
大
学
理
事
の
恩お

ん

藏ぞ
う

直
人
教
授
の
講
評
が
行
わ
れ
た
。

　
「
今
日
の
発
表
で
は
、
身
の
回
り
の
課
題

や
実
際
の
経
験
か
ら
出
発
し
た
テ
ー
マ
が

多
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
、

実
際
に
足
を
運
ん
だ
り
手
を
動
か
し
た
り

す
る
こ
と
で
認
識
を
深
め
て
い
る
点
が
優

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

調
査
対
象
の
選
択
や
分
析
方
法
な
ど
の
リ

サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
の
甘
さ
は
、
今
後
の

改
善
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。
課
題
研
究
は
、

結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
す
。
今

日
の
経
験
は
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
を
十
分
認
識
し
て
く
だ
さ
い
」

　

そ
の
後
、
各
賞
の
発
表
が
行
わ
れ
、
学

校
名
が
呼
ば
れ
る
度
に
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
た
。
最
後
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
秋

田
県
立
秋
田
南
高
校
、
大
阪
府
立
千
里
高

校
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て

Ｓ
Ｇ
Ｈ
甲
子
園
は
幕
を
閉
じ
た
。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

写真４　６人のメンバーの出身地は、北海道、岐阜県、愛知県、京都府、岡山県、
福岡県と異なり、この日が初対面。開始前のわずかな時間に交流し、ディスカッショ
ンに臨んだ。皆、ディスカッションの経験はあったが、初めて会った者同士で自
分の意見を主張しつつも、１つの案にまとめる難しさを感じていたようだ。

「SGH甲子園 2017」開催！

結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
が

大
切
と
な
る
課
題
研
究
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今号の「大学の学び　最新ナビ」のコーナー
でご紹介した就実大学での取材を通して、多

様な仕かけによって、主体的な学生が育っていると感じまし
た。本記事で取り上げた長期インターンシップや海外留学の
プログラムなど、学生が学びたくなる環境を整備することも、
仕かけの１つだと思います。同大学には、写真のようなグルー
プワーク用のスペースや自習用のカウンターテーブル、プレゼ
ンテーション・ルームなどが設置されており、目的別に学生
が学ぶ環境が整って
いました。そこは、
学生たちが自然と集
まり、学びに向かう、
まさに主体的な学び
の空間になっている
のだと感じました。
（廣田）

次号は8月21日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2017 　 月号8

Reader ’s  VIEW　

すべての根底にあるのは資質・能力の育成
　「社会で活用できる資質・能力」は、学校内だけで獲

得できるものではなく、学校教育の場が社会に広がり、

そこで得た自信とともに社会に出るのが理想だと思う。

「社会に開かれた教育課程」も、「よりよい学校教育を

通じてよりよい社会を創る」という目標を学校と社会が

共有し、両者が協働して必要な資質・能力を育むと考え

れば、学校教育の目標もイメージしやすい。学校に様々

な分野の専門家を招
しょう

聘
へい

して教育を推進し、生徒が学校

外でも積極的に活動することが大切で、学校と社会の

垣根を低くすることから始めたい。　　徳島県　匿名希望

正解を創っていく姿勢が大切
　「理数探究」の解説で、千葉県・私立渋谷教育学園幕

張中学校・高校の岩田久道先生の「曖昧さや不確実さが

あっても、事実を基に自分の頭を働かせて答えを追い求め

る」という言葉に共感した。これは、どの教科にもあてはま

ることだと思う。すべての条件が整って物事が進むことは

ほとんどない。不備があっても進めなければ社会は成り

立たないし、矛盾をいくつも抱えているのが現実社会だ。

その中でたくましく生きていくには、少々の不備を乗り越え

る力が必要であり、正解を創っていく姿勢が大切になるの

だと思う。 埼玉県・私立大妻嵐山中学校・高校　久保島昌一

自校の強みから考える
　本校でも、私を含めて課題意識はあるものの、何か

ら着手すればよいか分からず、動けない状況だった。し

かし、育成が求められている資質・能力は、これまでの

学校教育で育成してきた力と異なる全く新しい力ではな

いという言葉に勇気をもらえた。そして「自校の強みか

ら教育改善に向けた方策を考えていけばよい」という言

葉は、学校教育目標を振り返る際のヒントになった。誌

面の図やポイントを活用しながら、少しずつチームになっ

ていければと思った。　広島県立広島観音高校　長光優樹

•２学期の授業内容について、教科書
レベルではなく、専門的な概説書や新
書を何冊か読みたい。　 　　 長野県

•読書。生徒に語る内容が時代遅れ
になっているようなので、生徒が興味・
関心のあることを知るため。　 福井県
•スモールサイズの合宿を行って、生

徒たちと熱く語り合いたい。　 香川県

•まとまって時間が取れる時こそ教材
研究。アクティブ・ラーニングのシナリ
オ作りをしたい。　　　　　　 広島県

•専修免許取得研修に参加。これま
での実践を総括し、新たな知見を幅広
く学んでいきたい。　　　　　 静岡県

2017年４月号・特集へのご意見

先生方からの
ご意見を
紹介します

編集後記お詫びと訂正

　『VIEW21』高校版２０１６年度１０月号「指導変革の軌跡」で掲載を
いたしました福岡県・久留米市立南筑高校の記事につきまして、お
詫びと訂正をいたします。同号の３４ページにて学校改革に向かうに
至った校内状況が、「一部の教師の問題行動や生徒の生活規律の乱れ
などが原因で、地域からの信頼を失いつつあった」と、一部の教師や
生徒の問題行動が起因とする表現になっておりました。しかし、当
時の南筑高校には教職員組織についての課題があり、中でも学校総
体としての部落問題に関する認識の不十分さから、教師が保護者に
対し、差別文書を送りつけるという前代未聞の部落差別事件を引き
起こしたことが、地域からの信頼を失う大きな要因となったとの旨、
当該校より掲載内容の修正についての申し出がありました。このこ
とから、本記事の掲載内容は、適切さを欠く表現であると判断致し
ました。ここに訂正をするとともに、誤解に導き、かつ、読者の皆
さまにご不快の念を持たせる表現となりましたことを心よりお詫び
申し上げます。今後、このようなことが二度と起きないよう『VIEW21』
編集部としまして、細心の注意と配慮をしていく所存です。

『VIEW21』編集部 統括責任者　馬渕 直

テーマ
２学期に向けて
夏季休業中に

取り組んでおきたいこと
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情熱教師 F i l e 2

今月の表紙　山口県・私立野田学園中学・高校　髙
た か

田
た

裕
ゆ う

治
じ

先生

生 徒 と 紡 ぐ

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

　　　みんな、いよいよ卒業だね。高校最後のクラス
はどうだった？
　　　私たちのクラスは団結力が強くて、体育大会な
どで好成績を収めてきましたし、ほかのクラスの人か
ら「みんな仲がいいね」とよく言われていたんですよ！
　　　実際、とても明るいクラスで、先生も教室に行
くのが毎日楽しみでした。体育大会や文化祭では、「自
分たちでやると決めたことは、自分たちの責任でやり
抜こう」という意識をみんなが持っていたから、先生
はただ、頑張るみんなを見守る日々だったよ。
　　　確かに先生から「こうしなさい」と指示される
ことはありませんでしたが、「これ、やってみたら？」
とチャレンジを提案されることはよくありました。私
の場合は、英語のスピーチ大会への出場です。内心、
興味はあったけど、一歩を踏み出せずにいました。で
も、先生のひと言で大会に出て、それがきっかけで、
いろいろなことに挑戦するようになったんですよ。
　　　私は志望大学の相談をした時、想定外の高い目
標を「力があるのだから、挑戦してみたら？」と勧め
られました。先生と話すうちに、「可能性があるなら

……」とやる気になったんです。その大学には合格で
きなかったけど、自分とは無縁だと思っていた未知の
世界を垣間見られて、挑戦してよかったと思っています。
　　　若い君たちには、自分では気づいていないけど、
先生だからこそ見えてくる可能性が秘められていると
思うんです。その可能性に気づかないまま高校生活を
終えるのはもったいないよね。生徒一人ひとり、可能
性の種類は違うけど、それをちゃんと見つけて、伝え
ていくのも先生の仕事だと思っています。
　　　普段は、私たち一人ひとりのことをじっくり
見守りながら、くだらないおしゃべりの輪にも笑顔
ですっと加わってくれる。髙田先生は、「みんなの先
生」であり、「私の先生」でした。先生がいなかったら、
高校時代、いろいろなことにあれほど頑張れなかった
かも……。「頑張れ」と言われたことはなかったけど、
先生がいたからみんな頑張れたんだと思います。
　　　みんなが頑張る姿を見て、「よし、自分も頑張
ろう」とパワーをもらっていました。だから本当に、
みんなとの時間が楽しかったんだよ。先生からもみん
なにお礼を言いたいです。ありがとう！

髙田裕治先生　教職歴15 年。同校
に赴任して14 年目。進路指導課長。

山口県・私立野田学園中学・高校　全日制／普通科／共学／１学年約 300人／2017
年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、大阪大、山口大、九州大などに67人が合
格。私立大は、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ243人が合格。

「頑張り合い」が生まれたクラス

生徒

生徒
生徒

生徒

先生

先生

先生

先生

T o u c h e d  M y  H e a r t

壇に立っているのに、生徒は誰一人教科書を

出さずにこちらを凝視するだけ。教科書を出

すように指示しても従わない。無言の静寂が私を孤

独に追い込む……英語教師として初めて臨んだ授業

は砂漠のような風景でした。今思えば、その異様な

雰囲気も、若輩の私の手並みを試すたわいないもの

だったかもしれませんが、未熟な私にはどう対処す

ればよいか分かりませんでした。次の授業も、その

次の授業もひたすら私を凝視するだけの生徒たちに

なすすべもなく、底なしの泥沼に陥落していく自分

に嫌悪しました。その一方で「 教壇に立つ以上は泣

きごとは言えない 」と力みばかりが増して、次第に

学校へ行くのがとてもつらく感じられるようになっ

ていきました。

週間ほど経ったある日の職員室で、英語科の

先輩に「しんどいことでもあるのか？」と声

をかけられました。周囲を気にして「何もありません」

と答える私を、先輩は「うちに来なさい」と自宅に

招いてくれました。夕食をともにし、いろいろと話

すうちに、私は教室での出来事も打ち明けていまし

た。夜を徹して語り合う中で、先輩からもらった言

葉が、教師としての私の根幹となった「教育は人
づくり。人づくりには時間がかかる」でした。

　「生徒は無視や反抗をしているわけではない。君の

出方によっては君を受け入れようとしているのでは

ないか」「英語が嫌いな自分たちとどう向き合ってく

れるのかを問いかけているのだ」と先輩は話してく

れました。確かに私は、生徒の英語学力を高めよう

という気持ちを強く持ち、英語を教えることが自分

の存在意義なのだと思っていました。先輩は「成績

を伸ばすのも大事だけれど、それは教育の一部であ

り、目先の成果なのかもしれない。目の前にいる生

徒たちに必要なのは、もっと別のものではないだろ

うか」と私に問いかけました。

日、出勤する私の心にはそれまでにはなかっ

た余裕が生まれていました。いつものように

教科書に目もくれず私の顔を見つめる生徒たちに、

「僕の顔に何かついているかなあ？」と初めて笑顔で

返したところ、教室に笑いが起きたのです。それは、

ちっぽけな変化ですが、「生徒に合わせて授業をしよ

う」と私が決意する大きなきっかけになりました。

初任校は専門高校だったため、授業の導入で専攻に

関連する英語を教えるようにしたのもその１つです。

そうした私の変化に応じるように、生徒も少しずつ

集中して授業に臨むようになりました。生徒が必要

とする学びのあり方を教師が理解し、実践すれば、

生徒は学びの意欲を持ち、学習への取り組みの姿勢

も変化することを、私は生徒から学びました。

　今日まで私は、様々な学校で様々な生徒と出会っ

てきました。英語が苦手な生徒が突然「先生、教え

て！」と言ってきたり、卒業生が「先生のあのひと

言で人生が変わった」と告白してきたり……自分と

は違う人生を生徒を通して生きている、そんな感動

を覚える瞬間が何度もありました。「教育は人づくり」

という言葉には、生徒が教師である私を育ててくれ

るという意味もあるのだと思います。

No. 002
兵庫県立播磨農業高校　

丸山正人先生
まるやま・まさと

◎教職歴 37 年。同校に赴任して８年目。
進路指導・人権教育部副部長。英語科。 

兵庫県立播磨農業高校　全日制／農業経
営科、園芸科、畜産科／共学／１学年約
120 人／ 2017 年度進路実績（現役のみ）：
進学は、高知大など４年制大 10 人、短大
２人、大学校７人、専門学校 31 人。就職
58 人。
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集
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学
校
教
育
デ
ザ
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く
❶
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ら
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学
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教
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目
標
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あ
り
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